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1 イントロダクションイントロダクションイントロダクションイントロダクション 

1.1 製品概要製品概要製品概要製品概要 
S-7601Aは、TCP/IPネットワークスタックを集積したLSIで、シリアルインターフェイスおよびバッ
ファとして動作するスタティックRAMを内蔵し、より迅速かつ容易なネットワーク接続機能を提供し
ます。 
このLSIを搭載することにより、ソフトウェア開発費の大幅な低減、また、動作周波数が低いので低消
費電力化が図れます。 
S-7601Aは、iReady iAPITMレジスタセットを介してのマイクロプロセッサーインターフェイスやフィ
ジカルレーヤートランスポートインターフェイスへの接続をサポートします。 
iAPIは、レジスタセットと動作定義から構成され、外部マイクロコントローラシステムの内部モジュ
ールへのインターフェイスを可能にします。 
S-7601Aは、S-7600Aの機能およびパフォーマンスを拡張した製品です。また、S-7600Aとレジスタ
セットレベルでのコンパチブルモードを持つため、既存のS-7600Aのソフトウェア資産を有効に活用
することができます。 

1.2 特徴特徴特徴特徴 
z 標準プロトコルをサポート： 

 TCP/IP （Ver. 4.0） 
 PPP  （STD-51-準拠） 
 UDP 

z 汎用ソケット： 
 2つのソケットを用意。 

z MPUインターフェイス： 
 68k/x80（MOTO/インテル）バスインターフェイス 
 または ２形態の同期式シリアルインターフェイス（SIIシリアルとSPI） 

z フィジカルトランスポートレイヤインターフェイス： 
 UART（Universal Asynchronous Receiver/Transmitter） 

z 低クロックレート： 
 ビットレートの4倍のクロックレート。 

z 動作周波数： 
 標準：256kHz 

z 消費電力： 
 データ転送時の動作消費電流 ：0.9mA typ. 
 データ非転送時の動作消費電流 ：160μA typ. 
 待機状態消費電流 ：1.0μA typ. 

z 待機状態モード ：リセット信号により保持されます。 
z 広範囲動作電圧範囲 ：2.4V～3.6V 

1.3 S-7600Aからの拡張からの拡張からの拡張からの拡張 
z 機能拡張 

 自動IP割り付け機能 
 CHAPサポート機能 

z パフォーマンス拡張 
 Round Trip Timer（RTT） 
 バッファサイズの拡大 

z Delayed ACK
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1.4 S-7600Aとの相違点との相違点との相違点との相違点 
z ２モードのレジスタマップ 

 汎用コントロールレジスタ(0x01)のNew_Regビットで選択する 
 デフォルトはS-7600Aコンパチブル レジスタマップ 

z MPUインターフェイスにSPIシリアルインターフェイスを追加 
 PSX端子をLow、C86端子をHighとすることでSPIが選択される 

z MPUインターフェイスのタイミングの改良 
 ビジー信号出力タイミング 
 アドレス／データホールド時間 
 イネーブル/制御パルス幅 

z NCピン(#38）をテスト出力端子として使用 

1.5 トレードマークトレードマークトレードマークトレードマーク 
iReady iAPITMとiAPITMは、iReady株式会社のトレードマークです。すべての他の製品とブランド名は、
個々の会社のトレードマークと登録商標です。 

1.6 定義定義定義定義 
z IP（Internet Protocol）       インターネットプロトコル 
z PPP（Point-to-Point Protocol）     ポイントツーポイントプロトコル 
z TCP（Transmission Control Protocol）  トランスミッションコントロールプロトコル 
z UDP（User Datagram Protocol）     ユーザデータグラムプロトコル 
z API（Application Programming Interface）アプリケーションプログラミングインターフェイス 

 
 

1.7 注意注意注意注意 
1. 端子には絶対最大定格を越えて電圧または電流を印加しないでください。もし印加した場合、

ICは誤動作するか、または破壊されることがあります。 
 標準値は十分なマージンをもって設定されていますが、ICの品質を適切に保つために、推奨動

作条件でICを使用してください。 
2. 静電気に対する手段 

2.1 ICを輸送または保存する時は、導電性の容器または金属塗装箱を使用してください。 
2.2 現在の設備に電気の漏れが無いことをチェックし、必ずそれらを接地してください。また、

作業台やICを操作する人々が接地していることを確認してください。 
3. CMOS ICの電源またはI/Oターミナルへの過度な外部のノイズは、ラッチアップを起こす原因

になり、欠陥と損傷を引き起こします。もしラッチアップが起こった場合は、直ちにデバイス
の電源を切り、原因を取り除き、再びデバイスに電源を入れてください。 

4. 機械振動、ショック、および急激な温度変化を避けてください。これらはワイヤを断線させる
恐れがあります。 

5. 環境 
5.1 絶対最大定格の温度以下でICを使用し、保存してください。 
5.2 結露が起こる場所で、ICを使用したり保存したりしないでください。 
5.3 塵、塩分またはSO2などの酸性のガスに直接さらされる場所でICを使用しないでください。

リード間のリークや腐食の原因になります。 
5.4 保存中はICに負荷をかけないでください。 
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2 機能ブロック図機能ブロック図機能ブロック図機能ブロック図 
 

S-7601Aの機能ブロック図を図2-1に示します。ネットワークスタックおよびそれと関連した機能のブ
ロックがあります。またS-7601Aには、ホストのMPUのためのインターフェイス、および様々なデー
タターミナル装置のための物理レイヤインターフェイスがあります。  
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図図図図 2-1 ブロック図ブロック図ブロック図ブロック図 

 
トランスポートレイヤとネットワークレイヤは以下のものを含んでいます： 
z アプリケーションレイヤとトランスポートレイヤの間の接続を提供する2つの汎用ソケット。 
z コネクション型で高信頼性のTCPモジュールと、コネクションレスでベストエフォート型の

UDPモジュール。 
z コネクションレス型データグラム配信を提供するIPモジュール。 
z ポイントツーポイント接続リンクを提供するPPPモジュール。 
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3 端子端子端子端子 

3.1 端子配置端子配置端子配置端子配置 

パッケージでの端子配置を図3-1に示します。 
表3-1に端子番号と端子名称を示します。 

Pin No. Pin name Pin No. Pin name Pin No. Pin name Pin No. Pin name 
1 RESETX 13 TO7 25 TI3 37 SD7/SI 
2 TEST 14 TO6 26 RS/ 

SPI_CPOL 
38 TO0 

3 CLK 15 TO5 27 CS/ 
SPI_SSJ 

39 TEST_EN 

4 VSS 16 TO4 28 C86 40 SD6/SCLK 
5 CTSX 17 TO3 29 READX/ 

SPI_CPHA 
41 TI2 

6 DSRX 18 TO2 30 VSS 42 VDD 
7 RI 19 TO1 31 PSX 43 SD5/SO 
8 RXD 20 VDD 32 WRITEX 44 SD4/ 

SPI_DO 
9 DCD 21 TI7 33 INTCTRL 45 SD3 
10 DTRX 22 TI6 34 INT1 46 SD2 
11 RTSX 23 TI5 35 INT2X 47 SD1 
12 TXD 24 TI4 36 BUSYX 48 SD0 

表表表表 3-1 端子配置端子配置端子配置端子配置 
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図図図図 3-1 端子配置端子配置端子配置端子配置 
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3.2 パッケージ寸法パッケージ寸法パッケージ寸法パッケージ寸法 
S-7601Aは、0.5mmピンピッチ間隔の48ピンQFPパッケージに実装されています。パッケージレイア
ウトを図3-2に示します。. 
 

図図図図 3-2 パッケージ寸法パッケージ寸法パッケージ寸法パッケージ寸法 
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3.3 端子説明端子説明端子説明端子説明 
端子および信号の機能説明を表3-2に示します。 

端子説明端子説明端子説明端子説明 I/O 機能説明機能説明機能説明機能説明 ﾀｲﾌﾟﾀｲﾌﾟﾀｲﾌﾟﾀｲﾌﾟ 
VDD1,VDD2 - 正電源端子  
VSS1,VSS2 - GND端子  
RESETX I ﾘｾｯﾄ端子 A 
TEST,TEST_EN 
TI2 to TI7 

I ﾃｽﾄ入力端子（ﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝ抵抗内蔵） 
通常はVssに接続するかｵｰﾌﾟﾝ 

B 

TO0 *OT ﾃｽﾄ出力端子   通常はｵｰﾌﾟﾝ E 
TO1 to TO7 O ﾃｽﾄ出力端子   通常はｵｰﾌﾟﾝ D 
CLK I ｸﾛｯｸ信号入力端子 C 
CTSX I 送信ｸﾘｱ信号入力端子 C 
DSRX I ﾃﾞｰﾀｾｯﾄﾚﾃﾞｨｰ信号入力端子 C 
RI I ﾘﾝｸﾞｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀ信号入力端子 C 
RXD I ｼﾘｱﾙ受信ﾃﾞｰﾀ入力端子 C 
DCD I ﾃﾞｰﾀｷｬﾘｱ検出入力端子 C 
DTRX O ﾃﾞｰﾀ端子ﾚﾃﾞｨｰ信号出力端子 D 
RTSX O 送信要求出力端子 D 
TXD O ｼﾘｱﾙ送信ﾃﾞｰﾀ出力端子 D 
RS/SPI_CPOL I ﾚｼﾞｽﾀ選択入力端子/SPI CPOL入力端子 C 
CS/SPI_SSJ I ﾁｯﾌﾟ選択端子/SPI Slave Select入力端子 C 
C86 I MPUインターフェイス選択端子 

68kﾓｰﾄﾞ：1  x80ﾓｰﾄﾞ：0  SPIﾓｰﾄﾞ：1  SIIｼﾘｱﾙﾓｰﾄﾞ：0 
C 

READX/SPI_CPHA I x80ﾓｰﾄﾞ：読み出し要求入力端子  68kﾓｰﾄﾞ：入力ｲﾈｰﾌﾞﾙ端子 
SPIﾓｰﾄﾞ：SPI CPHA入力端子 

C 

PSX I ﾊﾟﾗﾚﾙ/ｼﾘｱﾙインターフェイス選択入力端子 C 
WRITEX I x80ﾓｰﾄﾞ：書き込み要求入力端子 

68kﾓｰﾄﾞ：読み出し/書き込み選択入力端子 
SIIｼﾘｱﾙﾓｰﾄﾞ：読み出し/書き込み選択入力端子 

C 

INTCTRL I INT1/INT2X出力形態（CMOS/OD）選択入力端子 C 
INT1 *OT S-7601AからMPUへの割込信号（active High）出力端子 E 
INT2X *OT S-7601AからMPUへの割込信号（active Low）出力端子 E 
BUSYX O ビジー信号出力端子 D 
SD7/SI *B x80/68kﾓｰﾄﾞ：ﾃﾞｰﾀ ﾊﾞｽ  

SII/SPIｼﾘｱﾙﾓｰﾄﾞ：ｼﾘｱﾙﾃﾞｰﾀ入力端子 
F 

SD6/SCLK *B x80/68kﾓｰﾄﾞ：ﾃﾞｰﾀ ﾊﾞｽ   
SII/SPIｼﾘｱﾙﾓｰﾄﾞ：ｼﾘｱﾙｸﾛｯｸ入力端子 

F 

SD5/SO *B x80/68kﾓｰﾄﾞ：ﾃﾞｰﾀ ﾊﾞｽ 
SII/SPIｼﾘｱﾙﾓｰﾄﾞ：ｼﾘｱﾙﾃﾞｰﾀ出力端子 

F 

SD4/SPI_DO *B x80/68kﾓｰﾄﾞ：ﾃﾞｰﾀ ﾊﾞｽ      SPIﾓｰﾄﾞ : SPI Data Order F 
SD0 to SD3 *B ﾃﾞｰﾀ ﾊﾞｽ F 

*OT : ﾄﾗｲｽﾃｰﾄ出力  *B : 双方向 
表表表表 3-2 端子端子端子端子説明説明説明説明 
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3.4 端子構成端子構成端子構成端子構成 
各端子の構成を図3-3に示します。 
 

A B 

C D 

E F 

 
図図図図 3-3 各端子の構成各端子の構成各端子の構成各端子の構成 
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4 電気的特性電気的特性電気的特性電気的特性 

4.1 絶対最大定格絶対最大定格絶対最大定格絶対最大定格 

項目項目項目項目 記号記号記号記号 条件条件条件条件 定格定格定格定格 単位単位単位単位 

保存温度 Tsta  -40～+125 °C 

動作温度 Topr  -40～+85 °C 

電源電圧 VDD Ta＝25°C -0.3～+4.0 V 

入力電圧 VIN Ta＝25°C VSS-0.3～5.5 V 

出力電圧 VOUT Ta＝25°C VSS～VDD V 
 

表表表表 4-1    絶対最大定格絶対最大定格絶対最大定格絶対最大定格 

4.2 推奨動作条件推奨動作条件推奨動作条件推奨動作条件 

項目項目項目項目 記号記号記号記号 条件条件条件条件 最小最小最小最小 標準標準標準標準 最大最大最大最大 単位単位単位単位 注注注注 

動作周波数範囲 FOPR Ta＝-40～+85°C - 0.256 8 MHz 1 

ｸﾛｯｸﾊﾟﾙｽ幅 Pw Ta＝-40～+85°C 60 - - nS  

動作電圧範囲 VDD Ta＝-40～+85°C 2.4 - 3.6 V  

入力電圧 VIN Ta＝-40～+85°C 0 - 5.0 V  
注1： 入力クロックはビットレートの4倍以上の周波数が必要です。 
 （整数倍からの許容公差＜±2%） 

 
表表表表 4-2    推奨動作条件推奨動作条件推奨動作条件推奨動作条件 
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4.3 DC特性特性特性特性 
特記無き場合：VDD＝3.0V、VSS＝0V、Ta＝25°C 

項目項目項目項目 記号記号記号記号 条件条件条件条件 最小最小最小最小 標準標準標準標準 最大最大最大最大 単位単位単位単位 
低ﾚﾍﾞﾙ入力電圧 

 
VIL  - - 0.2× 

VDD 
V 

高ﾚﾍﾞﾙ入力電圧 
 

VIH  0.8× 
VDD 

- - V 

低ﾚﾍﾞﾙ入力ﾘｰｸ電流 
 

ILL VIN＝VSS -1.0 - 1.0 µA 

高ﾚﾍﾞﾙ入力ﾘｰｸ電流 
 

ILH ﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝ抵抗を持たない 
すべての入力端子 

VIN＝5.0V 

-1.0 - 1.0 µA 

高ﾚﾍﾞﾙ入力電流 
 

IIH ﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝ抵抗を有する 
すべての入力端子 

VIN＝VDD 

18 70 220 µA 

低ﾚﾍﾞﾙ出力電流 
 

IOL VOL＝0.4V 5.0 - - mA 

高ﾚﾍﾞﾙ出力電流 
 

IOH VOH＝2.6V - - -3.5 mA 

ｼｭﾐｯﾄ入力端子 
ﾋｽﾃﾘｼｽ電圧幅 

VWD  - 0.46 - V 

 
表表表表 4-3    DC特性特性特性特性 

4.4 消費電流消費電流消費電流消費電流 
特記無き場合：VDD＝3.0V、VSS＝0V、Ta＝25°C 

項目項目項目項目 記号記号記号記号 条件条件条件条件 最小最小最小最小 標準標準標準標準 最大最大最大最大 単位単位単位単位 

通信時動作消費電流 IDD1 Ta＝-40～+85°C 

FOPR＝256KHz 

- 0.9 2.2 mA 

非通信時動作消費電流 IDD2 Ta＝-40～+85°C 

FOPR＝256KHz 

RESETX＝VSS 

- 160 320 µA 

ｽﾀﾝﾊﾞｲ時消費電流 

 

Is Ta＝-40～+85°C - 1.0 40.0 µA 

 
表表表表 4-4    消費電流消費電流消費電流消費電流 
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5 MPUインターフェイスインターフェイスインターフェイスインターフェイス 

5.1 概要概要概要概要 
S-7601Aは4つのMPUインターフェイス（2パラレルモードと2シリアルモード）をサポートしていま
す。パラレルインターフェイスモードには、x80ファミリーMPUまたは68kファミリーMPUとのイン
ターフェイスがあります。シリアルインターフェイスモードにはS-7600Aと同様のSIIシリアルとSPI
シリアルがあります。表5-1にインターフェイス選択表を示します。 

 
PSX C86 Interface 
0 0 SII Serial 
0 1 SPI Serial 
1 0 x80 Parallel 
1 1 68K Parallel 

表表表表 5-1    インターフェイス選択表インターフェイス選択表インターフェイス選択表インターフェイス選択表 

5.2 パラレルインターフェイスパラレルインターフェイスパラレルインターフェイスパラレルインターフェイス 
PSXを「H」にしてパラレルインターフェイスを選択します。パラレルインターフェイスモードでは、
S-7601Aはx80ファミリーMPUまたは68kファミリーMPUとインターフェイスが可能です。所望の
MPUモードは、C86ピンを「H」または「L」に設定して選択できます。 
 

RS 68k Family MPU 
R/WX 

x80 Family MPU Function 

  READX WRITEX  
1 1 0 1 ﾚｼﾞｽﾀのﾘｰﾄﾞ 
1 0 1 0 ﾚｼﾞｽﾀのﾗｲﾄ 
0 1 0 1 ｱﾄﾞﾚｽのﾘｰﾄﾞ 
0 0 1 0 ｱﾄﾞﾚｽのﾗｲﾄ 

 
表表表表 5-2    MPUと端子間のと端子間のと端子間のと端子間の接続関係接続関係接続関係接続関係 
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5.2.168kファミリーファミリーファミリーファミリーMPUモードモードモードモード 
68kファミリーMPUモードは、C86入力端子を「H」、PSX入力端子を「H」にして選択できます。WRITEX
信号がリード/ライト（R/WX）信号、READX信号がイネーブル（E）信号に相当します。アドレスと
データは同じ8ビットのデータバスを共有します。表5-2に示すように、RS信号によって、アドレスと
データのどちらのアクセスかを切り替えます。 
書き込みサイクルは、アドレスのライト、レジスタのライトでワンサイクルとします。 
読み出しサイクルは、アドレスのライト、アドレスのリード、レジスタのリードでワンサイクルとし
ます。 
S-7601Aがビジー状態の時は、BUSYX信号が「L」になります。ビジー状態の時は、MPUはリード/
ライトを行ってはいけません。リード/ライトを行う前に、BUSYX信号をサンプリングして下さい。
BUSYX信号が「H」ならば、リード/ライトを行えます。 
 

5.2.1.1 書き込みサイクルタイミング書き込みサイクルタイミング書き込みサイクルタイミング書き込みサイクルタイミング 
 

CS

WRITEX
(R/WX)

BUSYX

READX
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RS

SD7～0
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TDH6
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TEW

ﾃﾞｰﾀ
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図図図図 5-1    68kファファファファミリーミリーミリーミリーMPU書き込みタイミング書き込みタイミング書き込みタイミング書き込みタイミング 

 
記号記号記号記号 項目項目項目項目 最小最小最小最小 最大最大最大最大 注注注注 
TCYC6 ｼｽﾃﾑｻｲｸﾙ時間 100ns -  
TAH6 ｱﾄﾞﾚｽﾎｰﾙﾄﾞ時間 0ns -  

TAW6 ｱﾄﾞﾚｽｾｯﾄｱｯﾌﾟ時間 20ns -  

TDS6 ﾃﾞｰﾀｾｯﾄｱｯﾌﾟ時間 20ns -  

TDH6 ﾃﾞｰﾀﾎｰﾙﾄﾞ時間 0ns -  
TEW ｲﾈｰﾌﾞﾙﾊﾟﾙｽ幅 40ns -  
TBD6 BUSYX信号出力遅延時間 - 30ns CL＝80pF 
TBC6 BUSYX信号ﾊﾟﾙｽ幅 2CLK -  

記録： •  CLKはS-7601Aのｸﾛｯｸ信号です。 
 •  ﾀｲﾐﾝｸﾞは信号波形の50%で規定。 
 •  入力信号の立ち上り/立下り時間（20%、80%）は、15nsec以下。 

表表表表 5-3    68kファミリーファミリーファミリーファミリーMPU書き込みサイクルタイミング書き込みサイクルタイミング書き込みサイクルタイミング書き込みサイクルタイミング 
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5.2.1.2読み出しサ読み出しサ読み出しサ読み出しサイクルタイミングイクルタイミングイクルタイミングイクルタイミング 
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図図図図 5-2    68kファミリーファミリーファミリーファミリーMPU読み出しタイミング読み出しタイミング読み出しタイミング読み出しタイミング 

 
記号記号記号記号 項目項目項目項目 最小最小最小最小 最大最大最大最大 注注注注 
TCYC6 ｼｽﾃﾑｻｲｸﾙ時間 100ns -  
TAH6 ｱﾄﾞﾚｽﾎｰﾙﾄﾞ時間 0ns -  

TAW6 ｱﾄﾞﾚｽｾｯﾄｱｯﾌﾟ時間 20ns -  

TDS6 ﾃﾞｰﾀｾｯﾄｱｯﾌﾟ時間 20ns -  

TDH6 ﾃﾞｰﾀﾎｰﾙﾄﾞ時間 0ns -  
TACC6 ｱｸｾｽ時間 - 30ns CL＝80pF 

TOH6 出力ﾃﾞｨｽｴｰﾌﾞﾙ時間 20ns - CL＝80pF 
TEW ｲﾈｰﾌﾞﾙﾊﾟﾙｽ幅 40ns -  
TBD6 BUSYX信号出力遅延時間 - 30ns CL＝80pF 
TBC6 BUSYX信号ﾊﾟﾙｽ幅 2CLK -  

注： •  CLKはS-7601Aのｸﾛｯｸ信号です。 
 •  ﾀｲﾐﾝｸﾞは信号波形の50%の位置で指定されます。 
 •  入力信号の立上り/立下り時間（20%、80%）は、15nsec以下。 

 
表表表表 5-4    68kファミリーファミリーファミリーファミリーMPU読み出しサイクルタイミング読み出しサイクルタイミング読み出しサイクルタイミング読み出しサイクルタイミング 

 
 

TAW6はREADXの立下りエッジに対する、CS, RS, WRITEXのセットアップ時間です。 
TAH6はREADXの立下りエッジに対する、CS, RS, WRITEXのホールド時間です。 
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5.2.2x80フフフファミリーァミリーァミリーァミリーMPUモードモードモードモード 
x80ファミリーMPUモードは、C86端子を「L」、PSX端子を「H」にして選択します。アドレスとデ
ータは同じ8ビットのデータバスを共有します。表5-2に示すように、RS信号によって、アドレスとデ
ータのどちらのアクセスかを切り替えます。 
書き込みサイクルは、アドレスのライト、レジスタのライトでワンサイクルとします。 
読み出しサイクルは、アドレスのライト、アドレスのリード、レジスタのリードでワンサイクルとし
ます。 
S-7601Aがビジー状態の時は、BUSYX信号が「L」になります。ビジー状態の時は、MPUはリード/
ライトを行ってはいけません。リード/ライトを行う前に、BUSYX信号をサンプリングして下さい。
BUSYX信号が「H」ならば、リード/ライトを行えます。 
 
 

5.2.2.1書き込みサイクルタイミング書き込みサイクルタイミング書き込みサイクルタイミング書き込みサイクルタイミング 
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図図図図 5-3    x80ファミリーファミリーファミリーファミリーMPU書き込みサイクルタイミング書き込みサイクルタイミング書き込みサイクルタイミング書き込みサイクルタイミング 

 
記号記号記号記号 項目項目項目項目 最小最小最小最小 最大最大最大最大 注注注注 
TCYC8 ｼｽﾃﾑｻｲｸﾙ時間 100ns -  
TAH8 ｱﾄﾞﾚｽﾎｰﾙﾄﾞ時間 0ns -  

TAW8 ｱﾄﾞﾚｽｾｯﾄｱｯﾌﾟ時間 20ns -  

TDS8 ﾃﾞｰﾀｾｯﾄｱｯﾌﾟ時間 20ns -  

TDH8 ﾃﾞｰﾀﾎｰﾙﾄﾞ時間 0ns -  
TCC8 制御ﾊﾟﾙｽ幅 40ns -  
TBD8 BUSYX信号出力遅延時間 - 30ns CL＝80pF 
TBC8 BUSYX信号ﾊﾟﾙｽ幅 2CLK -  

注： •  CLKはS-7601Aのｸﾛｯｸ信号です。 
 •  ﾀｲﾐﾝｸﾞは信号波形の50%の位置で規定。 
 •  入力信号の立上り/立下り時間（20%、80%）は、15nsec以下。 

 
表表表表 5-5    x80ファミリーファミリーファミリーファミリーMPU書き込みサイクルタイミング書き込みサイクルタイミング書き込みサイクルタイミング書き込みサイクルタイミング 
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5.2.2.2読み出しサイクルタイミング読み出しサイクルタイミング読み出しサイクルタイミング読み出しサイクルタイミング 
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図図図図 5-4    x80ファミリーファミリーファミリーファミリーMPU読み出しサイクルタイミング読み出しサイクルタイミング読み出しサイクルタイミング読み出しサイクルタイミング 

 
記号記号記号記号 項目項目項目項目 最小最小最小最小 最大最大最大最大 注注注注 
TCYC8 ｼｽﾃﾑｻｲｸﾙ時間 100ns -  
TAH8 ｱﾄﾞﾚｽﾎｰﾙﾄﾞ時間 0ns -  

TAW8 ｱﾄﾞﾚｽｾｯﾄｱｯﾌﾟ時間 20ns -  

TDS8 ﾃﾞｰﾀｾｯﾄｱｯﾌﾟ時間 20ns -  

TDH8 ﾃﾞｰﾀﾎｰﾙﾄﾞ時間 0ns -  
TACC8 ｱｸｾｽ時間 - 30ns CL＝80pF 

TOH8 出力ﾃﾞｨｽｴｰﾌﾞﾙ時間 20ns - CL＝80pF 
TCC8 制御ﾊﾟﾙｽ幅 40ns -  
TBD8 BUSYX信号出力遅延時間 - 30ns CL＝80pF 
TBC8 BUSYX信号ﾊﾟﾙｽ幅 2CLK -  

注： •  CLKはS-7601Aのｸﾛｯｸ信号です。 
 •  ﾀｲﾐﾝｸﾞは信号波形の50%の位置で規定。 
 •  入力信号の立上り/立下り時間（20%、80%）は、15nsec以下。 

 
表表表表 5-6    x80ファミリーファミリーファミリーファミリーMPU読み出しサイクルタイミング読み出しサイクルタイミング読み出しサイクルタイミング読み出しサイクルタイミング 

 
 

TAW8はライト時のWRITEXの立上りエッジに対する、CS, RS, READXのセットアップ時間です。 
TAH8はライト時のWRITEXの立上りエッジに対する、CS, RS, READXのホールド時間です。 
TAW8はリード時のREADXの立上りエッジに対する、CS, RS, WRITEXのセットアップ時間です。 
TAH8はリード時のREADXの立上りエッジに対する、CS, RS, WRITEXのホールド時間です。 
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5.3 シリアルインターフェイスシリアルインターフェイスシリアルインターフェイスシリアルインターフェイス 
シリアルインターフェイスモードは、PSX端子を「L」にして選択します。シリアルインターフェイ
スモードでは、S-7600Aと同様のSIIシリアルとSPIシリアルの選択が可能です。C86端子を「L」に設
定するとSIIシリアル、「H」に設定するとSPIシリアルが選択できます。 

5.3.1 SIIシリアルインターフェイスシリアルインターフェイスシリアルインターフェイスシリアルインターフェイス 
このモードにおいては、データバスのビット6はシリアルクロックとして、ビット7はデータ入力、ビ
ット5はデータ出力として使用されます。0から4までのビットは、ハイインピーダンスです。WRITEX
信号によって、リード/ライトを切り替えます。RS信号によって、アドレスとデータのどちらのアク
セスかを切り替えます。書き込みサイクルは、アドレスのライト、レジスタのライトでワンサイクル
とします。読み出しサイクルは、アドレスのライト、アドレスのリード、レジスタのリードでワンサ
イクルとします。S-7601Aがビジー状態の時は、BUSYX信号が「L」になります。ビジー状態の時は、
MPUはリード/ライトを行ってはいけません。リード/ライトを行う前に、BUSYX信号をサンプリング
して下さい。BUSYX信号が「H」ならば、リード/ライトを行えます。 

5.3.1.1書き込みサイクルタイミング書き込みサイクルタイミング書き込みサイクルタイミング書き込みサイクルタイミング 
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図図図図 5-5    シリアルインターフェイス書き込みタイミングシリアルインターフェイス書き込みタイミングシリアルインターフェイス書き込みタイミングシリアルインターフェイス書き込みタイミング 

 
記号記号記号記号 項目項目項目項目 最小最小最小最小 最大最大最大最大 注注注注 
TCYCS ｼｽﾃﾑｻｲｸﾙ時間 100ns -  
TCLLS ｸﾛｯｸ“L”時間 40ns -  
TCLHS ｸﾛｯｸ“H”時間 40ns -  
TASS ｱﾄﾞﾚｽｾｯﾄｱｯﾌﾟ時間 20ns -  

TAHS ｱﾄﾞﾚｽﾎｰﾙﾄﾞ時間 20ns -  

TDSS ﾃﾞｰﾀｾｯﾄｱｯﾌﾟ時間 20ns -  

TDHS ﾃﾞｰﾀﾎｰﾙﾄﾞ時間 20ns -  
TBDS BUSYX信号出力遅延時間 - 30ns CL＝80pF 
TBCS BUSYX信号ﾊﾟﾙｽ幅 2CLK -  

注： •  CLKはS-7601Aのｸﾛｯｸ信号です。 
 •  ﾀｲﾐﾝｸﾞは信号波形の50%の位置で規定。 
 •  入力信号の立上り/立下り時間（20%、80%）は、15nsec以下。 

 
表表表表 5-7    シリアルインターフェイス書き込みサイクルタイミングシリアルインターフェイス書き込みサイクルタイミングシリアルインターフェイス書き込みサイクルタイミングシリアルインターフェイス書き込みサイクルタイミング 
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5.3.1.2読み出しサイクルタイミング読み出しサイクルタイミング読み出しサイクルタイミング読み出しサイクルタイミング 
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図図図図 5-6    シリアルインターフェイス読み出しタイミシリアルインターフェイス読み出しタイミシリアルインターフェイス読み出しタイミシリアルインターフェイス読み出しタイミングングングング 

 
記号記号記号記号 項目項目項目項目 最小最小最小最小 最大最大最大最大 注注注注 
TCYCS ｼｽﾃﾑｻｲｸﾙ時間 100ns -  
TCLLS ｸﾛｯｸ“L”時間 40ns -  
TCLHS ｸﾛｯｸ“H”時間 40ns -  
TASS ｱﾄﾞﾚｽｾｯﾄｱｯﾌﾟ時間 20ns -  

TAHS ｱﾄﾞﾚｽﾎｰﾙﾄﾞ時間 20ns -  

TDSS ﾃﾞｰﾀｾｯﾄｱｯﾌﾟ時間 20ns -  

TDHS ﾃﾞｰﾀﾎｰﾙﾄﾞ時間 20ns -  
TDDS ﾃﾞｰﾀ出力信号遅延時間 - 30ns CL＝80pF 

TOHS 信号出力ﾃﾞｨｽｴｰﾌﾞﾙ時間 - 20ns CL＝80pF 
TBDS BUSYX信号出力遅延時間 - 30ns CL＝80pF 
TBCS BUSYX信号ﾊﾟﾙｽ幅 2CLK -  

注： •  CLKはS-7601Aのｸﾛｯｸ信号です。 
 •  ﾀｲﾐﾝｸﾞは信号波形の50%の位置で規定。 
 •  入力信号の立上り/立下り時間（20%、80%）は、15nsec以下。 

 
表表表表 5-8    シリアルインターフェイス読み出しサイクルタイミングシリアルインターフェイス読み出しサイクルタイミングシリアルインターフェイス読み出しサイクルタイミングシリアルインターフェイス読み出しサイクルタイミング 

 
 

TASSはSD6の立下りエッジに対する、CS, RS, WRITEXのセットアップ時間です。 
TAHSはSD6の立上りエッジに対する、CS, RS, WRITEXのホールド時間です。 
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5.3.2SPIシリアルインターフェイスシリアルインターフェイスシリアルインターフェイスシリアルインターフェイス 

5.3.2.1概要概要概要概要 
SPI(Serial Peripheral Interface)は、多くの8ビットMPUや8ビット市場向け周辺機器で一般的に使用さ
れている高速3線シリアルバスです。このシリアルインターフェイスは、PSX端子を「L」に、またC86
端子を「H」にして選択します。 
 
このモードでは、SD[6]はシリアルクロック(SCK)、SD[7]はシリアル入力データ(MOSI)、SD[5]はシリ
アル出力データ(MISO)、CSはスレーブ選択(SSJ)として使用されます。SPIデバイスはマスタかスレ
ーブです。S-7601Aは常にSPIスレーブデバイスとして機能します。マスタデバイスが常にクロックを
提供します。クロックは、DCから4MHzとすることができます。S-7601Aのクロック周波数はSCK周
波数の2倍以上とする必要があります。 
 
MOSIはMaster Out/Slave Inを、またMISOはMaster In/Slave Outを意味します。 

 

5.3.2.2SPIクロックフォーマットクロックフォーマットクロックフォーマットクロックフォーマット 
クロックフォーマットとビットフォーマットが選択可能です。以下に、クロック極性と位相が異なる
場合のバイト波形を示します。クロック極性(cpol)はRS信号で制御され、クロック位相(cpha)は
READX信号で制御されます。またデータの順番はSD[4]入力信号("0"でMSBが先)で制御されます。
S-7601Aは、これら4つのクロックフォーマットをすべてサポートしています。 
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図図図図 5-7 SPI タイミングタイミングタイミングタイミング (cpha = 0, data order = 0) 

 
記号記号記号記号 項目項目項目項目 最小最小最小最小 最大最大最大最大 注注注注 
TCYCSP ｼｽﾃﾑｻｲｸﾙ時間 250ns -  
TCLLSP ｸﾛｯｸ“L”時間 40ns -  
TCLHSP ｸﾛｯｸ“H”時間 40ns -  
TDSSP ﾃﾞｰﾀｾｯﾄｱｯﾌﾟ時間 20ns -  

TDHSP ﾃﾞｰﾀﾎｰﾙﾄﾞ時間 20ns -  
TDDSP ﾃﾞｰﾀ出力信号遅延時間 - 30ns CL=80pF 
TSSSSP SSJｾｯﾄｱｯﾌﾟ時間 2CLK -  
TSSHSP SSJﾎｰﾙﾄﾞ時間 3CLK -  
TSSWSP SSJﾃﾞｨｾｰﾌﾞﾙ時間 2CLK -  

注： •  CLK（S-7601Aのｸﾛｯｸ信号）の周波数はSCKの周波数の２倍以上です。 
 •  ﾀｲﾐﾝｸﾞは信号波形の50%の位置で規定。 
 •  入力信号の立上り/立下り時間（20%、80%）は、15nsec以下。 

 
表表表表 5-9    SPIシリアルインターフェイス書き込み／読み出しサイクルタイミングシリアルインターフェイス書き込み／読み出しサイクルタイミングシリアルインターフェイス書き込み／読み出しサイクルタイミングシリアルインターフェイス書き込み／読み出しサイクルタイミング 
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TDHSPTDSSP

TSSWSTSSHSP

TCLLSP

TCLHSP

TCLLSP

TCLHSPTCYCSP

 
図図図図 5-8 SPI タイミングタイミングタイミングタイミング (cpha = 1, data order = 1) 

 
記号記号記号記号 項目項目項目項目 最小最小最小最小 最大最大最大最大 注注注注 
TCYCS ｼｽﾃﾑｻｲｸﾙ時間 250ns -  
TCLLS ｸﾛｯｸ“L”時間 40ns -  
TCLHS ｸﾛｯｸ“H”時間 40ns -  
TDSS ﾃﾞｰﾀｾｯﾄｱｯﾌﾟ時間 20ns -  

TDHS ﾃﾞｰﾀﾎｰﾙﾄﾞ時間 20ns -  
TDDSP ﾃﾞｰﾀ出力信号遅延時間 - 30ns CL=80pF 
TSSSSP SSJｾｯﾄｱｯﾌﾟ時間 2CLK -  
TSSHSP SSJﾎｰﾙﾄﾞ時間 3CLK -  
TSSWSP SSJﾃﾞｨｾｰﾌﾞﾙ時間 2CLK -  

注： •  CLK（S-7601Aのｸﾛｯｸ信号）の周波数はSCKの周波数の２倍以上です。 
 •  ﾀｲﾐﾝｸﾞは信号波形の50%の位置で規定。 
 •  入力信号の立上り/立下り時間（20%、80%）は、15nsec以下。 

 
表表表表 5-10 SPIシリシリシリシリアルインターフェイス書き込み／読み出しサイクルタイミングアルインターフェイス書き込み／読み出しサイクルタイミングアルインターフェイス書き込み／読み出しサイクルタイミングアルインターフェイス書き込み／読み出しサイクルタイミング 
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5.3.2.3転送フォーマット転送フォーマット転送フォーマット転送フォーマット 
SPIインターフェイスによって通信を行う場合、アドレス、データ、コマンドはMOSIを共有します。
読み出しサイクルの場合、マスタはまず8ビットアドレスを転送し、続いて読み出しコマンド(0x03)
を、そして2つのヌルバイト(0x00)を転送します。S-7601Aは3番目のサイクルでデータを取り込み、4
番目のサイクルでデータを返します。図5-9にこのフォーマットを示します。 

 

図図図図 5-9 SPI読み出しサイクル読み出しサイクル読み出しサイクル読み出しサイクル 

 
同じレジスタから複数のバイトを読み出す場合、マスタデバイスはすべてのデータが読み出されるま
で読み出しコマンド(0x03)を発行しつづけます。この読み出しサイクルは、読み出されるデータバイ
ト数にかかわらず2つのヌルバイト(0x00)で終了します。図5-10にこのフォーマットを示します。 
 

図図図図 5-10 SPIマルチバイトメモリ読み出しサイクルマルチバイトメモリ読み出しサイクルマルチバイトメモリ読み出しサイクルマルチバイトメモリ読み出しサイクル

 
SSJ (マスタから) 

SCK (マスタから) 8クロック 8クロック 8クロック 8クロック 

MOSI (マスタから) アドレス 0x03 0x00 0x00 

MISO (マスタへ) 未定義 未定義 未定義 有効データ 

 
SSJ (マスタか
ら)

SCK (マスタから) 

MOSI (マスタから) 

MISO (スレーブから)  

8クロック 

アドレス 0x03 0x03 0x03 

未定義 有効データ 0 

0x00 0x00 

有効データ 1 有効データ2 

8クロック 8クロック 8クロック 8クロック 8クロック 

未定義 未定義 
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書き込みサイクルの場合、マスタSPIデバイスはまず8ビットアドレスを転送し、続いて書き込みコマ
ンド(0x02)を、そしてデータを転送します。書き込みサイクルでは、 S-7601Aからの有効データはあ
りません。図5-11にこのフォーマットを示します。 
 

図図図図 5-11 SPIシングルバイト書き込みサイクシングルバイト書き込みサイクシングルバイト書き込みサイクシングルバイト書き込みサイクルルルル 

 
同じレジスタへ複数のバイトを書き込む場合は、マスタデバイスはアドレス、書き込みコマンド(0x02)
の後に連続してデータの転送を行います。図5-12にこのフォーマットを示します。 
 

 
図図図図 5-12 SPIマルチバイトメモリレジスタ書き込みサイクルマルチバイトメモリレジスタ書き込みサイクルマルチバイトメモリレジスタ書き込みサイクルマルチバイトメモリレジスタ書き込みサイクル 

 

SSJ (マスタから)

SCK (マスタから)

MOSI (マスタから)

MISO (スレーブから)

8クロック

アドレス 0x02 データ

未定義

8クロック8クロック

未定義未定義

SSJ (マスタから)

SCK (マスタから)

MOSI (マスタから)

MISO (スレーブから)

8クロック

アドレス 0x02 データ 0 データ 1

未定義

データ 2

8クロック8クロック 8クロック8クロック8クロック

未定義未定義未定義未定義未定義

データ 3
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5.4 割り込み割り込み割り込み割り込み 
割り込みフラグがS-7601Aの割り込みレジスタにセットされている間、割り込み信号はアクティブレ
ベルを出力します。もしフラグがクリアされれば、割り込み信号はインアクティブレベルに戻ります。 
INT1とINT2Xは、INTCTLの設定によりオープンドレインまたはCMOS出力になります。もしINTCTL
が「H」であるならば、INT1とINT2Xの出力はCMOSで、「L」ならばオープンドレイン出力です。表
5-11に割り込み選択表を示します。 
 

割り込みﾌﾗｸﾞ割り込みﾌﾗｸﾞ割り込みﾌﾗｸﾞ割り込みﾌﾗｸﾞ INTCTL INT1 INT2X 
ｾｯﾄ H H L 
ｾｯﾄ L H L 
ﾘｾｯﾄ H L H 
ﾘｾｯﾄ L Hi-Z Hi-Z 

表表表表5-11    割り込み選択表割り込み選択表割り込み選択表割り込み選択表 
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6 メモリ仕様メモリ仕様メモリ仕様メモリ仕様 

6.1 概要概要概要概要 
S-7601AにはTCP/UDP/IP、PPPと2つの汎用ソケットが実装されています。これを実現するために12K
バイトメモリがS-7601Aに内蔵されています。 

6.2 メモリインターフェイス構成メモリインターフェイス構成メモリインターフェイス構成メモリインターフェイス構成 
ネットワークスタックは、そのすべてのメモリアクセス要求をメモリアービタに入れます。メモリア
クセス要求は、アービタ、SRAMインターフェイスを通して、SRAMが必要な制御信号に変換されま
す。この構成を図6-1に示します。 
 

TCP/UDP

IP

PPP

ﾈｯﾄﾜｰｸｽﾀｯｸ

ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄ

ﾒﾓﾘ
ｱｰﾋﾞﾀ

SRAM
ｲﾝﾀﾌｪｰｽ

SRAM

 
 

図図図図 6-1    メモリインターフェイスの構成メモリインターフェイスの構成メモリインターフェイスの構成メモリインターフェイスの構成 
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6.3 メモリマップメモリマップメモリマップメモリマップ 
S-7601Aに必要なメモリマップは、コンパクトなSRAM容量で構成されています。S-7601Aは8Kバイ
トと4Kバイトのメモリバンクを持っています。このマッピングを表6-1と表6-2に示します。 
受信バッファに格納できる実際のバイト数は、2047バイトです。 
送信バッファに格納できる実際のバイト数は、1023バイトです。 
 

表表表表 6-1    S-7601Aメモリマップ（バンクメモリマップ（バンクメモリマップ（バンクメモリマップ（バンク0, 8Kバイト）バイト）バイト）バイト） 

ｱﾄﾞﾚｽｱﾄﾞﾚｽｱﾄﾞﾚｽｱﾄﾞﾚｽ ｻｲｽﾞｻｲｽﾞｻｲｽﾞｻｲｽﾞ 内容内容内容内容 
0x0000 - 0x07FF 2K ｿｹｯﾄ0受信ﾊﾞｯﾌｧ 
0x0800 - 0x0FFF 2K ｿｹｯﾄ1受信ﾊﾞｯﾌｧ 
0x1000 - 0x13FF 1K ｿｹｯﾄ0送信ﾊﾞｯﾌｧ 
0x1400 - 0x17FF 1K ｿｹｯﾄ1送信ﾊﾞｯﾌｧ 
0x1800 - 0x1FFF 2K IPﾊﾞｯﾌｧ 

 
表表表表 6-2    S-7601Aメモリマップ（バンクメモリマップ（バンクメモリマップ（バンクメモリマップ（バンク1, 4Kバイト）バイト）バイト）バイト） 

ｱﾄﾞﾚｽｱﾄﾞﾚｽｱﾄﾞﾚｽｱﾄﾞﾚｽ ｻｲｽﾞｻｲｽﾞｻｲｽﾞｻｲｽﾞ 内容内容内容内容 
0x000 - 0x7FF 2K PPPﾊﾞｯﾌｧ 
0x800 - 0xBFF 1K PAP/CHAPﾊﾞｯﾌｧ 

0xC00 - 0xFFF 1K TCPﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ 
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7 S-7601Aレジスタ定義レジスタ定義レジスタ定義レジスタ定義 

7.1 概要概要概要概要 
この項では、S-7601AのiAPIレジスタについて説明します。レジスタアドレスマッピングは、S-7600A
コンパチブルレジスタと拡張レジスタの2つのモードで提供されます。モードの選択は、汎用コント
ロールレジスタのNew_Reg_Modeビットを介して行われます。iAPIレジスタは、両方のレジスタセッ
トで同じマッピング(アドレス0x01)をもちます。デフォルトでは、S-7601Aはリセット後S-7600Aコン
パチブルマッピング(New_Reg_Mode=0)になります。どちらのマッピングでも、iAPIレジスタはダイ
レクトレジスタとインデックスレジスタの2種類に分類されます。ダイレクトレジスタはいつでもア
クセスすることができます。一方インデックスレジスタでは、アクセスの前にマスタインデックスレ
ジスタ(両方のレジスタマッピングで0x20)が正しいインデックスに設定されていなければなりません。 
 

7.2 S-7600Aコンパチブルコンパチブルコンパチブルコンパチブル iAPI Register Map 
表7-1と表7-2に、S-7601Aの全iAPIレジスタマップを示します。表に規定されていないすべてのレジス
タは、使用が予約されていますのでアクセスしないでください。 
 

注： 1） 予約されているﾋﾞｯﾄをﾀﾞｯｼｭ（-）で示しています。予約されているすべてのﾋﾞｯﾄは“0”
が書き込まれなければなりません。 

 2） ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾚｼﾞｽﾀはｱｽﾀﾘｽｸ（*）で示しています。
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表表表表 7-1    S-7600Aコンパチブルコンパチブルコンパチブルコンパチブル iAPIレジスタマップレジスタマップレジスタマップレジスタマップ 

ｱﾄﾞﾚｽｱﾄﾞﾚｽｱﾄﾞﾚｽｱﾄﾞﾚｽ ﾚｼﾞｽﾀ名ﾚｼﾞｽﾀ名ﾚｼﾞｽﾀ名ﾚｼﾞｽﾀ名 ﾋﾞｯﾄの規定ﾋﾞｯﾄの規定ﾋﾞｯﾄの規定ﾋﾞｯﾄの規定 
0x00 ﾚﾋﾞｼﾞｮﾝﾚｼﾞｽﾀ 

Revision 
上位ﾚﾋﾞｼﾞｮﾝ番号 下位ﾚﾋﾞｼﾞｮﾝ番号 

0x01 汎用ｺﾝﾄﾛｰﾙﾚｼﾞｽﾀ 
General_Control - - - - - NewReg - SW_RST 

0x02 汎用ｿｹｯﾄ ﾚｼﾞｽﾀ 
General_Socket_Location - - - - - - S1 S0 

0x04 ﾏｽﾀ割り込みﾚｼﾞｽﾀ 
Master_Interrupt - - - - - PT_ 

INT 
LINK_ 
INT 

SOCK_ 
INT 

0x08 ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄｺﾝﾌｨｸﾞﾚｼﾞｽﾀ 
Serial_Port_Config 

S_ 
DAV DCD DSR/ 

HWFC CTS RI DTR RTS SCTL 

0x09 ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄ割り込みﾚｼﾞｽﾀ 
Serial_Port_Int 

PT_ 
INT - - - - - - - 

0x0A ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄ割り込みﾚｼﾞｽﾀﾏｽｸ 
Serial_Port_Int_Mask PINT_ 

EN 
DSINT_ 
EN 

DVINT
_ 
EN 

- - - - - 

0x0B ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄﾃﾞｰﾀﾚｼﾞｽﾀ 
Serial_Port_Data 

ｼﾘｱﾙﾃﾞｰﾀﾚｼﾞｽﾀ 

0x0C - 0x0D ﾎﾞｰﾚｰﾄﾃﾞｨﾊﾞｲﾀﾞﾚｼﾞｽﾀ 
BAUD_Rate_Div 

ﾎﾞｰﾚｰﾄﾃﾞｨﾊﾞｲﾀﾞﾚｼﾞｽﾀ 

0x10 - 0x13 自己IPｱﾄﾞﾚｽﾚｼﾞｽﾀ 
Our_IP_Address 

自己IPｱﾄﾞﾚｽ 

0x1C ｸﾛｯｸ分周下位ﾚｼﾞｽﾀ 
Clock_Div_Low 

1KHZｸﾛｯｸ分周の下位ﾊﾞｲﾄ 

0x1D ｸﾛｯｸ分周上位ﾚｼﾞｽﾀ 
Clock_Div_High 

1KHZｸﾛｯｸ分周の上位ﾊﾞｲﾄ 

0x20 ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾚｼﾞｽﾀ 
Index 

ｿｹｯﾄｲﾝﾃﾞｯｸｽ 

0x21 TOS*ﾚｼﾞｽﾀ 
TOS* 

ｻｰﾋﾞｽﾀｲﾌﾟﾌｨｰﾙﾄﾞ 

0x22 ｿｹｯﾄ ﾚｼﾞｽﾀ 
ｺﾝﾌｨｸﾞｽﾃｰﾀｽ下位ﾚｼﾞｽﾀ* 
Socket_Config_Status_Low* 

TO Buff_ 
Empty 

Buff_ 
Full 

Data_ 
Avail/ 
RST 

- Protocol_Type 

0x23 ｿｹｯﾄｽﾃｰﾀｽ中間ﾚｼﾞｽﾀ* 
Socket_Status_Mid* URG RST Term ConU TCP状態 

0x24 ｿｹｯﾄｱｸﾃｨﾌﾞ化ﾚｼﾞｽﾀ 
Socekt_Activate - - - - - - S1 S0 

0x26 ｿｹｯﾄ割り込みﾚｼﾞｽﾀ 
Socket_Interrupt - - - - - - I1 I0 

0x28 ｿｹｯﾄﾃﾞｰﾀ有効ﾚｼﾞｽﾀ 
Socket_Data_Avail - - - - - - DAV1 DAV0 
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表表表表 7-2    S-7600Aコンパチブルコンパチブルコンパチブルコンパチブル iAPIレジスタマップ（続）レジスタマップ（続）レジスタマップ（続）レジスタマップ（続） 

ｱﾄﾞﾚｽｱﾄﾞﾚｽｱﾄﾞﾚｽｱﾄﾞﾚｽ ﾚｼﾞｽﾀ名ﾚｼﾞｽﾀ名ﾚｼﾞｽﾀ名ﾚｼﾞｽﾀ名 ﾋﾞｯﾄの定義ﾋﾞｯﾄの定義ﾋﾞｯﾄの定義ﾋﾞｯﾄの定義 
0x2A ｿｹｯﾄ割り込みﾏｽｸ下位ﾚｼﾞｽﾀ* 

Socket_Interrupt_   
Mask_Low* 

TO_En 
Buff_ 
Emp_ 
En 

Buff_ 
Full 

Data_ 
Avail_ 
En 

- - - - 

0x2B ｿｹｯﾄ割り込みﾏｽｸ上位ﾚｼﾞｽﾀ* 
Socket_Interrupt_ 
Mask_High* 

URG_En RST_ 
En 

Term
_En 

ConU_ 
En - - - - 

0x2C ｿｹｯﾄ割り込み下位ﾚｼﾞｽﾀ* 
Socket_Interrupt_Low* TO Buff_ 

Empty 
Buff_ 
Full 

Data_ 
Avail - - - - 

0x2D ｿｹｯﾄ割り込み上位ﾚｼﾞｽﾀ* 
Socket_Interrupt_High* URG RST Term ConU - - - - 

0x2E ｿｹｯﾄﾃﾞｰﾀ ﾚｼﾞｽﾀ* 
Socket_Data* 

ｿｹｯﾄ8ﾋﾞｯﾄﾃﾞｰﾀ 

0x30 TCPﾃﾞｰﾀ送信（WO）ﾚｼﾞｽﾀ* 
TCP_Data_Send (WO)* 

任意の書き込みでﾃﾞｰﾀを送信します。 

0x30 - 0x31 ﾊﾞｯﾌｧ出力（RO）ﾚｼﾞｽﾀ* 
Buffer_Out (RO)* 

ﾊﾞｯﾌｧ出力長 

0x32 - 0x33 ﾊﾞｯﾌｧ入力（RO）ﾚｼﾞｽﾀ* 
Buffer_In (RO)* 

ﾊﾞｯﾌｧ入力長 

0x34 - 0x35 緊急ﾃﾞｰﾀﾎﾟｲﾝﾀﾚｼﾞｽﾀ* 
Urgent_Data_Pointer* 

緊急ﾃﾞｰﾀｵﾌｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾀ 

0x36 - 0x37 相手先ﾎﾟｰﾄﾚｼﾞｽﾀ* 
Their_Port* 

相手先のﾎﾟｰﾄｱﾄﾞﾚｽ 

0x38 - 0x39 自己ﾎﾟｰﾄﾚｼﾞｽﾀ* 
Our_Port* 

自己ﾎﾟｰﾄｱﾄﾞﾚｽ 

0x3A ｿｹｯﾄｽﾃｰﾀｽ上位ﾚｼﾞｽﾀ* 
Socket_Status_High* - - - - - - - Snd_bs

y 
0x3C - 0x3F 相手先IPｱﾄﾞﾚｽﾚｼﾞｽﾀ* 

Their_IP_Address* 
相手先IPｱﾄﾞﾚｽ 

0x60 PPPｺﾝﾄﾛｰﾙｽﾃｰﾀｽﾚｼﾞｽﾀ 
PPP_Control_Status PPP_Int Con_ 

Val 
Use_ 
PAP 

To_ 
Dis 

PPP_ 
Int_En Kick PPP_ 

En 
PPP_ 
Up/ 
SRset 

0x61 PPP割り込みｺｰﾄﾞﾚｼﾞｽﾀ 
PPP_Interrupt_Code 

割り込みｺｰﾄﾞ 

0x62 PPP最大ﾘﾄﾗｲﾚｼﾞｽﾀ 
PPP_Max_Retry 

- PPP最大ﾘﾄﾗｲ 

0x64 PPPｽﾄﾘﾝｸﾞﾚｼﾞｽﾀ 
PPP_String 

PAPﾕｰｻﾞ名とﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ 

注： 1） 予約されているﾋﾞｯﾄをﾀﾞｯｼｭ（-）で示しています。予約されているすべてのﾋﾞｯﾄ
には“0”が書き込まれなければなりません。 

 2） ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾚｼﾞｽﾀはｱｽﾀﾘｽｸ（*）で示しています。 
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7.3 S-7600Aコンパチブルコンパチブルコンパチブルコンパチブル レジスタの説明レジスタの説明レジスタの説明レジスタの説明 

7.3.1.1レビジョンレジスタ（レビジョンレジスタ（レビジョンレジスタ（レビジョンレジスタ（0x00）））） 
（読み出し専用。デフォルト0x22） 

このダイレクト読み出し専用レジスタは設計の改訂版番号を示します。表7-3と表7-4にある設計の改
訂フォーマットを参照してください。 

表表表表 7-3    レビジョンレジスタビットの定義レビジョンレジスタビットの定義レビジョンレジスタビットの定義レビジョンレジスタビットの定義 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 上位ﾚﾋﾞｼﾞｮﾝ番号 下位ﾚﾋﾞｼﾞｮﾝ番号 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0x2 0x2 

 
表表表表 7-4    レビジョンレジスタの説明レビジョンレジスタの説明レビジョンレジスタの説明レビジョンレジスタの説明 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称 ｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽ 説明説明説明説明 
7:4 上位ﾚﾋﾞｼﾞｮﾝ番号 R この4ﾋﾞｯﾄでﾈｯﾄﾜｰｸｽﾀｯｸ ｺｱの上位ﾚﾋﾞｼﾞｮﾝ番号を示します。 
3:0 下位ﾚﾋﾞｼﾞｮﾝ番号 R この4ﾋﾞｯﾄでﾈｯﾄﾜｰｸｽﾀｯｸ ｺｱの下位ﾚﾋﾞｼﾞｮﾝ番号を示します。 

注：S-7600Aと値が異なります。 
 

7.3.1.2汎用コントロールレジスタ（汎用コントロールレジスタ（汎用コントロールレジスタ（汎用コントロールレジスタ（0x01）））） 
（読み出し/書き込み。デフォルト0x00） 

このダイレクトレジスタはマスタソフトウェアリセットを含んでいます。表7-5と表7-6のレジスタフ
ォーマットを参照してください。 

 

表表表表 7-5    汎用コ汎用コ汎用コ汎用コントロールレジスタビットの定義ントロールレジスタビットの定義ントロールレジスタビットの定義ントロールレジスタビットの定義 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 - - - - - NewReg - SW_RST 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0 0 0 0 0 0 0 0 

注： 予約済みのﾋﾞｯﾄをﾀﾞｯｼｭ（-）で示しています。予約済みのすべてのﾋﾞｯﾄには“0”が書
き込まれなければなりません。 
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表表表表 7-6    汎用コントロールレジスタの説明汎用コントロールレジスタの説明汎用コントロールレジスタの説明汎用コントロールレジスタの説明 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称 ｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽ 説明説明説明説明 
2 NewReg R/W 拡張ﾚｼﾞｽﾀﾓｰﾄﾞ 

このﾋﾞｯﾄは､拡張ﾚｼﾞｽﾀﾏｯﾋﾟﾝｸﾞをｲﾈｰﾌﾞﾙにします｡このﾋﾞｯﾄ
は､拡張ﾚｼﾞｽﾀにｱｸｾｽする前に設定されなければなりません｡
ﾃﾞﾌｫﾙﾄでは､このﾋﾞｯﾄはﾘｾｯﾄ後"0"になります｡ 
"0"でS-7600AｺﾝﾊﾟﾁﾌﾞﾙiAPIﾚｼﾞｽﾀﾏｯﾌﾟ(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ) 
"1"で拡張iAPIﾚｼﾞｽﾀﾏｯﾌﾟ 

0 SW_RST W ｿﾌﾄｳｪｱﾘｾｯﾄ 
“H”ﾚﾍﾞﾙにすることによりﾈｯﾄﾜｰｸｽﾀｯｸｺｱを初期状態に戻し
ます。自動的にｸﾘｱされるので、通常動作のために“0”を書
き込む必要はありません。 
“0”で通常動作 
“1”でｿﾌﾄﾘｾｯﾄ 
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7.3.1.3汎用ソケット配置レジスタ（汎用ソケット配置レジスタ（汎用ソケット配置レジスタ（汎用ソケット配置レジスタ（0x02）））） 
（読み出し専用） 

このレジスタは、汎用ソケットの配置をソフトウェア層にレポートするために使用されます。S-7601A
は2つの汎用ソケットを持っているため、ビット［1:0］だけが設定されます。 
 

表表表表 7-7    汎用ソケット配置レジスタビットの定義汎用ソケット配置レジスタビットの定義汎用ソケット配置レジスタビットの定義汎用ソケット配置レジスタビットの定義 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 - - - - - - S1 S0 

値値値値 0 0 0 0 0 0 1 1 

 
表表表表 7-8    汎用ソケット配置レジスタの説明汎用ソケット配置レジスタの説明汎用ソケット配置レジスタの説明汎用ソケット配置レジスタの説明 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称 ｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽ 説明説明説明説明 
1 S1 R 汎用ｿｹｯﾄ1有効 
0 S0 R 汎用ｿｹｯﾄ0有効 

 

7.3.1.4マスタ割り込み（マスタ割り込み（マスタ割り込み（マスタ割り込み（0x04）））） 
（読み出し専用。デフォルト0x00） 

このダイレクトレジスタはS-7601Aの割り込み要因を示します。 
 

表表表表 7-9    マスタ割り込みレジスタビットの定義マスタ割り込みレジスタビットの定義マスタ割り込みレジスタビットの定義マスタ割り込みレジスタビットの定義 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 - - - - - PT_INT LINK_INT SOCK_INT 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0 0 0 0 0 0 0 0 

注： 予約済みのﾋﾞｯﾄをﾀﾞｯｼｭ（-）で示しています。予約済みのすべてのﾋﾞｯﾄには“0”が書
き込まれなければなりません。 
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表表表表 7-10    マスタ割り込みレジスタの説明マスタ割り込みレジスタの説明マスタ割り込みレジスタの説明マスタ割り込みレジスタの説明 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称 ｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽ 説明説明説明説明 
2 PT_INT R ﾌｨｼﾞｶﾙﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾄ層割り込み 

ﾌｨｼﾞｶﾙﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾄ層に割り込みが発生した時このﾋﾞｯﾄが立ちま
す。どこに割り込みが発生したかは‘ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄ割り込みﾚｼﾞｽﾀ’
をﾁｪｯｸしてください。 

1 LINK_INT R ﾘﾝｸ層割り込み 
ﾘﾝｸ層に割り込みが発生した時このﾋﾞｯﾄが立ちます。どこに割
り込みが発生したかは‘PPP割り込みｺｰﾄﾞﾚｼﾞｽﾀ’をﾁｪｯｸして
ください。 

0 SOCK_INT R ｿｹｯﾄ割り込み 
通信に使用するｿｹｯﾄからの割り込みです。どのｿｹｯﾄで割り込み
が発生したかは‘ｿｹｯﾄ割り込みﾚｼﾞｽﾀ’をﾁｪｯｸしてください。 

 

7.3.1.5シリアルポートコンフィグシリアルポートコンフィグシリアルポートコンフィグシリアルポートコンフィグ/ステータスレジスタ（ステータスレジスタ（ステータスレジスタ（ステータスレジスタ（0x08）））） 
（読み出し/書き込み。デフォルト0X0XX110B） 

このレジスタは、表7-11と表7-12に示すような、シリアルポートレジスタを構成しています。 
 

表表表表 7-11    コンフィグコンフィグコンフィグコンフィグ/ステータスレジスタビットの定義ステータスレジスタビットの定義ステータスレジスタビットの定義ステータスレジスタビットの定義 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 S_DAV DCD DSR/ 

HWFC 
CTS RI DTR RTS SCTL 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0 - 0 - - 1 1 0 
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表表表表 7-12    コンフィグコンフィグコンフィグコンフィグ/ステータスレジスタの説明ステータスレジスタの説明ステータスレジスタの説明ステータスレジスタの説明 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称 ｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽ 説明説明説明説明 
7 S_DAV R/W ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄﾃﾞｰﾀが有効 

読み出し時、このﾋﾞｯﾄによりｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄﾃﾞｰﾀの有効であることを
示します。 
このﾋﾞｯﾄには“0”が書き込まれなければなりません。 

6 DCD R/W ｷｬﾘｱ検出 
このﾋﾞｯﾄはｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄ上の‘DCDﾋﾞｯﾄ’の現在の状態を示します。
これは‘SCTLﾋﾞｯﾄ’の設定に無関係です。 
このﾋﾞｯﾄには“0”が書き込まれなければなりません。 

5 DSR/HWFC R/W ﾃﾞｰﾀ送信ﾚﾃﾞｨ/ﾊｰﾄﾞｳｪｱﾌﾛｰ制御 
読み出し時、このﾋﾞｯﾄはｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄ上の‘DSRﾋﾞｯﾄ’の現在の状
態を示します。 
書き込み時は 
“0”でﾊｰﾄﾞｳｪｱﾌﾛｰ制御が非ｱｸﾃｨﾌﾞ 
“1”でﾊｰﾄﾞｳｪｱﾌﾛｰ制御がｱｸﾃｨﾌﾞ 
ﾊｰﾄﾞｳｪｱﾌﾛｰ制御についての詳細は第8章を参照してください。 

4 CTS R 送信ｸﾘｱ 
この読み出し専用ﾋﾞｯﾄはｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄ上の‘CTSﾋﾞｯﾄ’の現在の状
態を示します。これは‘SCTLﾋﾞｯﾄ’の設定に無関係です。 

3 RI R ﾘﾝｸﾞｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀ 
この読み出し専用ﾋﾞｯﾄはｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄ上の‘RIﾋﾞｯﾄ’の現在の状態
を示します。これは‘SCTLﾋﾞｯﾄ’の設定に無関係です。 

2 DTR R/W ﾃﾞｰﾀ端子ﾚﾃﾞｨ 
このﾋﾞｯﾄを読み出すことでｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄ上の‘DTRﾋﾞｯﾄ’の現在の
状態を知ることができます。このﾋﾞｯﾄに書き込むことで‘DTR
信号信号信号信号’を制御します。 

1 RTS R/W 送信要求 
このﾋﾞｯﾄを読み出すことでｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄ上の‘RTSﾋﾞｯﾄ’の現在の
状態を知ることができます。このﾋﾞｯﾄに書き込むことで‘RTS
信号信号信号信号’を制御できます。 

0 SCTL R/W ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄ制御 
このﾋﾞｯﾄでｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄのｺﾝﾄﾛｰﾗを指定します。このﾋﾞｯﾄが“0”
（ﾃﾞﾌｫﾙﾄ）の時はMPUが、“1”の時はﾈｯﾄﾜｰｸｽﾀｯｸがｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄ
を制御します。 
“0”でMPUがｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄを制御 
“1”でﾊｰﾄﾞｳｪｱがｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄを制御 
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7.3.1.6シリアルポート割り込みレジスタ（シリアルポート割り込みレジスタ（シリアルポート割り込みレジスタ（シリアルポート割り込みレジスタ（0x09）））） 
（読み出し専用。デフォルト0X000000B） 

このレジスタは、シリアルポートの割り込みの状態を示します。 
 

表表表表 7-13    シリアルポート割り込みレジスタビットの定義シリアルポート割り込みレジスタビットの定義シリアルポート割り込みレジスタビットの定義シリアルポート割り込みレジスタビットの定義 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 PT_INT - - - - - - - 
ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0 - 0 0 0 0 0 0 

注： 予約済みのﾋﾞｯﾄをﾀﾞｯｼｭ（-）で示します。予約済みのすべてのﾋﾞｯﾄには“0”が書き込
まれなければなりません。 

 
表表表表 7-14    シリアルポート割り込みレジスタの説明シリアルポート割り込みレジスタの説明シリアルポート割り込みレジスタの説明シリアルポート割り込みレジスタの説明 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称 ｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽ 説明説明説明説明 
7 PT_INT R ﾎﾟｰﾄ転送割り込み 

このﾋﾞｯﾄはｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄ割り込みがｱｸﾃｨﾌﾞであることを示します。その動
作は、ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄ割り込みﾏｽｸﾚｼﾞｽﾀのPINT_ENとDSINT_ENと
DVINT_ENﾋﾞｯﾄの状態で決定されます。 
PINT_ENはﾏｽﾀｰのｲﾈｰﾌﾞﾙﾋﾞｯﾄです。PINT_ENが“1”の時、以下の組
み合わせで割り込みが許可になります。 
DVINT_ENの“1”の時、ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄ受信FIFOのﾃﾞｰﾀが有効であれば、
常に割り込みが発生します 
DSINT_ENが“1”の時、MPUが、ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄﾃﾞｰﾀﾚｼﾞｽﾀへ1ﾊﾞｲﾄのﾃﾞｰﾀ
を送信できる場合は、割り込みが発生します。 
もしDVINT_ENとDSINT_ENが両方とも許可される場合、いずれかの
条件が満たされれば、割り込みはｱｸﾃｨﾌﾞになります。 

注： S-7600Aと制御方法が異なります。 
 

7.3.1.7シリアルポート割り込みマスクレジスタ（シリアルポート割り込みマスクレジスタ（シリアルポート割り込みマスクレジスタ（シリアルポート割り込みマスクレジスタ（0x0A）））） 
（読み出し/書き込み。デフォルト0x00） 

このレジスタは、シリアルポート割り込みを許可します。このレジスタのデフォルト値は0x00です（割
り込み禁止）。 
 

表表表表 7-15    シリアルポート割り込みマスクレジスタビットの定義シリアルポート割り込みマスクレジスタビットの定義シリアルポート割り込みマスクレジスタビットの定義シリアルポート割り込みマスクレジスタビットの定義 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 PINT_EN DSINT_EN DVINT_EN - - - - - 
ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0 0 0 0 0 0 0 0 

注： 予約済みのﾋﾞｯﾄをﾀﾞｯｼｭ（-）で示します。予約済みのすべてのﾋﾞｯﾄには“0”が書き込
まれなければなりません。 

 
表表表表 7-16    シリアルポート割り込みマスクレジスタの説明シリアルポート割り込みマスクレジスタの説明シリアルポート割り込みマスクレジスタの説明シリアルポート割り込みマスクレジスタの説明 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称 ｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽ 説明説明説明説明 
7 PINT_EN R/W ﾎﾟｰﾄ割り込み許可 

ﾎﾟｰﾄの割り込みを許可します。 
6 DSINT_EN R/W ﾃﾞｰﾀ送信割り込み許可 

ﾃﾞｰﾀ送信割り込みを許可します。 
5 DVINT_EN R/W ﾃﾞｰﾀ有効割り込み許可 

ﾃﾞｰﾀ有効割り込みを許可します。 
注： S-7600Aと異なります。 
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7.3.1.8シリアルポートデータレジスタ（シリアルポートデータレジスタ（シリアルポートデータレジスタ（シリアルポートデータレジスタ（0x0B）））） 
（読み出し/書き込み） 

このレジスタによりシリアルポート（UART）へのデータの送信、データの読み出しをします。シリ
アルポートコンフィグレジスタのS_DAVビットがセットされていれば、データは有効となります。シ
リアルポート割り込みマスクレジスタのPINT_ENビットとDSINT_ENビットが“1”の時、シリアル
ポート割り込みレジスタのPT_INTビットがセットされていれば、このレジスタに書き込みができます。
詳しくは表7–14のレジスタ説明を参照してください。 
 
注：このレジスタを使う場合は、シリアルポートコンフィグレジスタのSCTLビットを“L”にする必
要があります。 
 

7.3.1.9ボーレートディバイダレジスタ（ボーレートディバイダレジスタ（ボーレートディバイダレジスタ（ボーレートディバイダレジスタ（0x0C-0x0D）））） 
（読み出し/書き込み。デフォルト0x0000） 

これらのレジスタは、シリアルポートのボーレートを設定します。以下の式を使って値を計算してく
ださい： 
 

プログラム値＝［（clk Freq）/（ボーレート）］－1 
 
ここで、clk FreqとはS-7601Aコアのためのクロックのことです。 
 
例：S-7601Aのクロックレートは256KHzで、ボーレート64Kbpsが必要なとき、プログラム値は 

（256KHz/64k）－1＝4－1＝3 
になります。 
 
注：これらのレジスタにプログラムできる最低の値は0x0003です。 
 

7.3.1.10自己自己自己自己IPアドレスレジスタ（アドレスレジスタ（アドレスレジスタ（アドレスレジスタ（0x10-0x13）））） 
（読み出し/書き込み。デフォルト0x00000000） 

これらのレジスタには、ローカル機器のIPアドレスまたは自己IPアドレスを保存します。0x10レジス
タは最下位バイトを保存し、0x13レジスタは最上位バイトを保存します。もしシステムコントローラ
がIPアドレスを書き込まないと、PPPネゴシエーション（フローティングIPアドレスの場合）を通じ
てIPアドレスを得ます。PPP接続が設定されると（レジスタ0x60のビット0で確認）、これらのレジ
スタを読み出して、得られたIPアドレスを知ることができます。 
 

表表表表 7-17    自己自己自己自己IPアドレスレジスタビットの定義（アドレスレジスタビットの定義（アドレスレジスタビットの定義（アドレスレジスタビットの定義（0x10）））） 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 ﾛｰｶﾙIPｱﾄﾞﾚｽの最下位ﾊﾞｲﾄ 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0x00 

 
表表表表 7-18    自己自己自己自己IPアドレスレジスタビットの定義（アドレスレジスタビットの定義（アドレスレジスタビットの定義（アドレスレジスタビットの定義（0x11）））） 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 ﾛｰｶﾙIPｱﾄﾞﾚｽの第3位のﾊﾞｲﾄ 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0x00 
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表表表表 7-19    自己自己自己自己IPアドレスレジスタビットの定義（アドレスレジスタビットの定義（アドレスレジスタビットの定義（アドレスレジスタビットの定義（0x12）））） 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 ﾛｰｶﾙIPｱﾄﾞﾚｽの第2位のﾊﾞｲﾄ 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0x00 

 
表表表表 7-20    自己自己自己自己IPアドレスレジスタビットの定義（アドレスレジスタビットの定義（アドレスレジスタビットの定義（アドレスレジスタビットの定義（0x13）））） 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 ﾛｰｶﾙIPｱﾄﾞﾚｽの最上位ﾊﾞｲﾄ 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0x00 

 

7.3.1.11クロック分周レジスタ（クロック分周レジスタ（クロック分周レジスタ（クロック分周レジスタ（0x1C-0x1D）））） 
（読み出し/書き込み。デフォルト0x03E7） 

これらのレジスタにより1kHzのクロックジェネレータをプログラムします。このクロックは、
S-7601Aの各種の内部タイミング機能用に使われます。以下の式により、これらのレジスタにプログ
ラムする値を決定します： 

（clk Freq/1kHz）－1＝分周比設定値 
 
ここでclk FreqはS-7601Aのクロック周波数です。従って、1MHzクロックのとき、分周比設定値は
1M/1kHz－1＝999＝0x03e7になります。 
 

7.3.1.12インデックスレジスタ（インデックスレジスタ（インデックスレジスタ（インデックスレジスタ（0x20）））） 
（読み出し/書き込み。デフォルト0x00） 

インデックスソケットレジスタにアクセスする前に、このレジスタをプログラムしなければなりませ
ん。有効なプログラム値は0x00と0x01です。もし最後のアクセス以降選択されたソケット番号が変わ
らなければ、このレジスタを再プログラムする必要はありません。 
 

表表表表 7-21    インデックスレジスタビットの定義インデックスレジスタビットの定義インデックスレジスタビットの定義インデックスレジスタビットの定義 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 ｿｹｯﾄｲﾝﾃﾞｯｸｽ［7:0］ 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0x00 

 
表表表表 7-22    インデックスレジスタの説明インデックスレジスタの説明インデックスレジスタの説明インデックスレジスタの説明 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称 ｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽ 説明説明説明説明 
7:0 Socket_Index R/W 0x00：汎用ｿｹｯﾄ0を選択 

0x01：汎用ｿｹｯﾄ1を選択 
他の値はすべて予約済みです。 
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7.3.1.13サービスタイプレジスタ（サービスタイプレジスタ（サービスタイプレジスタ（サービスタイプレジスタ（TOS）（）（）（）（0x21）））） 
（読み出し/書き込み。デフォルト0x00） 

このレジスタは送信データグラム用に、IPヘッダ内にTOSフィールドを構成します。デフォルトは
0x00です。 
 

7.3.1.14ソケットコンフィグステータス下位レジスタ（ソケットコンフィグステータス下位レジスタ（ソケットコンフィグステータス下位レジスタ（ソケットコンフィグステータス下位レジスタ（0x22）））） 
（読み出し/書き込み。デフォルト0x40） 

このレジスタはソケットの構成を示します。 
 

表表表表 7-23    ソケットコンフィグステータス下位レジスタビットの定義ソケットコンフィグステータス下位レジスタビットの定義ソケットコンフィグステータス下位レジスタビットの定義ソケットコンフィグステータス下位レジスタビットの定義 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 TO Buff_Empty Buff_Full Data_ 

Avail/RST 
- Protocol_Type 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0 1 0 0 0 0 

注： 予約済みのﾋﾞｯﾄをﾀﾞｯｼｭ（-）で示します。予約済みのすべてのﾋﾞｯﾄには“0”が書き込
まれなければなりません。 
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表表表表 7-24    ソケットコンフィグステータス下位レジスタの説明ソケットコンフィグステータス下位レジスタの説明ソケットコンフィグステータス下位レジスタの説明ソケットコンフィグステータス下位レジスタの説明 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称 ｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽ 説明説明説明説明 
7 TO R TCPﾀｲﾑｱｳﾄ 

このﾋﾞｯﾄはTCP接続しようとしている間、または接続された後
TCPﾊﾟｹｯﾄを待っている間にTCPﾀｲﾑｱｳﾄが発生したことを示し
ます。 
“0”で通常動作状態 
“1”でﾀｲﾑｱｳﾄ発生 

6 Buff_Empty R このﾋﾞｯﾄはｿｹｯﾄの送信ﾃﾞｰﾀﾊﾞｯﾌｧ内にﾃﾞｰﾀがあるかどうかを示
し、ﾃﾞｰﾀがなければ“1”をｾｯﾄします。ｿｹｯﾄ送信ﾊﾞｯﾌｧ内にﾃﾞｰ
ﾀがあれば“0”にして、ﾃﾞｰﾀがある限り“0”のままになりま
す。 
“0”でﾊﾞｯﾌｧ内にﾃﾞｰﾀ有り 
“1”でﾊﾞｯﾌｧ内にﾃﾞｰﾀ無し 

5 Buff_Full R このﾋﾞｯﾄは送信ﾃﾞｰﾀﾊﾞｯﾌｧが一杯（1023ﾊﾞｲﾄ以上）であること
を示します。この時、ｿｹｯﾄ割り込みﾏｽｸ下位ﾚｼﾞｽﾀ（0x2A）の
‘Buff_Full_Enﾋﾞｯﾄ’がｾｯﾄされれば、割り込みが発生します。
このﾋﾞｯﾄが“1”のときはﾃﾞｰﾀﾚｼﾞｽﾀに書き込みをしてはいけま
せん。 
“0”でﾊﾞｯﾌｧ領域利用可能 
“1”でﾊﾞｯﾌｧ領域利用不可 

4 Data_Avail/RST R/W このﾋﾞｯﾄに“1”を書き込むと、すべてのｿｹｯﾄﾊﾟﾗﾒｰﾀがﾃﾞﾌｫﾙﾄ
値に設定されます。自動的にｸﾘｱされるので、通常動作をさせ
るために“0”を書き込む必要はありません。ｿｹｯﾄをﾘｾｯﾄする
前に、ｿｹｯﾄｽﾃｰﾀｽ上位ﾚｼﾞｽﾀ（0x3A）の‘Snd_Bsyﾋﾞｯﾄ’が“0”
であることを確認してください。読み出しの場合、このﾋﾞｯﾄは
ｿｹｯﾄに有効な受信ﾃﾞｰﾀがあることを示します。 

2:0 Protocol_Type R/W このﾋﾞｯﾄはｿｹｯﾄのﾌﾟﾛﾄｺﾙを設定するために使います。 
下記以外のｺｰﾄﾞはすべて予約済みです。 
“010”でTCPｸﾗｲｱﾝﾄﾓｰﾄﾞ 
“101”でUDPﾓｰﾄﾞ 
“110”でTCPｻｰﾊﾞﾓｰﾄﾞ 
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7.3.1.15ソケットステータス中間レジスタ（ソケットステータス中間レジスタ（ソケットステータス中間レジスタ（ソケットステータス中間レジスタ（0x23）））） 
（読み出し専用。デフォルト0x00） 

この読み出し専用レジスタは、残りのソケットステータス状態を示しています。 
 

表表表表 7-25    ソケットステータス中間レジスタビットの定義ソケットステータス中間レジスタビットの定義ソケットステータス中間レジスタビットの定義ソケットステータス中間レジスタビットの定義 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 URG RST Term ConU TCP状態 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0 0 0 0 0x0 

 
表表表表 7-26    ソケットステータス中間レジスタの説明ソケットステータス中間レジスタの説明ソケットステータス中間レジスタの説明ソケットステータス中間レジスタの説明 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称 ｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽ 説明説明説明説明 
7 URG R このﾋﾞｯﾄは緊急のﾃﾞｰﾀが来たことを示します。ｿｹｯﾄ割り込み

上位ﾚｼﾞｽﾀのURGﾋﾞｯﾄ（ﾋﾞｯﾄ7）に“1”を書き込むと、このﾋﾞ
ｯﾄはｸﾘｱされます。 
“0”で緊急のﾃﾞｰﾀ無し 
“1”で緊急のﾃﾞｰﾀ有り 

6 RST R このﾋﾞｯﾄはTCPﾋﾟｱからｿｹｯﾄがRST信号を受け取ったことを
示します。 
“0”でRST信号を受け取っていない 
“1”でRST信号を受け取った 

5 Term R このﾋﾞｯﾄは、ｿｹｯﾄがｿｰｽから切り離されたことを示します。こ
の時、ｿｹｯﾄ割り込みﾏｽｸ上位ﾚｼﾞｽﾀ（0x2B）のTerm_Enﾋﾞｯﾄが
ｾｯﾄされていればｿｹｯﾄに割り込みが発生します。割り込みﾏｽｸ
をｾｯﾄしてもこのｽﾃｰﾀｽﾋﾞｯﾄの状態に影響を与えません。 
“0”で通常動作状態 
“1”でｿｰｽからｿｹｯﾄは切り離されている 
このﾋﾞｯﾄはFINﾌﾗｸﾞが“ON”状態でS-7601AがTCPｾｸﾞﾒﾝﾄを
受け取ったとき“1”になります。これは、ﾘﾓｰﾄﾄﾋﾟｱがTCP接
続を切断するよう要求したことを示しています。 

4 ConU R このﾋﾞｯﾄはｿｹｯﾄがﾎｽﾄﾏｼﾝと接続したことを示します。接続を
切断したとき（どちらかの端末で）、ｸﾘｱされます。 
“0”で非接続状態 
“1”で接続状態 

3:0 TCP State R これらのﾋﾞｯﾄは現在のTCPの状態を示します。 
0=CLOSED 
1=SYN_SENT 
2=ESTABLISHED 
3=CLOSE_WAIT 
4=LAST_ACK 
5=FIN_WAIT1 
6=FIN_WAIT2 
7=CLOSING 
8=TIME_WAIT 
9=LISTEN 
a=SYN_RECVD 
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7.3.1.16ソケットアクティブレジスタ（ソケットアクティブレジスタ（ソケットアクティブレジスタ（ソケットアクティブレジスタ（0x24）））） 
（読み出し/書き込み。デフォルト0x00） 

このレジスタは、ソケットをアクティブにするために、また個々のソケットの現在のステータスを示
すために使用されます。ビットに“1”を設定することで、対応するソケットをアクティブにします。
このレジスタはリセットによりデフォルト値0x00になります。 
 

表表表表 7-27    ソケットアクティブレジスタビットの定義ソケットアクティブレジスタビットの定義ソケットアクティブレジスタビットの定義ソケットアクティブレジスタビットの定義 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 - - - - - - S1 S0 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0 0 0 0 0 0 0 0 

 
表表表表 7-28    ソケットアクティブレジスタの説明ソケットアクティブレジスタの説明ソケットアクティブレジスタの説明ソケットアクティブレジスタの説明 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称 ｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽ 説明説明説明説明 
1 S1 R/W このﾋﾞｯﾄは汎用ｿｹｯﾄ1をｱｸﾃｨﾌﾞにするために使用します。 

“0”で汎用ｿｹｯﾄ1が非ｱｸﾃｨﾌﾞ 
“1”で汎用ｿｹｯﾄ1がｱｸﾃｨﾌﾞ 

0 S0 R/W このﾋﾞｯﾄは汎用ｿｹｯﾄ0をｱｸﾃｨﾌﾞにするために使用します。 
“0”で汎用ｿｹｯﾄ0が非ｱｸﾃｨﾌﾞ 
“1”で汎用ｿｹｯﾄ0がｱｸﾃｨﾌﾞ 

 

7.3.1.17ソケット割り込みレジスタ（ソケット割り込みレジスタ（ソケット割り込みレジスタ（ソケット割り込みレジスタ（0x26）））） 
（読み出し専用。デフォルト0x00） 

このレジスタは、どのソケットが割り込みを持っているかを示します。割り込みのソケットの識別を
する際、実際の割り込み要因は、特定のソケット割り込みレジスタを調べることによって決定されま
す。 
 

表表表表 7-29    ソケット割り込みレジスタビットの定義ソケット割り込みレジスタビットの定義ソケット割り込みレジスタビットの定義ソケット割り込みレジスタビットの定義 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 - - - - - - I1 I0 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0 0 0 0 0 0 0 0 
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表表表表 7-30    ソケット割り込みレジスタの説明ソケット割り込みレジスタの説明ソケット割り込みレジスタの説明ソケット割り込みレジスタの説明 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称 ｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽ 説明説明説明説明 
1 I1 R このﾋﾞｯﾄはｿｹｯﾄ1の割り込み状態を示します。 

“0”で汎用ｿｹｯﾄ1割り込み非ｱｸﾃｨﾌﾞ 
“1”で汎用ｿｹｯﾄ1割り込みｱｸﾃｨﾌﾞ 

0 I0 R このﾋﾞｯﾄは汎用ｿｹｯﾄ0の割り込み状態を示します。 
“0”で汎用ｿｹｯﾄ0割り込み非ｱｸﾃｨﾌﾞ 
“1”で汎用ｿｹｯﾄ0割り込みｱｸﾃｨﾌﾞ 

 

7.3.1.18ソケットデータ有効レジスタ（ソケットデータ有効レジスタ（ソケットデータ有効レジスタ（ソケットデータ有効レジスタ（0x28）））） 
（読み出し専用。デフォルト0x00） 

この読み出し専用レジスタは、入力バッファの中にどちらのソケットのデータを持っているかを示し
ます。ビットの“1”は、ソケットが利用可能なデータを持っていることを示します。このビットは、
利用可能なデータがある限りセットされたままです。 
 

表表表表 7-31    ソケットデータ有効レジスタビットの定義ソケットデータ有効レジスタビットの定義ソケットデータ有効レジスタビットの定義ソケットデータ有効レジスタビットの定義 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 - - - - - - DAV1 DAV0 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0 0 0 0 0 0 0 0 

 
表表表表 7-32    ソケットデータ有効レジスタの説明ソケットデータ有効レジスタの説明ソケットデータ有効レジスタの説明ソケットデータ有効レジスタの説明 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称 ｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽ 説明説明説明説明 
1 DAV1 R このﾋﾞｯﾄはｿｹｯﾄ1が利用可能なﾃﾞｰﾀを持っていることを示しま

す。 
“0”で汎用ｿｹｯﾄ1に利用可能なﾃﾞｰﾀ無し 
“1”で汎用ｿｹｯﾄ1に利用可能なﾃﾞｰﾀ有り 

0 DAV0 R このﾋﾞｯﾄはｿｹｯﾄ0が利用可能なﾃﾞｰﾀを持っていることを示しま
す。 
“0”で汎用ｿｹｯﾄ0に利用可能なﾃﾞｰﾀ無し 
“1”で汎用ｿｹｯﾄ0に利用可能なﾃﾞｰﾀ有り 
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7.3.1.19ソケット割り込みマスク下位レジスタ（ソケット割り込みマスク下位レジスタ（ソケット割り込みマスク下位レジスタ（ソケット割り込みマスク下位レジスタ（0x2A）））） 
（読み出し/書き込み。デフォルト0x00） 

このレジスタは一連の割り込みの許可状態を知らせます。ビットを設定することにより対応する割り
込みを許可します。 

表表表表 7-33    ソケット割り込みマスク下位レジスタビットの定義ソケット割り込みマスク下位レジスタビットの定義ソケット割り込みマスク下位レジスタビットの定義ソケット割り込みマスク下位レジスタビットの定義 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 TO_En Buff_Emp_En Buff_Full_En Data_Avail_En - - - - 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0 0 0 0 0 0 0 0 

注： 予約済みのﾋﾞｯﾄをﾀﾞｯｼｭ（-）で示します。予約済みのすべてのﾋﾞｯﾄには“0”が書き込
まれなければなりません。 

表表表表 7-34    ソケット割り込みマスク下位レジスタの説明ソケット割り込みマスク下位レジスタの説明ソケット割り込みマスク下位レジスタの説明ソケット割り込みマスク下位レジスタの説明 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称 ｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽ 説明説明説明説明 
7 TO_En R/W “1”を書き込むことで‘Timeout’割り込みを許可します。 
6 Buff_Empty_En R/W “1”を書き込むことで‘Buffer Empty’割り込みを許可します。 
5 Buff_Full_En R/W “1”を書き込むことで‘Buffer Full’割り込みを許可します。 
4 Data_Avail_En R/W “1”を書き込むことで‘Data Available’割り込みを許可します。 

7.3.1.20ソケット割り込みマスク上位レジスタ（ソケット割り込みマスク上位レジスタ（ソケット割り込みマスク上位レジスタ（ソケット割り込みマスク上位レジスタ（0x2B）））） 
（読み出し/書き込み。デフォルト0x00） 

このレジスタは一連の割り込みの許可状態を知らせます。ビットを設定することにより対応する割り
込みが許可されます。 

表表表表 7-35    ソケット割り込みマスク上位レジスタビットの定義ソケット割り込みマスク上位レジスタビットの定義ソケット割り込みマスク上位レジスタビットの定義ソケット割り込みマスク上位レジスタビットの定義 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 URG_En RST_En Term_En ConU_En - - - - 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0 0 0 0 0 0 0 0 

注： 予約済みのﾋﾞｯﾄをﾀﾞｯｼｭ（-）で示します。予約済みのすべてのﾋﾞｯﾄには“0”が書き込
まれなければなりません。 

表表表表 7-36    ソケット割ソケット割ソケット割ソケット割り込みマスク上位レジスタの説明り込みマスク上位レジスタの説明り込みマスク上位レジスタの説明り込みマスク上位レジスタの説明 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称 ｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽ 説明説明説明説明 
7 URG_En R/W “1”を書き込むことで‘Urgent Data’割り込みを許可します。 
6 RST_En R/W “1”を書き込むことで‘Connection Reset’割り込みを許可します。 
5 Term_En R/W “1”を書き込むことで‘Socket Termination’割り込みを許可します。 
4 ConU_En R/W “1”を書き込むことで‘Connection Up’割り込みを許可します。 
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7.3.1.21ソケット割り込み下位レジスタ（ソケット割り込み下位レジスタ（ソケット割り込み下位レジスタ（ソケット割り込み下位レジスタ（0x2C）））） 
（読み出し/書き込み。デフォルト0x00） 

このレジスタは一連の割り込みの発生状況を知らせます。割り込み条件が起こり、その許可ビットが
セットされていれば、ハードウェアは対応するビットをセットします。そのビットに“1”を書き込
むことにより割り込みはクリアされます。対応する許可ビットを不許可にすると、割り込みを確認す
ることができません。 
 

表表表表 7-37    ソケット割り込み下位レジスタビットの定義ソケット割り込み下位レジスタビットの定義ソケット割り込み下位レジスタビットの定義ソケット割り込み下位レジスタビットの定義 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 TO Buff_Emplty Buff_Full Data_Avail - - - - 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0 0 0 0 0 0 0 0 

注： 予約済みのﾋﾞｯﾄをﾀﾞｯｼｭ（-）で示します。予約済みのすべてのﾋﾞｯﾄには“0”が書き込
まれなければなりません。 

 
表表表表 7-38    ソケット割り込み下位レジスタの説明ソケット割り込み下位レジスタの説明ソケット割り込み下位レジスタの説明ソケット割り込み下位レジスタの説明 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称 ｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽ 説明説明説明説明 
7 TO R/W この割り込みは、接続しようとしている時にﾀｲﾑｱｳﾄの条件が発

生した場合に起こります。このﾋﾞｯﾄに“1”を書き込むことで
割り込みをｸﾘｱします。 

6 Buff_Empty R/W この割り込みは送信ﾊﾞｯﾌｧが空の時に起こります。このﾋﾞｯﾄに
“1”を書き込むことで割り込みをｸﾘｱします。 

5 Buff_Full R/W この割り込みは送信ﾊﾞｯﾌｧが一杯（1023ﾊﾞｲﾄ）の時起こります。
このﾋﾞｯﾄに“1”を書き込むことで割り込みをｸﾘｱします。 

4 Data_Avail R/W この割り込みは受信ﾊﾞｯﾌｧからのﾃﾞｰﾀが有効である時に起こり
ます。このﾋﾞｯﾄに“1”を書き込むことで割り込みをｸﾘｱします。 

 

7.3.1.22ソケット割り込み上位レジスタ（ソケット割り込み上位レジスタ（ソケット割り込み上位レジスタ（ソケット割り込み上位レジスタ（0x2D）））） 
（読み出し/書き込み。デフォルト0x00） 

このレジスタは一連の割り込みの発生状況を知らせます。割り込み条件が起こり、その許可ビットが
セットされていれば、ハードウェアは対応するビットをセットします。そのビットに“1”を書き込
むことにより割り込みはクリアされます。対応する許可ビットを不許可にすると、割り込みを確認す
ることはできません。 
 

表表表表 7-39    ソケット割り込み上位レジスタビットの定義ソケット割り込み上位レジスタビットの定義ソケット割り込み上位レジスタビットの定義ソケット割り込み上位レジスタビットの定義 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 URG RST Term ConU - - - - 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0 0 0 0 0 0 0 0 

注： 予約済みのﾋﾞｯﾄをﾀﾞｯｼｭ（-）で示します。予約済みのすべてのﾋﾞｯﾄには“0”が書き込
まれなければなりません。 
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表表表表 7-40    ソケット割り込み上位レジスタソケット割り込み上位レジスタソケット割り込み上位レジスタソケット割り込み上位レジスタの説明の説明の説明の説明 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称 ｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽ 説明説明説明説明 
7 URG R/W この割り込みは緊急ﾃﾞｰﾀが来た時に起こります。ｼｽﾃﾑインター

フェイスはﾃﾞｰﾀの場所を知るために‘緊急ﾃﾞｰﾀﾎﾟｲﾝﾀﾚｼﾞｽﾀ’を
読み出さなくてはなりません。このﾋﾞｯﾄに“1”を書き込むこ
とで割り込みをｸﾘｱします。 

6 RST R/W この割り込みは、現在のTCPｾｯｼｮﾝが不確実であることを示す
‘RSTﾌﾗｸﾞ’をTCPピアが送信した時に起こります。このﾋﾞｯﾄ
に“1”を書き込むと割り込みはｸﾘｱされます。この状態になる
とﾊｰﾄﾞｳｪｱはもはや正常動作を期待できないので、ｿｹｯﾄを再ｲﾆｼ
ｬﾗｲｽﾞすべきです。 

5 Term R/W この割り込みはｿｹｯﾄ接続が閉鎖されて‘TCP FINﾌﾗｸﾞ’を受け
取った時に起こります。このﾋﾞｯﾄに“1”を書き込むことで割
り込みをｸﾘｱします。 

4 ConU R/W この割り込みは接続が確立した時に起こります。このﾋﾞｯﾄに
“1”を書き込むことで割り込みをｸﾘｱします。 

 

7.3.1.23ソケットデータレジスタ（ソケットデータレジスタ（ソケットデータレジスタ（ソケットデータレジスタ（0x2E）））） 
（メモリマップ読み出し/書き込み。デフォルト0x00） 

このレジスタは、受信データパケットの読み出しと送信データの書き込みのために、システムコント
ローラが使用します。このレジスタに送信データを書き込んだ後、レジスタ0x30に何らかのデータを
書き込むと、TCP接続上でのデータ通信を始めます。 

7.3.1.24TCPデータ送信、バッファ出力長レジスタ（データ送信、バッファ出力長レジスタ（データ送信、バッファ出力長レジスタ（データ送信、バッファ出力長レジスタ（0x30-0x31）））） 
（読み出し/書き込み。デフォルト0x03FF） 

読み出し時、これらのレジスタは送信バッファ内の利用可能な領域を知らせます。レジスタ0x30は最
下位バイトを、レジスタ0x31は最上位バイトを蓄えます。レジスタ0x30に何らかのデータを書き込む
と、TCP接続上でのデータ通信を始めます。 
 

7.3.1.25バッファ入力長レジスタ（バッファ入力長レジスタ（バッファ入力長レジスタ（バッファ入力長レジスタ（0x32-0x33）））） 
（読み出し専用。デフォルト0x0000） 

これらの読み出し専用レジスタは、受信データバッファ内での利用可能なデータ量を知らせます。レ
ジスタ0x32は最下位バイト、レジスタ0x33は最上位バイトを蓄えます。 
 

7.3.1.26緊急データポインタレジスタ（緊急データポインタレジスタ（緊急データポインタレジスタ（緊急データポインタレジスタ（0x34-0x35）））） 
（読み出し専用。デフォルト0x0000） 

これらの読み出し専用レジスタは、受信データバッファ内の緊急データ（TCPヘッダを通ってマーク
されるような）の開始オフセットを知らせます。レジスタ0x34は最下位バイトを、レジスタ0x35は最
上位バイトを蓄えます。 
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7.3.1.27相手先ポートレジスタ（相手先ポートレジスタ（相手先ポートレジスタ（相手先ポートレジスタ（0x36-0x37）））） 
（読み出し/書き込み。デフォルト0x0000） 

これらのレジスタは送信データパケットのために相手先ポートを指定します。TCPクライアントモー
ド、UDPモードでは、この値は、ソケットをアクティブにする前に設定されなければなりません。TCP
サーバモードでは、これらのレジスタは、接続時にピアから送信されるポート番号へ自動的にセット
アップされます。レジスタ0x36は最下位バイトを、レジスタ0x37は最上位バイトを蓄えます。 
 

表表表表 7-41    相手先ポートレジスタビットの定義（相手先ポートレジスタビットの定義（相手先ポートレジスタビットの定義（相手先ポートレジスタビットの定義（0x36）））） 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 相手先ﾎﾟｰﾄ番号の最下位ﾊﾞｲﾄ 
ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0x00 

 

表表表表 7-42    相手先ポートレジスタビットの定義（相手先ポートレジスタビットの定義（相手先ポートレジスタビットの定義（相手先ポートレジスタビットの定義（0x37）））） 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 相手先ﾎﾟｰﾄ番号の最上位ﾊﾞｲﾄ 
ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0x00 

 

7.3.1.28自己ポートレジスタ（自己ポートレジスタ（自己ポートレジスタ（自己ポートレジスタ（0x38-0x39）））） 
（読み出し/書き込み。デフォルト0x0000） 

これらのレジスタは送信データパケットのためのソースポートを示すために使われます。TCPクライ
アントモード、UDPモードでは、これらのレジスタに、適切な値を設定しなければなりません。通常、
クライアントアプリケーションでは、ソフトウェアによりこのレジスタの値を増やしていきます。
TCP/UDPサーバとして適用する場合、これらのレジスタには、サーバアプリケーションにより使われ
る値を設定しなければなりません。レジスタ0x38は最下位バイトを、レジスタ0x39は最上位バイトを
蓄えます。 
 

表表表表 7-43    自己ポートレジスタビットの定義（自己ポートレジスタビットの定義（自己ポートレジスタビットの定義（自己ポートレジスタビットの定義（0x38）））） 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 ﾛｰｶﾙﾎﾟｰﾄ番号の最下位ﾊﾞｲﾄ 
ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0x00 

 

表表表表 7-44    自己ポートレジスタビットの定義（自己ポートレジスタビットの定義（自己ポートレジスタビットの定義（自己ポートレジスタビットの定義（0x39）））） 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 ﾛｰｶﾙﾎﾟｰﾄ番号の最上位ﾊﾞｲﾄ 
ｾﾌｫﾙﾄｾﾌｫﾙﾄｾﾌｫﾙﾄｾﾌｫﾙﾄ 0x00 

 

7.3.1.29ソケットステータス上位レジスタ（ソケットステータス上位レジスタ（ソケットステータス上位レジスタ（ソケットステータス上位レジスタ（0x3A）））） 
（読み出し専用。デフォルト0x00） 

このレジスタはソケットのビジー状態を知らせます。 
 

表表表表 7-45    ソケットステータス上位レジスタビットの定義ソケットステータス上位レジスタビットの定義ソケットステータス上位レジスタビットの定義ソケットステータス上位レジスタビットの定義 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 - - - - - - - Snd_Bsy 
ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0 0 0 0 0 0 0 0 

注： 予約済みのﾋﾞｯﾄをﾀﾞｯｼｭ（-）で示します。予約済みのすべてのﾋﾞｯﾄには“0”が書き込
まれなければなりません。 
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表表表表 7-46    ソケットステータス上位レジスタの説明ソケットステータス上位レジスタの説明ソケットステータス上位レジスタの説明ソケットステータス上位レジスタの説明 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称 ｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽ 説明説明説明説明 
0 Snd_Bsy R このﾋﾞｯﾄは現在のｿｹｯﾄがTCPｾｸﾞﾒﾝﾄを送信している最中であ

ることを示します。ｿｹｯﾄをﾘｾｯﾄする前、このﾋﾞｯﾄを“0”にし
なければなりません。 
“0”でｿｹｯﾄはﾉﾝﾋﾞｼﾞｰ 
“1”でｿｹｯﾄはﾋﾞｼﾞｰ 

 

7.3.1.30相手先相手先相手先相手先IPアドレスレジスタ（アドレスレジスタ（アドレスレジスタ（アドレスレジスタ（0x3C-0x3F）））） 
（読み出し/書き込み。デフォルト0x00000000） 

これらのレジスタはソケットのために相手先IPアドレスを示します。TCPクライアントモード、UDP
モードでは、ソケットをアクティブにする前に、値を設定しなければなりません。TCPサーバモード
では、これらのレジスタは、接続時にピアから送信されるIPアドレスへ自動的にセットアップされま
す。レジスタはどのような順序にでも書き込めます。 
 

表表表表 7-47    相手先相手先相手先相手先IPアドレスレジスタビットの定義（アドレスレジスタビットの定義（アドレスレジスタビットの定義（アドレスレジスタビットの定義（0x3C）））） 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 相手先IPｱﾄﾞﾚｽの最下位ﾊﾞｲﾄ 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0x00 

 
表表表表 7-48    相手先相手先相手先相手先IPアドレスレジスタビットの定義（アドレスレジスタビットの定義（アドレスレジスタビットの定義（アドレスレジスタビットの定義（0x3D）））） 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 相手先IPｱﾄﾞﾚｽの第3位ﾊﾞｲﾄ 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0x00 

 
表表表表 7-49    相手先相手先相手先相手先IPアドレスレジスタビットの定義（アドレスレジスタビットの定義（アドレスレジスタビットの定義（アドレスレジスタビットの定義（0x3E）））） 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 相手先IPｱﾄﾞﾚｽの第2位ﾊﾞｲﾄ 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0x00 

 
表表表表 7-50    相手先相手先相手先相手先IPアドレスレジスタビットの定義（アドレスレジスタビットの定義（アドレスレジスタビットの定義（アドレスレジスタビットの定義（0x3F）））） 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 相手先IPｱﾄﾞﾚｽの最上位ﾊﾞｲﾄ 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0x00 
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7.3.1.31PPPコントロールコントロールコントロールコントロール/ステータスレジスタ（ステータスレジスタ（ステータスレジスタ（ステータスレジスタ（0x60）））） 
（読み出し/書き込み。デフォルト0x00） 

このレジスタはPPP層の制御、およびそのステータスを知らせます。 
 

表表表表 7-51    PPPコントロールコントロールコントロールコントロール/ステータスレジスタビットの定義（ステータスレジスタビットの定義（ステータスレジスタビットの定義（ステータスレジスタビットの定義（0x60）））） 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 

定義定義定義定義 PPP_Int Con_Val Use_PAP TO_Dis PPP_Int_En Kick PPP_En PPP_Up 
/SRst 

ﾃﾞﾌﾃﾞﾌﾃﾞﾌﾃﾞﾌｫﾙﾄｫﾙﾄｫﾙﾄｫﾙﾄ 0 0 0 0 0 0 0 0 

表表表表 7-52    PPPコントロールコントロールコントロールコントロール/ステータスレジスタの説明ステータスレジスタの説明ステータスレジスタの説明ステータスレジスタの説明 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称 ｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽ 説明説明説明説明 
7 PPP_Int R/W PPP割り込み 

このﾋﾞｯﾄはPPPが割り込みを起こしたことを示します。PPP
割り込みｺｰﾄﾞﾚｼﾞｽﾀを読み出すことで、原因を知ることができ
ます。このﾋﾞｯﾄ位置に“1”を書き込むことで割り込みをｸﾘｱ
します。 

6 Con_Val R/W 接続確定 
このﾋﾞｯﾄは下層の接続が完了して確定したことをﾈｯﾄﾜｰｸｽﾀｯｸ
に知らせます。 
“0”で接続がﾀﾞｳﾝ（ﾃﾞﾌｫﾙﾄ） 
“1”で接続完了 

5 Use_PAP R/W このﾋﾞｯﾄでPPPﾌﾟﾛﾄｺｰﾙ内のPAPの認証をｲﾈｰﾌﾞﾙにします。ｲﾈ
ｰﾌﾞﾙになっていれば、PAPの認証がﾈｺﾞｼｴｲﾄされた後でPAPﾘｸ
ｴｽﾄが出されます。PAPｽﾄﾘﾝｸﾞがﾚｼﾞｽﾀ0x64に入ります。 
“0”でPAPﾃﾞｨｽｴｰﾌﾞﾙ（ﾃﾞﾌｫﾙﾄ） 
“1”でPAPｲﾈｰﾌﾞﾙ 

4 TO_Dis R/W このﾋﾞｯﾄはﾃｽﾄ用途のため、必ず"0"を書き込んで下さい。 
3 PPP_Int_En R/W PPP割り込み許可 

このﾋﾞｯﾄはPPP割り込みをｲﾈｰﾌﾞﾙにします。 
“0”でPPP割り込みﾃﾞｨｽｴｰﾌﾞﾙ（ﾃﾞﾌｫﾙﾄ） 
“1”でPPP割り込みｲﾈｰﾌﾞﾙ 

2 Kick W このﾋﾞｯﾄはﾃｽﾄ用途のため、必ず"0"を書き込んで下さい。 
1 PPP_En R/W PPPｲﾈｰﾌﾞﾙ 

このﾋﾞｯﾄはPPP層をｲﾈｰﾌﾞﾙにします。通信前にこのﾋﾞｯﾄをｾｯﾄ
する必要があります。 
“0”でPPPﾃﾞｨｽｴｰﾌﾞﾙ（ﾃﾞﾌｫﾙﾄ） 
“1”でPPPｲﾈｰﾌﾞﾙ 
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ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称 ｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽ 説明説明説明説明 

0 PPP_UP/SRst R/W 読み出し時、このﾋﾞｯﾄはPPP層が接続が確立したことを示
します。 
“0”でPPP接続ﾀﾞｳﾝ 
“1”でPPP接続を確立 
書き込み時は、このﾋﾞｯﾄはPPPｴﾝｼﾞﾝをﾘｾｯﾄします。自動
ｸﾘｱしますので、“0”を書き込まなくても通常動作になり
ます。 
“0”でPPP通常動作 
“1”でPPPﾘｾｯﾄ 

 

7.3.1.32PPP割り込みコード（割り込みコード（割り込みコード（割り込みコード（0x61）））） 
（読み出し専用。デフォルト0x00） 

このレジスタは、PPP割り込みを起こした時の割り込み条件を示します。 
 

表表表表 7-53    PPP割り込みコードレジスタビットの定義割り込みコードレジスタビットの定義割り込みコードレジスタビットの定義割り込みコードレジスタビットの定義 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 PPP割り込みｺｰﾄﾞ 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0 

 
表表表表 7-54    PPP割り込みステータスコード割り込みステータスコード割り込みステータスコード割り込みステータスコード 

ｽﾃｰﾀｽｺｰﾄﾞｽﾃｰﾀｽｺｰﾄﾞｽﾃｰﾀｽｺｰﾄﾞｽﾃｰﾀｽｺｰﾄﾞ 説明説明説明説明 
0x00 予約済み 
0x01 PPPが初期のLCPﾈｺﾞｼｴｰｼｮﾝに失敗 
0x02 PPPがNCPﾈｺﾞｼｴｰｼｮﾝに失敗 
0x05 PAPがﾈｺﾞｼｴｰｼｮﾝ失敗 
0x09 PPP完了 
0x0A PPPﾀﾞｳﾝ 

注： その他のステータスコードは予約済みです。 
S-7600Aに対して、ステータスコード0x09, 0x0Aが追加されています。 
これらもPPP割り込み要因です。 

7.3.1.33PPP最大リトライレジスタ（最大リトライレジスタ（最大リトライレジスタ（最大リトライレジスタ（0x62）））） 
（読み出し/書き込み。デフォルト0x0A） 

このレジスタは最大リトライ数を配置しています。この数は、PPP確立段階の間に送られるコンフィ
ギュレーション要求の最大数を決定するために用いられます。 
 

表表表表 7-55    PPP最大リトライレジスタ最大リトライレジスタ最大リトライレジスタ最大リトライレジスタ 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 - PPP最大ﾘﾄﾗｲ 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0x0 0xA 

注： 予約済みのﾋﾞｯﾄをﾀﾞｯｼｭ（-）で示します。 
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7.3.1.34PAPストリングレジスタ（ストリングレジスタ（ストリングレジスタ（ストリングレジスタ（0x64）））） 
（書き込み専用） 

この書き込み専用レジスタはPAP構成要求パケットのためのストリングを入力します。表7-56に示し
たフォーマットに従ってストリングを入力してください。 
 

表表表表 7-56    PAPストリングフォーマットストリングフォーマットストリングフォーマットストリングフォーマット 

ﾊﾞｲﾄﾊﾞｲﾄﾊﾞｲﾄﾊﾞｲﾄ ｽﾄﾘﾝｸﾞｽﾄﾘﾝｸﾞｽﾄﾘﾝｸﾞｽﾄﾘﾝｸﾞ 
[0] ﾕｰｻﾞ名の長さ 
[1] ﾕｰｻﾞ名の最初のﾊﾞｲﾄ 
[2] ﾕｰｻﾞ名の2番目のﾊﾞｲﾄ 
[n] ﾕｰｻﾞ名の最後のﾊﾞｲﾄ（ここで“n”はﾕｰｻﾞ名ｽﾄﾘﾝｸﾞの長さです。） 

[n+1] ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞの長さ 
[n+2] ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞの最初のﾊﾞｲﾄ 

[n+m+1] ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞの最後のﾊﾞｲﾄ（ここで“m”はﾊﾟｽﾜｰﾄﾞｽﾄﾘﾝｸﾞの長さです。） 
例： ﾕｰｻﾞ名ｽﾄﾘﾝｸﾞが「joe」であり、ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞは「public」として、表7-57に示すようにﾊﾞｲ

ﾄを入力してください。 
 

表表表表 7-57    PAPストリングの例ストリングの例ストリングの例ストリングの例 

ﾊﾞｲﾄ:0 0x03 ﾕｰｻﾞ名ｽﾄﾘﾝｸﾞの長さ 
ﾊﾞｲﾄ:1 0x6a 文字“j” 
ﾊﾞｲﾄ:2 0x6f 文字“o” 
ﾊﾞｲﾄ:3 0x65 文字“e” 
ﾊﾞｲﾄ:4 0x06 ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞｽﾄﾘﾝｸﾞの長さ 
ﾊﾞｲﾄ:5 0x70 文字“p” 
ﾊﾞｲﾄ:6 0x75 文字“u” 
ﾊﾞｲﾄ:7 0x62 文字“b” 
ﾊﾞｲﾄ:8 0x6C 文字“l” 
ﾊﾞｲﾄ:9 0x69 文字“i” 
ﾊﾞｲﾄ:a 0x63 文字“c” 

 
もしPAPを使うならば、PAPストリングを入力する前に、PPPコントロール/ステータスレジスタ
（0x60）に‘Use_PAPビット’を設定しなければなりません。 
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7.4 拡張拡張拡張拡張iAPIレジスタマップレジスタマップレジスタマップレジスタマップ 

7.4.1 拡張拡張拡張拡張iAPIレジスタマップの概要レジスタマップの概要レジスタマップの概要レジスタマップの概要 
拡張iAPIレジスタマップは、ダイレクトレジスタとインデックスレジスタの2種類に分
類されます。 
 
ダイレクトレジスタは、0x00から0x2Fまでのアドレス空間を占めます。ダイレクトレ
ジスタは、マスタインデックスレジスタを設定せずにアクセスすることができます。 
 
インデックスレジスタは、0x30から0xAFまでのアドレス空間を占めます。インデック
スレジスタにアクセスする前に、マスタインデックスレジスタが0x00(ソケット0の場
合)か0x01(ソケット1の場合)あるいは、0x80(PPP/シリアルポートの場合) のインデッ
クスで設定されていることが必要です。図7-1を参照してください。 
 

図図図図 7-1 トップレベルレジスタマップトップレベルレジスタマップトップレベルレジスタマップトップレベルレジスタマップ 
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7.4.2 拡張拡張拡張拡張iAPIレジスタマップレジスタマップレジスタマップレジスタマップ 
表7-58は、S-7601Aの拡張iAPIレジスタマップを示しています。リストしていないレジ
スタは予約済みですので、アクセスすることはできません。 
 

表表表表 7-58 iAPIレジスタマップレジスタマップレジスタマップレジスタマップ 

ｱﾄﾞﾚｽｱﾄﾞﾚｽｱﾄﾞﾚｽｱﾄﾞﾚｽ ﾚｼﾞｽﾀ名ﾚｼﾞｽﾀ名ﾚｼﾞｽﾀ名ﾚｼﾞｽﾀ名 ﾋﾞｯﾄの定義ﾋﾞｯﾄの定義ﾋﾞｯﾄの定義ﾋﾞｯﾄの定義 
0x00 レビジョンレジスタ 

Revision 
上位レビジョン番号(0x2) 下位レビジョン番号(0x2) 

0x01 汎用コントロールレジスタ 
General_Control 

- - - - - New
_Re

g 

- SW_
Rst 

0x02 汎用ソケットレジスタ 
General_Socket_Location 

- - - - - - S1 S0 

0x04 マスタ割り込みレジスタ 
Master_Interrupt 

- - - - - PT_ 
Int 

Link_ 
Int 

Sock
_Int 

0x1C クロック分周下位レジスタ 
Clock_Div_Low 

1KHzｸﾛｯｸ分周の下位ﾊﾞｲﾄ 

0x1D クロック分周上位レジスタ 
Clock_Div_High 

1KHzｸﾛｯｸ分周の上位ﾊﾞｲﾄ 

0x20 マスタインデックスレジスタ 
Master_Index 

ｱｸｾｽするﾚｼﾞｽﾀのｲﾝﾃﾞｯｸｽ値 

0x24 ソケットアクティブレジスタ 
Socket_Activate 

ｿｹｯﾄをｱｸﾃｨﾌﾞにします｡ S1 S0 

0x26 ソケット割り込みレジスタ 
Socket_Interrupt 

ｿｹｯﾄ割り込みｽﾃｰﾀｽ I1 I0 

0x28 ソケットデータ有効レジスタ 
Socket_Data_Avail 

ｿｹｯﾄﾃﾞｰﾀ有効 DAV1 DAV0 

0x30-
0xAF 

インデックスレジスタ 
Indexed 

ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾚｼﾞｽﾀ 

0xB0-
0xFF 

予約済みレジスタ 
Reserved 

予約済みﾚｼﾞｽﾀ 

注： 予約済みのビットはダッシュ(-)で示しています。予約済みのすべてのビットには"0"
が書き込まれなければなりません。 
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汎用ソケットは、下表のレジスタを使用します。これらのレジスタにアクセスする前に、
マスタインデックスレジスタを0x00(ソケット0の場合)か0x01(ソケット1の場合)でプ
ログラムしなければなりません。 
 

表表表表 7-59 汎用ソケットで使用されるインデックスレジスタ汎用ソケットで使用されるインデックスレジスタ汎用ソケットで使用されるインデックスレジスタ汎用ソケットで使用されるインデックスレジスタ 

iAPI ﾚｼﾞｽﾀ名ﾚｼﾞｽﾀ名ﾚｼﾞｽﾀ名ﾚｼﾞｽﾀ名 ﾚｼﾞｽﾀの定義ﾚｼﾞｽﾀの定義ﾚｼﾞｽﾀの定義ﾚｼﾞｽﾀの定義 
0x30 ｿｹｯﾄｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝIDﾚｼﾞｽﾀ 

Socket_App_ID 
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝID(0x10) 

0x31 ｿｹｯﾄﾚﾋﾞｼﾞｮﾝﾚｼﾞｽﾀ 
Socket_Revision 

ﾚﾋﾞｼﾞｮﾝ(0x27) 

0x32 ｿｹｯﾄｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝﾚｼﾞｽﾀ 
Socket_Config 

- - - - - Type 

0x34 ｿｹｯﾄｽﾃｰﾀｽ0ﾚｼﾞｽﾀ 
Socket_Stat_0 

TO Snd_ 
Emp 

- Rcv_ 
Dav 

- - - - 

0x35 ｿｹｯﾄｽﾃｰﾀｽ1ﾚｼﾞｽﾀ 
Socket_Stat_1 

Urg Rcv_ 
Rst 

Rcv_ 
Fin 

Con_ 
Up 

- - - - 

0x36 ｿｹｯﾄ割り込みｲﾈｰﾌﾞﾙ0ﾚｼﾞｽﾀ 
Socket_Int_En_0 

TO_
En 

Snd_ 
EmpEn 

- Rcv_ 
DavE

n 

- - - - 

0x37 ｿｹｯﾄ割り込みｲﾈｰﾌﾞﾙ1ﾚｼﾞｽﾀ 
Socket_Int_En_1 

Urg_
En 

Rcv_ 
RstEn 

Rcv_ 
FinEn 

Con_ 
UP_E

n 

- - - - 

0x38 ｿｹｯﾄ割り込みｽﾃｰﾀｽ0ﾚｼﾞｽﾀ 
Socket_Int_Stat_0 

TO Snd_ 
Emp 

- Rcv_ 
Dav 

- - - - 

0x39 ｿｹｯﾄ割り込みｽﾃｰﾀｽ1ﾚｼﾞｽﾀ 
Socket_Int_Stat_1 

Urg Rcv_ 
Rst 

Rcv_ 
Fin 

Con_ 
Up 

- - - - 

0x3A ｿｹｯﾄｺﾏﾝﾄﾞﾚｼﾞｽﾀ 
Socket_Command 

- - - Sck_ 
Clr 

- - - Send
_Go 

0x3C ｿｹｯﾄﾃﾞｰﾀﾚｼﾞｽﾀ 
Socket_Data 

ｿｹｯﾄﾃﾞｰﾀ 

0x44 – 
0x47 

ﾘﾓｰﾄIPｱﾄﾞﾚｽﾚｼﾞｽﾀ 
Remote_IP_Address 

ﾘﾓｰﾄIPｱﾄﾞﾚｽ 

0x48 – 
0x49 

ﾛｰｶﾙﾎﾟｰﾄﾚｼﾞｽﾀ 
Local_Port 

ﾛｰｶﾙﾎﾟｰﾄ番号 

0x4A – 
0x4B 

ﾘﾓｰﾄﾎﾟｰﾄﾚｼﾞｽﾀ 
Remote_Port 

ﾘﾓｰﾄﾎﾟｰﾄ番号 

0x4C– 
0x4D 

ﾊﾞｯﾌｧ出力長ﾚｼﾞｽﾀ 
Buffer_Len_Out 

ﾊﾞｯﾌｧ出力長 

0x4E – 
0x4F 

ﾊﾞｯﾌｧ入力長ﾚｼﾞｽﾀ 
Buffer_Len_In 

ﾊﾞｯﾌｧ入力長 

0x51 遅延ACKｺﾝﾄﾛｰﾙﾚｼﾞｽﾀ 
Delayed_ACK_Control 

遅延ACK時間 

0x53 ｻｰﾋﾞｽﾀｲﾌﾟﾚｼﾞｽﾀ   
TOS 

ｻｰﾋﾞｽﾀｲﾌﾟ 

0x54 – 
0x55 

緊急ﾎﾟｲﾝﾀﾚｼﾞｽﾀ 
Urgent_Pointer 

緊急ﾎﾟｲﾝﾀ 

0x56 – 
0x57 

最大ｾｸﾞﾒﾝﾄｻｲｽﾞﾚｼﾞｽﾀ 
MSS 

最大ｾｸﾞﾒﾝﾄｻｲｽﾞ 

0x5A ｿｹｯﾄｽﾃｰﾀｽ2ﾚｼﾞｽﾀ 
Socket_Stat_2 

- - - Sck_ 
Busy 

TCP状態 

0x5C– 
0x5D 

TCPｸﾛｯｸ分周ﾚｼﾞｽﾀ 
TCP_Clk_Divider 

TCPｸﾛｯｸ分周設定値 
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iAPI ﾚｼﾞｽﾀ名ﾚｼﾞｽﾀ名ﾚｼﾞｽﾀ名ﾚｼﾞｽﾀ名 ﾚｼﾞｽﾀの定義ﾚｼﾞｽﾀの定義ﾚｼﾞｽﾀの定義ﾚｼﾞｽﾀの定義 

0x5E TCPｸﾛｯｸｲﾈｰﾌﾞﾙﾚｼﾞｽﾀ 
TCP_Clk_Enable 

- - - - - - - CLKEn 

注： 予約済みのビットはダッシュ(-)で示しています。予約済みのすべてのビットには"0"
が書き込まれなければなりません。 
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PPPモジュールは、表7-60のレジスタを使用します。これらのレジスタにアクセスする
前に、マスタインデックスレジスタを0x80でプログラムしなければなりません。 
 

表表表表 7-60 PPPレジスタマップレジスタマップレジスタマップレジスタマップ 

iAPI ﾚｼﾞｽﾀ名ﾚｼﾞｽﾀ名ﾚｼﾞｽﾀ名ﾚｼﾞｽﾀ名 ﾚｼﾞｽﾀの定義ﾚｼﾞｽﾀの定義ﾚｼﾞｽﾀの定義ﾚｼﾞｽﾀの定義 
0x30 PPPｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝIDﾚｼﾞｽﾀ 

PPP_App_ID 
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝID(0x01) 

0x31 PPPﾚﾋﾞｼﾞｮﾝIDﾚｼﾞｽﾀ 
PPP_Revision 

ﾚﾋﾞｼﾞｮﾝ(0x15) 

0x32 PPPｺﾝﾄﾛｰﾙ/ｽﾃｰﾀｽﾚｼﾞｽﾀ 
PPP_Ctrl_Stat 

PPP
_Int 

Con
_Val 

Use_
PAP 

TO_
Dis 

PPP_ 
Int_En 

Kick PPP_En PPP_Up/Rst 

0x38 PPP割り込みｺｰﾄﾞﾚｼﾞｽﾀ 
PPP_Int_Code 

PPP割り込みｺｰﾄﾞ 

0x3C PPPﾃﾞｰﾀﾚｼﾞｽﾀ 
PPP_Data 

PPPﾃﾞｰﾀ 

0x3D PAPｽﾄﾘﾝｸﾞﾚｼﾞｽﾀ 
PAP_String 

PAPﾕｰｻﾞ名とﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ 

0x3E PPP最大ﾘﾄﾗｲﾚｼﾞｽﾀ 
PPP_Max_Retry 

IPAD Use_ 
CHAP 

PPP_
Buf 

PAP
_Rst 

Max_Retry 

0x3F CHAPｺﾝﾄﾛｰﾙｽﾃｰﾀｽﾚｼﾞｽﾀ 
CHAP_Ctrl_Stat 

CHAP
_Dav 

CHAP
_Nak 

CHAP
_Ack 

- Chal_ 
Int_En 

Nak_I
nt_En 

Ack_ 
Int_ En 

- 

0x40-
0x43 

ﾛｰｶﾙIPｱﾄﾞﾚｽﾚｼﾞｽﾀ 
Local_IP_Addr 

ﾛｰｶﾙIPｱﾄﾞﾚｽ 

0x44-
0x45 

PPPﾌﾟﾛﾄｺﾙﾚｼﾞｽﾀ 
PPP_Prot 

送信ﾊﾟｹｯﾄ用PPPﾌﾟﾛﾄｺﾙ 

0x46 CHAP IDﾚｼﾞｽﾀ 
CHAP_ID 

CHAPﾊﾟｹｯﾄからのｺｰﾄﾞID 

0x48-
0x4B 

ﾋﾟｱIPｱﾄﾞﾚｽﾚｼﾞｽﾀ 
Peer_IP_Add 

ﾋﾟｱIPｱﾄﾞﾚｽ 

0x4E-
0x4F 

PPPﾃﾞｰﾀ長ﾚｼﾞｽﾀ 
PPP_Data_Len 

読み出しに利用できるPPPﾃﾞｰﾀ長 

0x50 PPP状態ﾚｼﾞｽﾀ 
PPP_State 

NCP状態 LCP状態 

0x52-
0x53 

MRUﾚｼﾞｽﾀ 
MRU 

ﾋﾟｱのMRU 

0x71 ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄﾚﾋﾞｼﾞｮﾝﾚｼﾞｽﾀ 
SP_Rev 

ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄﾚﾋﾞｼﾞｮﾝ(0x20) 

0x72 ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄｺﾝﾌｨｸﾞﾚｼﾞｽﾀ 
SP_Config 

- - HWFC CTS - DTR RTS SCTL 

0x73 ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄｽﾃｰﾀｽﾚｼﾞｽﾀ 
SP_Status 

Data
_Av 

DCD DSR CTS RI DTR RTS SCTL 

0x76 ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄ割り込みｲﾈｰﾌﾞﾙ
ﾚｼﾞｽﾀ 
SP_Int_Enable 

Plnt
_En 

DSInt
_ En 

DVInt_ 
En 

DCD 
Int_En 

- - - - 

0x78 ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄ割り込みﾚｼﾞｽﾀ 
SP_Int 

Plnt DSInt DVInt DCD 
Int 

- - - - 

0x7C ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄﾃﾞｰﾀﾚｼﾞｽﾀ 
SP_Data 

ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄﾃﾞｰﾀ 

0x80-
0x81 

ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄﾎﾞｰﾚｰﾄ分周ﾚｼﾞｽ
ﾀ 
SP_BAUD_Rate_Div 

ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄのﾎﾞｰﾚｰﾄ 

注： 予約済みのビットはダッシュ(-)で示しています。予約済みのすべてのビットには"0"
が書き込まれなければなりません。 
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7.5 ダイレクトレジスタダイレクトレジスタダイレクトレジスタダイレクトレジスタ 
ダイレクトレジスタは、マスタインデックスレジスタを設定せずにアクセスすることが
できます。 

7.5.1 ダイレクトレジスタの定義ダイレクトレジスタの定義ダイレクトレジスタの定義ダイレクトレジスタの定義 

7.5.1.1 レビジョンレジスタレビジョンレジスタレビジョンレジスタレビジョンレジスタ[Revision]――――0x00 
(読み出し専用。デフォルト0x22) 

このダイレクトレジスタは、設計のレビジョン番号を示します。表7-61と表7-62に示す
設計のレビジョンフォーマットを参照してください。 
 

表表表表 7-61 レビジョンレジスタビットの定義レビジョンレジスタビットの定義レビジョンレジスタビットの定義レビジョンレジスタビットの定義 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 上位ﾚﾋﾞｼﾞｮﾝ番号 下位ﾚﾋﾞｼﾞｮﾝ番号 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0x2 0x2 
 

表表表表 7-62 レビジョンレジスタの説明レビジョンレジスタの説明レビジョンレジスタの説明レビジョンレジスタの説明 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称 ｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽ 説明説明説明説明 
7:4 上位ﾚﾋﾞｼﾞｮﾝ番号 R この4ﾋﾞｯﾄでﾈｯﾄﾜｰｸｽﾀｯｸｺｱの上位ﾚﾋﾞｼﾞｮﾝ番号

を示します｡ 
3:0 下位ﾚﾋﾞｼﾞｮﾝ番号 R この4ﾋﾞｯﾄでﾈｯﾄﾜｰｸｽﾀｯｸｺｱの下位ﾚﾋﾞｼﾞｮﾝ番号

を示します｡ 
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7.5.1.2 汎用コントロールレジスタ汎用コントロールレジスタ汎用コントロールレジスタ汎用コントロールレジスタ[General_Control]――――0x01 
(読み出し/書き込み。デフォルト0x00) 

この汎用コントロールレジスタで、ソフトウェアリセット、レジスタマップのモード指
定を行います。表7-63と表7-64に示すレジスタフォーマットを参照してください。 
 

表表表表 7-63 汎用コントロールレジスタビットの定義汎用コントロールレジスタビットの定義汎用コントロールレジスタビットの定義汎用コントロールレジスタビットの定義 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 - - - - - NewReg - SW_Rst 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0 0 0 0 0 0 0 0 
注： 予約済みのビットはダッシュ(-)で示しています。予約済みのすべてのビットには"0"

が書き込まれなければなりません。 
 

表表表表 7-64 汎用コントロールレジスタの説明汎用コントロールレジスタの説明汎用コントロールレジスタの説明汎用コントロールレジスタの説明 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称 ｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽ 説明説明説明説明 
2 NewReg R/W 拡張ﾚｼﾞｽﾀﾓｰﾄﾞ 

このﾋﾞｯﾄは､拡張ﾚｼﾞｽﾀﾏｯﾋﾟﾝｸﾞをｲﾈｰﾌﾞﾙにします｡この
ﾋﾞｯﾄは､拡張ﾚｼﾞｽﾀにｱｸｾｽする前に設定されなければな
りません｡ﾃﾞﾌｫﾙﾄでは､このﾋﾞｯﾄはﾘｾｯﾄ後"0"になりま
す｡ 
"0"でS-7600AｺﾝﾊﾟﾁﾌﾞﾙiAPIﾚｼﾞｽﾀﾏｯﾌﾟ(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ) 
"1"で拡張iAPIﾚｼﾞｽﾀﾏｯﾌﾟ 

0 SW_Rst W ｿﾌﾄｳｪｱﾘｾｯﾄ 
"H"ﾚﾍﾞﾙにすると､ﾈｯﾄﾜｰｸｽﾀｯｸｺｱを初期状態に戻します｡
自動的にｸﾘｱされるので､通常動作のために"0"を書き込
む必要はありません｡ 
"0"で通常動作 
"1"でｿﾌﾄﾘｾｯﾄ 

 

7.5.1.3 汎用ソケットレジスタ汎用ソケットレジスタ汎用ソケットレジスタ汎用ソケットレジスタ[General_Socket_Location]――――0x02 
(読み出し専用。デフォルト0x03) 
この汎用ソケットレジスタは、ソケットの実装有無を示します。個々のソケットに対応したビッ
トが"1"であれば実装されていて、使用可能です。 
 

表表表表 7-65 汎用ソケット下位レジスタビットの定義汎用ソケット下位レジスタビットの定義汎用ソケット下位レジスタビットの定義汎用ソケット下位レジスタビットの定義(0x02) 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 - - - - - - S1 S0 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0 0 0 0 0 0 1 1 
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表表表表 7-66 汎用ソケットレジスタの説明汎用ソケットレジスタの説明汎用ソケットレジスタの説明汎用ソケットレジスタの説明 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称 ｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽ 説明説明説明説明 
1 S1 R ｿｹｯﾄ1有効 
0 S0 R ｿｹｯﾄ0有効 
 

7.5.1.4 マスタ割り込みレジスタマスタ割り込みレジスタマスタ割り込みレジスタマスタ割り込みレジスタ[Master_Interrupt]――――0x04 
(読み出し専用。デフォルト0x00) 

このレジスタは、割り込み要因を表示します。 
 

表表表表 7-67 マスタ割り込みレジスタビットの定義マスタ割り込みレジスタビットの定義マスタ割り込みレジスタビットの定義マスタ割り込みレジスタビットの定義 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 - - - - - PT_Int Link_Int Sock_Int 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0 0 0 0 0 0 0 0 

注： 予約済みのビットはダッシュ(-)で示しています。予約済みのすべてのビットには"0"
が書き込まれなければなりません。 

 

表表表表 7-68 マスタ割り込みレジスマスタ割り込みレジスマスタ割り込みレジスマスタ割り込みレジスタの説明タの説明タの説明タの説明 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称 ｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽ 説明説明説明説明 
2 PT_Int R ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄ割り込み 

ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄの状態によって割り込みが発生すると”1”にな
ります。ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝはｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄ割り込みﾚｼﾞｽﾀ(0x78)をﾁｪ
ｯｸして､割り込み要因を特定できます｡ 

1 Link_Int R PPP割り込み 
PPPﾓｼﾞｭｰﾙの状態によって割り込みが発生すると”1”に
なります。ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝはPPP割り込みｺｰﾄﾞﾚｼﾞｽﾀ(0x38)を
ﾁｪｯｸして､割り込み要因を特定できます｡ 

0 Sock_Int R ｿｹｯﾄ割り込み 
ｿｹｯﾄの状態よって割り込みが発生すると”1”になります。
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝはｿｹｯﾄ割り込みﾚｼﾞｽﾀ(0x26)をﾁｪｯｸして､割り
込み要因を特定できます｡ 
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7.5.1.5 クロック分周レジスタクロック分周レジスタクロック分周レジスタクロック分周レジスタ[Clock_Div] ――――0x1C-0x1D 
(読み出し/書き込み。デフォルト0x03E7) 

これらのレジスタにより1KHzのクロック分周レジスタを設定します。そのクロックは、ネット
ワークスタックの動作に必要な内部タイミングを生成します。以下の式により、これらのレジス
タにプログラムする値を決定します： 

(clk Freq/1KHz) – 1 = 分周比設定値 
 
ここで、clk FreqはS-7601Aの入力クロック周波数です。したがって、1MHzクロックのとき、分
周比設定値は1M/1KHz－1＝999＝0x03e7になります。小数点以下の端数がある場合は、単に切
り捨ててください。 
 

表表表表 7-69 クロック分周レジスタクロック分周レジスタクロック分周レジスタクロック分周レジスタ[Clock_Div_Low]ビットの定義ビットの定義ビットの定義ビットの定義(0x1C) 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 

定義定義定義定義 分周設定値の最下位ﾊﾞｲﾄ(LSB) 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0xE7 

 
表表表表 7-70 クロック分周レジスタクロック分周レジスタクロック分周レジスタクロック分周レジスタ[Clock_Div_High]ビットの定義ビットの定義ビットの定義ビットの定義(0x1D) 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 

定義定義定義定義 分周設定値の最上位ﾊﾞｲﾄ(MSB) 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0x03 

 

7.5.1.6 マスタインデックスレジスタマスタインデックスレジスタマスタインデックスレジスタマスタインデックスレジスタ[Master_Index]――――0x20 
(読み出し/書き込み。デフォルト0x00) 
インデックスレジスタにアクセスする前に、このレジスタを設定しなければなりません。設定値
は保持されるので、アクセスするインデックスレジスタのインデックスが変わらなければ、この
レジスタを再設定する必要はありません。有効なインデックス値を表 7-71に示します。 
 

表表表表 7-72 マスタインデックスレジスタビットの定義マスタインデックスレジスタビットの定義マスタインデックスレジスタビットの定義マスタインデックスレジスタビットの定義 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 

定義定義定義定義 ｲﾝﾃﾞｯｸｽ値 
ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0x00 

 
表表表表 7-73 マスタインデックスレジスタの説明マスタインデックスレジスタの説明マスタインデックスレジスタの説明マスタインデックスレジスタの説明 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称 ｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽ 説明説明説明説明 
7:0 ﾏｽﾀｲﾝﾃﾞｯｸｽ R/W ｱｸｾｽするﾚｼﾞｽﾀのｲﾝﾃﾞｯｸｽ 
 

表表表表 7-74 有効なインデックス値有効なインデックス値有効なインデックス値有効なインデックス値 

ｲﾝﾃﾞｯｸｽｲﾝﾃﾞｯｸｽｲﾝﾃﾞｯｸｽｲﾝﾃﾞｯｸｽ ｱｸｾｽするｲﾝﾃﾞｯｸｽﾚｼﾞｽﾀｱｸｾｽするｲﾝﾃﾞｯｸｽﾚｼﾞｽﾀｱｸｾｽするｲﾝﾃﾞｯｸｽﾚｼﾞｽﾀｱｸｾｽするｲﾝﾃﾞｯｸｽﾚｼﾞｽﾀ 
0x00 – 0x01 ｿｹｯﾄ0-ｿｹｯﾄ1 

0x80 PPP/ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄ 

注：他の値は全て予約済みです。 
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7.5.1.7 ソケットアクティブレジスタソケットアクティブレジスタソケットアクティブレジスタソケットアクティブレジスタ[Socket_Activate]――――(0x24) 
(読み出し/書き込み。デフォルト0x00) 
このレジスタによってソケットのアクティブ/非アクティブを制御します。個々のソケットに対
応するビット(ビット1がソケット1、ビット0がソケット0)を"1"に設定するとアクティブになり
ます。”0”から"1"へ変更した時、TCPクライアントモードでは、アクティブオープンしてSYNフ
ラグを送信します。TCPサーバモードでは、パッシブオープンしてピアからのSYNフラグを待ち
受けます。TCPコネクション中に”1”から"0"へ変更すると、FINフラグを送信します。UDPモード
でもデータ通信はソケットがアクティブの状態で行います。 
 

表表表表 7-75 ソケットアクティブレジスタビットの定義ソケットアクティブレジスタビットの定義ソケットアクティブレジスタビットの定義ソケットアクティブレジスタビットの定義(0x24) 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 

定義定義定義定義 - - - - - - S1 S0 
ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0 0 0 0 0 0 0 0 

注： 予約済みのビットはダッシュ(-)で示しています。予約済みのすべてのビットには"0"
が書き込まれなければなりません。 

 

7.5.1.8 ソケット割り込みレジスタソケット割り込みレジスタソケット割り込みレジスタソケット割り込みレジスタ[Socket_Interrupt]――――(0x26) 
(読み出し専用。デフォルト0x00) 
このレジスタは、ソケット割り込み要因表示です。ソケット割り込みが発生した個々のソケット
の対応するビット(ビット1がソケット1、ビット0がソケット0)が”1”になります。割り込み要因は、
該当のソケットの割り込みステータスレジスタ(インデックスレジスタを参照してください)を
調べると割り込み要因を特定できます｡ 
 

表表表表 7-76 ソケット割り込みレジスタビットの定義ソケット割り込みレジスタビットの定義ソケット割り込みレジスタビットの定義ソケット割り込みレジスタビットの定義(0x26) 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 

定義定義定義定義 - - - - - - I1 I0 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0 0 0 0 0 0 0 0 

注： 予約済みのビットはダッシュ(-)で示しています。予約済みのすべてのビットには"0"
が書き込まれなければなりません。 

 

7.5.1.9 ソケットデータソケットデータソケットデータソケットデータ有効有効有効有効レジスタレジスタレジスタレジスタ[Socket_Data_Avail]――――(0x28) 
(読み出し専用。デフォルト0x00) 
このレジスタは、ソケットの受信バッファに有効な受信データがあることを示します。個々のソ
ケットの対応するビット(ビット1がソケット1、ビット0がソケット0)が "1"であれば、そのソケ
ットに、有効データがあります。受信バッファからデータを全て読み出すと"0"になります。 
 

表表表表 7-77 ソケットデータ有効レジスタビットの定義ソケットデータ有効レジスタビットの定義ソケットデータ有効レジスタビットの定義ソケットデータ有効レジスタビットの定義(0x28) 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 

定義定義定義定義 - - - - - - DAV1 DAV0 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0 0 0 0 0 0 0 0 

注： 予約済みのビットはダッシュ(-)で示しています。予約済みのすべてのビットには"0"
が書き込まれなければなりません。 
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7.5.2 インデックスレジスタインデックスレジスタインデックスレジスタインデックスレジスタ 
インデックスレジスタは、インデックスの値をマスタインデックスレジスタインデックスレジスタは、インデックスの値をマスタインデックスレジスタインデックスレジスタは、インデックスの値をマスタインデックスレジスタインデックスレジスタは、インデックスの値をマスタインデックスレジスタ(0x20)をををを
プログラムするとアクセスすることができます。プログラムするとアクセスすることができます。プログラムするとアクセスすることができます。プログラムするとアクセスすることができます。 

7.5.3ソケットレジスタの概要ソケットレジスタの概要ソケットレジスタの概要ソケットレジスタの概要 
MPUは、ソケットアクティブレジスタやソケット割り込みレジスタなどのダイレクト
レジスタとソケットインデックスレジスタを通して、ネットワークスタックコアの
UDPやTCPを用いた通信をすることができます。表7-77に示すソケットインデックスレ
ジスタは、マスタインデックスレジスタ(0x20)に適切な値(この場合は、0x00または
0x01)を設定した後アクセスするようにしてください。表7-77に、汎用ソケットで使用
されるインデックスレジスタをまとめています。 
 

表表表表 7-78 汎用ソケットで使用されるインデックスレジスタ汎用ソケットで使用されるインデックスレジスタ汎用ソケットで使用されるインデックスレジスタ汎用ソケットで使用されるインデックスレジスタ 

iAPI レジスタレジスタレジスタレジスタ名名名名 レジスタの定義レジスタの定義レジスタの定義レジスタの定義 
0x30 ｿｹｯﾄｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝIDﾚｼﾞｽﾀ 

Socket_App_ID 
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝID(0x10) 

0x31 ｿｹｯﾄﾚﾋﾞｼﾞｮﾝﾚｼﾞｽﾀ 
Socket_Revision 

ﾚﾋﾞｼﾞｮﾝ(0x27) 

0x32 ｿｹｯﾄｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝﾚｼﾞｽﾀ 
Socket_Config 

- - - - - Type 

0x34 ｿｹｯﾄｽﾃｰﾀｽ0ﾚｼﾞｽﾀ 
Socket_Stat_0 

TO Snd_ 
Emp 

- Rcv_ 
Dav 

- - - - 

0x35 ｿｹｯﾄｽﾃｰﾀｽ1ﾚｼﾞｽﾀ 
Socket_Stat_1 

Urg Rcv_ 
Rst 

Rcv_ 
Fin 

Con_ 
Up 

- - - - 

0x36 ｿｹｯﾄ割り込みｲﾈｰﾌﾞﾙ0ﾚｼﾞｽﾀ 
Socket_Int_En_0 

TO
_En 

Snd_ 
EmpEn 

- Rcv_ 
DavEn 

- - - - 

0x37 ｿｹｯﾄ割り込みｲﾈｰﾌﾞﾙ1ﾚｼﾞｽﾀ 
Socket_Int_En_1 

Urg
_En 

Rcv_ 
RstEn 

Rcv_ 
FinEn 

Con_ 
UP_En 

- - - - 

0x38 ｿｹｯﾄ割り込みｽﾃｰﾀｽ0ﾚｼﾞｽﾀ 
Socket_Int_Stat_0 

TO Snd_ 
Emp 

- Rcv_ 
Dav 

- - - - 

0x39 ｿｹｯﾄ割り込みｽﾃｰﾀｽ1ﾚｼﾞｽﾀ 
Socket_Int_Stat_1 

Urg Rcv_ 
Rst 

Rcv_ 
Fin 

Con_ 
Up 

- - - - 

0x3A ｿｹｯﾄｺﾏﾝﾄﾞﾚｼﾞｽﾀ 
Socket_Command 

- - - Sck_ 
Clr 

- - - Send
_Go 

0x3C ｿｹｯﾄﾃﾞｰﾀﾚｼﾞｽﾀ 
Socket_Data 

ｿｹｯﾄﾃﾞｰﾀ 

0x44– 
0x47 

ﾘﾓｰﾄIPｱﾄﾞﾚｽﾚｼﾞｽﾀ 
Remote_IP_Address 

ﾘﾓｰﾄIPｱﾄﾞﾚｽ 

0x48– 
0x49 

ﾛｰｶﾙﾎﾟｰﾄﾚｼﾞｽﾀ 
Local_Port 

ﾛｰｶﾙﾎﾟｰﾄ番号 

0x4A–
0x4B 

ﾘﾓｰﾄﾎﾟｰﾄﾚｼﾞｽﾀ 
Remote_Port 

ﾘﾓｰﾄﾎﾟｰﾄ番号 

0x4C– 
0x4D 

ﾊﾞｯﾌｧ出力長ﾚｼﾞｽﾀ 
Buffer_Len_Out 

ﾊﾞｯﾌｧ出力長 

0x4E– 
0x4F 

ﾊﾞｯﾌｧ入力長ﾚｼﾞｽﾀ 
Buffer_Len_In 

ﾊﾞｯﾌｧ入力長 

0x51 遅延ACKｺﾝﾄﾛｰﾙﾚｼﾞｽﾀ 
Delayed_ACK_Control 

遅延ACK時間 

0x53 ｻｰﾋﾞｽﾀｲﾌﾟﾚｼﾞｽﾀ   
TOS 

ｻｰﾋﾞｽﾀｲﾌﾟ 

0x54– 
0x55 

緊急ﾎﾟｲﾝﾀﾚｼﾞｽﾀ 
Urgent_Pointer 

緊急ﾎﾟｲﾝﾀ 
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iAPI レジスタレジスタレジスタレジスタ名名名名 レジスタの定義レジスタの定義レジスタの定義レジスタの定義 

0x56– 
0x57 

最大ｾｸﾞﾒﾝﾄｻｲｽﾞﾚｼﾞｽﾀ 
MSS 

最大ｾｸﾞﾒﾝﾄｻｲｽﾞ 

0x5A ｿｹｯﾄｽﾃｰﾀｽ2ﾚｼﾞｽﾀ 
Socket_Stat_2 

- - - Sck_ 
Busy 

TCP状態 

0x5C– 
0x5D 

TCPｸﾛｯｸ分周ﾚｼﾞｽﾀ 
TCP_Clk_Divider 

TCPｸﾛｯｸ分周設定値 

0x5E TCPｸﾛｯｸｲﾈｰﾌﾞﾙﾚｼﾞｽﾀ 
TCP_Clk_Enable 

- - - - - - - Clk_
En 
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7.5.4ソケットレジスタの定義ソケットレジスタの定義ソケットレジスタの定義ソケットレジスタの定義 

7.5.4.1ソケットアプリケーションソケットアプリケーションソケットアプリケーションソケットアプリケーションIDレジスタレジスタレジスタレジスタ[Socket_App_ID]――――0x30 
(読み出し専用。デフォルト0x10) 
このレジスタは、アプリケーションID値を示します。汎用ソケットIDは0x10です。 
 

表表表表 7-79 ソケットアプリケーシソケットアプリケーシソケットアプリケーシソケットアプリケーションョンョンョンIDレジスタビットの定義レジスタビットの定義レジスタビットの定義レジスタビットの定義 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 

定義定義定義定義 ｿｹｯﾄｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝID 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0 0 0 1 0 0 0 0 

 

7.5.4.2ソケットレビジョンレジスタソケットレビジョンレジスタソケットレビジョンレジスタソケットレビジョンレジスタ[Socket_Revision]――――0x31 
(読み出し専用。デフォルト0x27) 
このレジスタは、汎用ソケットのレビジョンを示します。汎用ソケットレビジョンは0x27です。 
 

表表表表 7-80 ソケットレビジョンレジスタビットの定義ソケットレビジョンレジスタビットの定義ソケットレビジョンレジスタビットの定義ソケットレビジョンレジスタビットの定義 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 

定義定義定義定義 ｿｹｯﾄﾚﾋﾞｼﾞｮﾝ 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0 0 1 0 0 1 1 1 
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7.5.4.3 ソケットコンフィグレーションレジスタソケットコンフィグレーションレジスタソケットコンフィグレーションレジスタソケットコンフィグレーションレジスタ[Socket_Config]――――0x32 
(読み出し/書き込み。デフォルト0x00) 
このレジスタはソケットのプロトコルタイプを設定、表示します。このレジスタは、表7-80と表
7-81に示すように定義されます。 
 

表表表表 7-81 ソケットコンフィグレーションレジスタビットの定義ソケットコンフィグレーションレジスタビットの定義ソケットコンフィグレーションレジスタビットの定義ソケットコンフィグレーションレジスタビットの定義 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 

定義定義定義定義  - - - - Type 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0 0 0 0 0 0 

注： 予約済みのビットはダッシュ(-)で示しています。予約済みのすべてのビットには"0"
が書き込まれなければなりません。 

 

表表表表 7-82 ソケットコンフィグレーションレジスタの説明ソケットコンフィグレーションレジスタの説明ソケットコンフィグレーションレジスタの説明ソケットコンフィグレーションレジスタの説明 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称 ｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽ 説明説明説明説明 
2:0 Type R/W これらのﾋﾞｯﾄは､ｿｹｯﾄのﾌﾟﾛﾄｺﾙを以下のよう

に定義します｡ 
"000"で予約済み(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ) 
"001"でUDPｸﾗｲｱﾝﾄﾓｰﾄﾞ 
"010"でTCPｸﾗｲｱﾝﾄﾓｰﾄﾞ 
"011"で予約済み 
"100"で予約済み 
"101"でUDP_Rawﾓｰﾄﾞ 
"110"でTCPｻｰﾊﾞﾓｰﾄﾞ 
"111"で予約済み 
UDP_Rawﾓｰﾄﾞでは､ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝにはﾘﾓｰﾄIPｱﾄﾞ
ﾚｽ､UDPﾍｯﾀﾞ情報､UDPﾃﾞｰﾀが与えられます｡
UDPｸﾗｲｱﾝﾄﾓｰﾄﾞでは､ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝにはﾃﾞｰﾀ部の
みが与えられます｡ 
すべてのTCPﾓｰﾄﾞでは､TCPﾊﾟｹｯﾄのﾃﾞｰﾀ部の
みがｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝに与えられます｡ 
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7.5.4.4 ソケットステータスソケットステータスソケットステータスソケットステータス0レジスタレジスタレジスタレジスタ[Socket_Stat_0]――――0x34 
(読み出し専用。デフォルト0x40) 
このレジスタはソケットのステータスを示し、表7-82と表7-83のように定義されます。このレジ
スタのビットはすべて、割り込みイネーブルレジスタビットの値によらず読み出せます。 
 

表表表表 7-83 ソケットステータスソケットステータスソケットステータスソケットステータス0レジスタビットの定義レジスタビットの定義レジスタビットの定義レジスタビットの定義 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 TO Snd_Emp - Rcv_Dav - - - - 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0 1 0 0 0 0 0 0 

注： 予約済みのビットはダッシュ(-)で示しています。予約済みのすべてのビットには"0"
が書き込まれなければなりません。 

 

表表表表 7-84 ソケットステータスソケットステータスソケットステータスソケットステータス0レジスタの説明レジスタの説明レジスタの説明レジスタの説明 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称 ｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽ 説明説明説明説明 
7 TO R ﾀｲﾑｱｳﾄ 

このﾋﾞｯﾄはTCPﾓｰﾄﾞのｿｹｯﾄのﾀｲﾑｱｳﾄを示しま
す｡ 
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝはﾀｲﾏｰなどを用いて送信への応答
を監視して、ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝが定めた規定時間内に
正常な応答がなかった場合は、そのｺﾈｸｼｮﾝは
異常と判断して、ｿｹｯﾄをﾘｾｯﾄすべきです。 
このﾋﾞｯﾄは､ｿﾌﾄｳｪｱがｺﾏﾝﾄﾞﾚｼﾞｽﾀ(0x3A)の
Sck_Clrﾋﾞｯﾄに”1”を書き込むとｸﾘｱされます｡ 
"0"で通常動作状態 
"1"でﾀｲﾑｱｳﾄ状態 

6 
 

Snd_Emp R 送信ﾊﾞｯﾌｧｴﾝﾌﾟﾃｨ 
このﾋﾞｯﾄは､ｿｹｯﾄの送信ﾊﾞｯﾌｧが空であるかを
示します｡ 送信が完了して送信ﾊﾞｯﾌｧが自動
的に空となると、このﾋﾞｯﾄは､ｸﾘｱされます。 
"0"でﾊﾞｯﾌｧにﾃﾞｰﾀあり 
"1"でﾊﾞｯﾌｧにﾃﾞｰﾀなし 

4 Rcv_Dav R 受信ﾃﾞｰﾀ有効 
このﾋﾞｯﾄは､ｿｹｯﾄの受信ﾊﾞｯﾌｧに有効な受信ﾃﾞ
ｰﾀがあることを示します｡このﾋﾞｯﾄは､ﾃﾞｰﾀが
すべて読み出されるとｸﾘｱされます｡ 
"0"でﾃﾞｰﾀなし 
"1"でﾃﾞｰﾀあり 
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7.5.4.5 ソケットステータスソケットステータスソケットステータスソケットステータス1レジスタレジスタレジスタレジスタ[Socket_Stat_1]――――0x35 
(読み出し専用。デフォルト0x00) 
このレジスタはTCPモードのソケットのステータス条件を示し、表7-84と表7-85に示すように定
義されます。このレジスタのビットはすべて、割り込みイネーブルレジスタの値によらず読み出
せます。 
 

表表表表 7-85 ソケットステータスソケットステータスソケットステータスソケットステータス1レジスタビットの定義レジスタビットの定義レジスタビットの定義レジスタビットの定義 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 Urg Rcv_Rst Rcv_Fin Con_Up - - - - 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0 0 0 0 0 0 0 0 

注： 予約済みのビットはダッシュ(-)で示しています。予約済みのすべてのビットには"0"
が書き込まれなければなりません。 

 
表表表表 7-86 ソケットステータスソケットステータスソケットステータスソケットステータス1レジスタの説明レジスタの説明レジスタの説明レジスタの説明 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称 ｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽ 説明説明説明説明 
7 Urg R 緊急ﾃﾞｰﾀ受信 

このﾋﾞｯﾄは､URGﾌﾗｸﾞのあるﾊﾟｹｯﾄを受信し
たことを示します｡緊急ﾎﾟｲﾝﾀﾚｼﾞｽﾀ
(0x54-0x55)が"0"になると､自動的にｸﾘｱされ
ます｡ 
"0"でURGﾌﾗｸﾞ受信なし 
"1"でURGﾌﾗｸﾞ受信あり 

6 Rcv_Rst R RST受信 
このﾋﾞｯﾄは､RSTﾌﾗｸﾞを受信したことを示し
ます。RSTﾌﾗｸﾞを受信すると､S-7601Aはもは
やﾋﾟｱからﾃﾞｰﾀを受信しません｡ そのｺﾈｸｼｮﾝ
は異常と判断して、ｿｹｯﾄをﾘｾｯﾄすべきです。 
このﾋﾞｯﾄは､ｿﾌﾄｳｪｱがｺﾏﾝﾄﾞﾚｼﾞｽﾀ(0x3A)の
Sck_Clrﾋﾞｯﾄに”1”を書き込むとｸﾘｱされます｡ 
"0"でRSTﾌﾗｸﾞ受信なし 
"1"でRSTﾌﾗｸﾞ受信あり 

5 Rcv_Fin R FIN受信 
このﾋﾞｯﾄは､FINﾌﾗｸﾞを受信したことを示しま
す。FINﾌﾗｸﾞを受信したことにより
CLOSE_WAITになった場合は、ｿｹｯﾄｱｸﾃｨﾌﾞﾚ
ｼﾞｽﾀ(0X24)に”0”を書き込み、S-7601AからFIN
ﾌﾗｸﾞを送信してそのｺﾈｸｼｮﾝをｸﾛｰｽﾞします。
S-7601AからFINﾌﾗｸﾞを送信した結果、ﾋﾟｱか
らFINﾌﾗｸﾞを受信し、TIME_WAITになった場
合、2MSL時間（S-7601Aでは約6分）経過す
ると自動的にCLOSEDとなります。ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮ
ﾝが2MSL時間を待てない場合、ｿｹｯﾄをﾘｾｯﾄし
てCLOSEDとすることは事実上容認されてい
ます。 
このﾋﾞｯﾄは､ｿﾌﾄｳｪｱがｺﾏﾝﾄﾞﾚｼﾞｽﾀ(0x3A)の
Sck_Clrﾋﾞｯﾄに”1”を書き込むとｸﾘｱされます｡ 
"0"でFINﾌﾗｸﾞ受信なし 
"1"でFINﾌﾗｸﾞ受信あり 

4 Con_Up R ｺﾈｸｼｮﾝ確立 
このﾋﾞｯﾄは､ｿｹｯﾄをｱｸﾃｨﾌﾞに変更した結果、ｺ
ﾈｸｼｮﾝが確立したかを示します。このﾋﾞｯﾄは､
CLOSEDになるとｸﾘｱされます。 
"0"でｺﾈｸｼｮﾝ未確立 
"1"でｺﾈｸｼｮﾝ確立 
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7.5.4.6 ソケット割り込みイネーブルソケット割り込みイネーブルソケット割り込みイネーブルソケット割り込みイネーブル0レジスタレジスタレジスタレジスタ[Socket_Int_En_0]――――0x36 
(読み出し/書き込み。デフォルト0x00) 
このレジスタは、割り込みをイネーブルにします。このビットが設定されると、対応する割り込
みがイネーブルになります。このレジスタへの書き込みはソケットをアクティブにする前に行う
必要があります。つまり、ソケットがアクティブな状態でこのレジスタへの書き込みをおこなわ
ないでください。表7-86と表7-87にこのレジスタを定義します。 
 

表表表表 7-87 ソケット割り込みイネーブルソケット割り込みイネーブルソケット割り込みイネーブルソケット割り込みイネーブル0レジスレジスレジスレジスタビットの定義タビットの定義タビットの定義タビットの定義 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 TO_En Snd_Emp_En - Rcv_Dav_En - - - - 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0 0 0 0 0 0 0 0 

注： 予約済みのビットはダッシュ(-)で示しています。予約済みのすべてのビットには"0"
が書き込まれなければなりません。 

 

表表表表 7-88 ソケット割り込みイネーブルソケット割り込みイネーブルソケット割り込みイネーブルソケット割り込みイネーブル0レジスタの説明レジスタの説明レジスタの説明レジスタの説明 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称 ｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽ 説明説明説明説明 
7 TO_En R/W ﾀｲﾑｱｳﾄ割り込みｲﾈｰﾌﾞﾙ 

"0"で割り込みがﾃﾞｨｽｴｰﾌﾞﾙ(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ) 
"1"で割り込みがｲﾈｰﾌﾞﾙ 

6 
 

Snd_Emp_En R/W 送信ﾊﾞｯﾌｧｴﾝﾌﾟﾃｨ割り込みｲﾈｰﾌﾞﾙ 
"0"で割り込みがﾃﾞｨｽｴｰﾌﾞﾙ(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ) 
"1"で割り込みがｲﾈｰﾌﾞﾙ 

4 Rcv_Dav_En R/W 受信ﾃﾞｰﾀ有効割り込みｲﾈｰﾌﾞﾙ 
"0"で割り込みがﾃﾞｨｽｴｰﾌﾞﾙ(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ) 
"1"で割り込みがｲﾈｰﾌﾞﾙ 
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7.5.4.7 ソケット割り込みイネーブルソケット割り込みイネーブルソケット割り込みイネーブルソケット割り込みイネーブル1レジスタレジスタレジスタレジスタ[Socket_Int_En_1]――――0x37 
(読み出し/書き込み。デフォルト0x00) 
このレジスタは、割り込みをイネーブルにします。このビットが設定されると、対応する割り込
みがイネーブルになります。このレジスタへの書き込みはソケットをアクティブにする前に行う
必要があります。つまり、ソケットがアクティブな状態でこのレジスタへの書き込みをおこなわ
ないでください。表7-88と表7-89にこのレジスタを定義します。 
 

表表表表 7-89 ソケット割り込みイソケット割り込みイソケット割り込みイソケット割り込みイネーブルネーブルネーブルネーブル1レジスタビットの定義レジスタビットの定義レジスタビットの定義レジスタビットの定義 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 Urg_En Rcv_Rst_En Rcv_Fin_En Con_Up_En - - - - 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0 0 0 0 0 0 0 0 

注： 予約済みのビットはダッシュ(-)で示しています。予約済みのすべてのビットには"0"
が書き込まれなければなりません。 

 

表表表表 7-90 ソケット割り込みイネーブルソケット割り込みイネーブルソケット割り込みイネーブルソケット割り込みイネーブル1レジスタの説明レジスタの説明レジスタの説明レジスタの説明 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称 ｱｸｱｸｱｸｱｸｾｽｾｽｾｽｾｽ 説明説明説明説明 
7 Urg_En R/W 緊急ﾃﾞｰﾀ受信割り込みｲﾈｰﾌﾞﾙ 

"0"で割り込みがﾃﾞｨｽｴｰﾌﾞﾙ(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ) 
"1"で割り込みがｲﾈｰﾌﾞﾙ 

6 
 

Rcv_Rst_En R/W RST受信割り込みｲﾈｰﾌﾞﾙ 
"0"で割り込みがﾃﾞｨｽｴｰﾌﾞﾙ(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ) 
"1"で割り込みがｲﾈｰﾌﾞﾙ 

5 Rcv_Fin_En R/W FIN受信割り込みｲﾈｰﾌﾞﾙ 
"0"で割り込みがﾃﾞｨｽｴｰﾌﾞﾙ(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ) 
"1"で割り込みがｲﾈｰﾌﾞﾙ 

4 Con_Up_En R/W ｺﾈｸｼｮﾝ確立割り込みｲﾈｰﾌﾞﾙ 
"0"で割り込みがﾃﾞｨｽｴｰﾌﾞﾙ(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ) 
"1"で割り込みがｲﾈｰﾌﾞﾙ 
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7.5.4.8 ソケット割り込みステータスソケット割り込みステータスソケット割り込みステータスソケット割り込みステータス0レジスタレジスタレジスタレジスタ[Socket_Int_Stat_0]――――0x38 
(読み出し/書き込み。デフォルト0x00) 
このレジスタは、ソケット割り込み要因の特定表示です。このレジスタは、割り込みイネーブル
０レジスタ（0x36）の設定に対応した割り込み要因を示します。割り込みが発生すると、この
レジスタのビットは“１”になります。 
表7-90と表7-91にこのレジスタを定義します。 
 

表表表表 7-91 ソケット割り込みステータスソケット割り込みステータスソケット割り込みステータスソケット割り込みステータス0レジスタビットの定義レジスタビットの定義レジスタビットの定義レジスタビットの定義 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 TO Snd_Emp - Rcv_Dav - - - - 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0 0 0 0 0 0 0 0 

注： 予約済みのビットはダッシュ(-)で示しています。予約済みのすべてのビットには"0"
が書き込まれなければなりません。 

 

表表表表 7-92 ソケット割り込みステータスソケット割り込みステータスソケット割り込みステータスソケット割り込みステータス0レジスタの説明レジスタの説明レジスタの説明レジスタの説明 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称 ｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽ 説明説明説明説明 
7 TO R/W ﾀｲﾑｱｳﾄ割り込みｽﾃｰﾀｽ 

このﾋﾞｯﾄはTCPﾓｰﾄﾞのｿｹｯﾄのﾀｲﾑｱｳﾄが発生し
たことを示します｡ 
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝはﾀｲﾏｰなどを用いて送信への応答
を監視して、ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝが定めた規定時間内に
正常な応答がなかった場合は、そのｺﾈｸｼｮﾝは
異常と判断して、ｿｹｯﾄをﾘｾｯﾄすべきです。 
このｽﾃｰﾀｽは､このﾋﾞｯﾄに"1"を書き込むとｸﾘｱ
されます｡ 

6 
 

Snd_Emp R/W 送信ﾊﾞｯﾌｧｴﾝﾌﾟﾃｨ割り込みｽﾃｰﾀｽ 
このﾋﾞｯﾄは､ｿｹｯﾄの送信ﾊﾞｯﾌｧが空になったこ
とを示します｡ 
このﾋﾞｯﾄに"1"を書き込むとｸﾘｱされます｡ 

4 Rcv_Dav R/W 受信データ有効割り込みｽﾃｰﾀｽ 
このﾋﾞｯﾄは､ｿｹｯﾄの受信ﾊﾞｯﾌｧに有効な受信ﾃﾞ
ｰﾀが格納されたことを示します｡ 
このｽﾃｰﾀｽは､このﾋﾞｯﾄに"1"を書き込むとｸﾘｱ
されます｡ 
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7.5.4.9 ソケット割り込みステータスソケット割り込みステータスソケット割り込みステータスソケット割り込みステータス1レジスタレジスタレジスタレジスタ[Socket_Int_Stat_1]――――0x39 
(読み出し/書き込み。デフォルト0x00) 
このレジスタは、TCPモードのソケット割り込み要因の特定表示です。このレジスタは、割り込
みイネーブルレジスタ（0x37）の設定に対応した割り込み要因を示します。割り込みが発生す
ると、このレジスタのビットは“１”になります。 
表7-92と表7-93にこのレジスタを定義します。 
 

表表表表 7-93 ソケット割り込みステータスソケット割り込みステータスソケット割り込みステータスソケット割り込みステータス1レジスタビットの定義レジスタビットの定義レジスタビットの定義レジスタビットの定義 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 Urg Rcv_Rst Rcv_Fin Con_Up - - - - 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0 0 0 0 0 0 0 0 

注： 予約済みのビットはダッシュ(-)で示しています。予約済みのすべてのビットには"0"
が書き込まれなければなりません。 

 

表表表表 7-94 ソケット割り込みステータスソケット割り込みステータスソケット割り込みステータスソケット割り込みステータス1レジスタの説明レジスタの説明レジスタの説明レジスタの説明 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称 ｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽ 説明説明説明説明 
7 Urg R/W 緊急ﾃﾞｰﾀ受信割り込みｽﾃｰﾀｽ 

このﾋﾞｯﾄは､URGﾌﾗｸﾞのあるﾊﾟｹｯﾄを受信し
たことを示します｡ 
このﾋﾞｯﾄは､"1"が書き込まれるとｸﾘｱされま
す｡ 

6 
 

Rcv_Rst R/W RST受信割り込みｽﾃｰﾀｽ 
このﾋﾞｯﾄは､RSTﾌﾗｸﾞを受信したことを示し
ます。RSTﾌﾗｸﾞを受信すると､S-7601Aはﾋﾟｱ
からﾃﾞｰﾀを受信しません｡ この場合コネクシ
ョン異常としてソケットをリセットすべきで
す。 
このﾋﾞｯﾄは､"1"が書き込まれるとｸﾘｱされま
す｡ 

5 Rcv_Fin R/W FIN受信割り込みｽﾃｰﾀｽ 
このﾋﾞｯﾄは､FINﾌﾗｸﾞを受信したことを示しま
す。FINﾌﾗｸﾞを受信したことにより
CLOSE_WAITになった場合は、ｿｹｯﾄｱｸﾃｨﾌﾞﾚ
ｼﾞｽﾀ(0X24)に”0”を書き込み、S-7601AからFIN
ﾌﾗｸﾞを送信してそのｺﾈｸｼｮﾝをｸﾛｰｽﾞします。
S-7601AからFINﾌﾗｸﾞを送信した結果、ﾋﾟｱか
らFINﾌﾗｸﾞを受信し、TIME_WAITになった後、
2MSL時間（S-7601Aでは約6分）経過すると
自動的にCLOSEDとなります。ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝが
2MSL時間を待てない場合、ｿｹｯﾄをﾘｾｯﾄして
CLOSEDとすることは事実上容認されていま
す。 
このﾋﾞｯﾄは､"1"が書き込まれるとｸﾘｱされま
す｡ 

4 Con_Up R/W ｺﾈｸｼｮﾝ確立割り込みｽﾃｰﾀｽ 
このﾋﾞｯﾄは､ｿｹｯﾄをｱｸﾃｨﾌﾞに変更した結果、ｺ
ﾈｸｼｮﾝが確立したかを示します。 
このﾋﾞｯﾄは､"1"が書き込まれるとｸﾘｱされま
す｡ 
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7.5.4.10ソケットコマンドレジスタソケットコマンドレジスタソケットコマンドレジスタソケットコマンドレジスタ[Socket_Command]――――0x3A 
(書き込み専用。デフォルト0x00) 
このレジスタは、ソケットのリセット、データ送信の開始を行います。 
 

表表表表 7-95 ソケットコマンドレジスタビットの定義ソケットコマンドレジスタビットの定義ソケットコマンドレジスタビットの定義ソケットコマンドレジスタビットの定義 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 - - - Sck_Clr - - - Send_Go 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0 0 0 0 0 0 0 0 

注： 予約済みのビットはダッシュ(-)で示しています。予約済みのすべてのビットには"0"
が書き込まれなければなりません。 

 

表表表表 7-96 ソケットコマンドレジスタの説明ソケットコマンドレジスタの説明ソケットコマンドレジスタの説明ソケットコマンドレジスタの説明 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称 ｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽ 説明説明説明説明 
4 Sck_Clr W ｿｹｯﾄｸﾘｱ 

このﾋﾞｯﾄに"1"を書き込むと､ｿｹｯﾄはﾘｾｯﾄされ
ます｡ｿｹｯﾄを設定、ｱｸﾃｨﾌﾞとする前にﾘｾｯﾄして
ください｡また、RSTﾌﾗｸﾞを受信するなど､そ
のｺﾈｸｼｮﾝを異常と判断したら、ｿｹｯﾄをﾘｾｯﾄし
てください。 
ただし、"1"を書き込む前に､ｿｹｯﾄｽﾃｰﾀｽ2ﾚｼﾞｽﾀ 
(0x5A､ﾋﾞｯﾄ4)のSck_Busyﾋﾞｯﾄが"0"であるこ
とを確認しなければなりません｡ 
このﾋﾞｯﾄは自動的にｸﾘｱされます｡ 

0 
 

Send_Go W 送信ｺﾞｰ 
このﾋﾞｯﾄに"1"を書き込むと､ｿｹｯﾄはﾃﾞｰﾀﾚｼﾞｽ
ﾀ(0x3C)から書き込んだ送信ﾊﾞｯﾌｧのﾃﾞｰﾀを送
信します｡ 送信ﾊﾞｯﾌｧが空の状態では"1"を書
き込まないでください。 
TCPﾓｰﾄﾞでは､送信ﾊﾞｯﾌｧのﾃﾞｰﾀをﾋﾟｱが要求
したMSSｻｲｽﾞのｾｸﾞﾒﾝﾄ単位にﾊﾟｹｯﾄを分けてｽ
ﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｳｲﾝﾄﾞｳで送信します。送信したﾊﾟｹｯ
ﾄに対するﾋﾟｱからのACKが確認されると送信
ﾊﾞｯﾌｧからﾃﾞｰﾀがｸﾘｱされます｡ 送信ﾊﾞｯﾌｧに
ﾃﾞｰﾀを書き込んだ後、必ずこのﾋﾞｯﾄに"1"を書
き込んでください。万が一、送信すべきでな
いﾃﾞｰﾀを送信ﾊﾞｯﾌｧに書き込んでしまったし
まった場合はﾊｰﾄﾞｳｴｱﾘｾｯﾄかｿﾌﾄｳｴｱﾘｾｯﾄある
いはｿｹｯﾄをﾘｾｯﾄする必要があります。 
UDPﾓｰﾄﾞでは､送信ﾊﾞｯﾌｧの全ﾃﾞｰﾀを一つのﾊﾟ
ｹｯﾄで送信して、送信ﾊﾞｯﾌｧのﾃﾞｰﾀをｸﾘｱしま
す｡ひとたび送信ﾊﾞｯﾌｧにﾃﾞｰﾀを書き込んだ以
上、必ずこのﾋﾞｯﾄに"1"を書き込んでくださ
い。万が一、送信すべきでないﾃﾞｰﾀを送信ﾊﾞ
ｯﾌｧに書き込んでしまったしまった場合はﾊｰ
ﾄﾞｳｴｱﾘｾｯﾄかｿﾌﾄｳｴｱﾘｾｯﾄする必要があります。 
このﾋﾞｯﾄは自動的にｸﾘｱされます｡ 
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7.5.4.11ソケットデータレジスタソケットデータレジスタソケットデータレジスタソケットデータレジスタ[Socket_Data]――――0x3C 
(読み出し/書き込み。デフォルトN/A) 
このレジスタは受信バッファからデータを読み出し、送信バッファにデータを書き込みます。 
 

表表表表 7-97 ソケットデータレジスタビットの定義ソケットデータレジスタビットの定義ソケットデータレジスタビットの定義ソケットデータレジスタビットの定義 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 ｿｹｯﾄﾃﾞｰﾀ 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ N/A 

 
表表表表 7-98 ソケットデータレジスタの説明ソケットデータレジスタの説明ソケットデータレジスタの説明ソケットデータレジスタの説明 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称 ｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽ 説明説明説明説明 
7:0 ソケットデータ R/W このﾚｼﾞｽﾀに1ﾊﾞｲﾄが書き込まれると､それを

送信ﾊﾞｯﾌｧに格納します｡送信ﾊﾞｯﾌｧはﾊﾞｯﾌｧ出
力長ﾚｼﾞｽﾀ(0x4C-0x4D)によってｱﾄﾞﾚｯｼﾝｸﾞさ
れる1023ﾊﾞｲﾄのFIFOﾒﾓﾘです。送信ﾊﾞｯﾌｧが空
の状態でﾊﾞｯﾌｧ出力長ﾚｼﾞｽﾀは0x03FFです。1
ﾊﾞｲﾄ書き込むとﾃﾞｸﾘﾒﾝﾄします。1023ﾊﾞｲﾄ書
き込むと0x0000になります。これ以上は書き
込まないでください。 
ｿｹｯﾄｽﾃｰﾀｽ0ﾚｼﾞｽﾀ (0x34,ﾋﾞｯﾄ4)のRcv_Davﾋﾞ
ｯﾄが”1”であれば、受信ﾊﾞｯﾌｧに有効な受信ﾃﾞｰ
ﾀがあることを示します｡そのときこのﾚｼﾞｽﾀ
を読み出すと受信ﾊﾞｯﾌｧから1ﾊﾞｲﾄのﾃﾞｰﾀが得
られます。受信ﾊﾞｯﾌｧはﾊﾞｯﾌｧ入力長ﾚｼﾞｽﾀ
(0x4E-0x4F)によってｱﾄﾞﾚｯｼﾝｸﾞされる2047ﾊﾞ
ｲﾄのFIFOﾒﾓﾘです。ﾊﾞｯﾌｧ入力長ﾚｼﾞｽﾀは受信
ﾊﾞｯﾌｧに格納されているﾃﾞｰﾀのﾊﾞｲﾄ数を示し
ています。1ﾊﾞｲﾄ読み出すとﾊﾞｯﾌｧ入力長ﾚｼﾞｽ
ﾀはﾃﾞｸﾘﾒﾝﾄします。全てのﾃﾞｰﾀを読み出すと
0x0000となります。この時、Rcv_Davﾋﾞｯﾄが
ｸﾘｱされます。Rcv_Davビットが“０”の状態
で読み出ししてはいけません。 
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7.5.4.12リモートリモートリモートリモートIPアドレスレジスタアドレスレジスタアドレスレジスタアドレスレジスタ[Remote_IP_Address]――――0x44-0x47 
(読み出し/書き込み。デフォルト0x00000000) 
これらのレジスタは、ソケットのリモートIPアドレスを示します。TCPサーバモードでは、ピア
のソケットとコネクションが確立されると、自動的にピアのIPアドレスがこれらのレジスタにセ
ットされます。一方、TCPクライアントモードでは、ソケットをアクティブにする前にピアのIP
アドレスをこれらのレジスタに設定する必要があります。UDPモードでの送信の前にピアのIP
アドレスを設定する必要があります。UDPモードの受信では意味を持ちません。これらのレジス
タは任意の順序で書き込むことができます。表7-98～表7-101に示すように定義されます。 
 

表表表表 7-99 リモートリモートリモートリモートIPアドレスアドレスアドレスアドレス0レジスタビットの定義レジスタビットの定義レジスタビットの定義レジスタビットの定義(0x44) 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 ﾘﾓｰﾄIPｱﾄﾞﾚｽのLSB 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0x00 

 
表表表表 7-100 リモートリモートリモートリモートIPアドレスアドレスアドレスアドレス1レジスタビットの定義レジスタビットの定義レジスタビットの定義レジスタビットの定義(0x45) 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 ﾘﾓｰﾄIPｱﾄﾞﾚｽの第3位のﾊﾞｲﾄ 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0x00 

 
表表表表 7-101 リモートリモートリモートリモートIPアドレスアドレスアドレスアドレス2レジスタビットの定義レジスタビットの定義レジスタビットの定義レジスタビットの定義(0x46) 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 ﾘﾓｰﾄIPｱﾄﾞﾚｽの第2位のﾊﾞｲﾄ 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0x00 

 
表表表表 7-102 リモートリモートリモートリモートIPアドレスアドレスアドレスアドレス3レジスタビットの定義レジスタビットの定義レジスタビットの定義レジスタビットの定義(0x47) 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 ﾘﾓｰﾄIPｱﾄﾞﾚｽのMSB 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0x00 



Dial –up TCP/IP Network Stack LSI 
S7601A  Hardware Specification Revision 1.0b 

セイコーインスツルメンツ株式会社セイコーインスツルメンツ株式会社セイコーインスツルメンツ株式会社セイコーインスツルメンツ株式会社        7-49 

 

7.5.4.13ローカルポートレジスタローカルポートレジスタローカルポートレジスタローカルポートレジスタ[Local_Port]――――0x48-0x49 
(読み出し/書き込み。デフォルト0x0000) 
これらのレジスタは、ソケットのローカルポートを示します。ソケットをアクティブにする前に
ローカルポート番号を設定する必要があります。ローカルポート番号をウェルノウンポートとす
るときは、RFC1700に準拠する必要があります。ソケットをリセットするとこのレジスタはイ
ンクリメントします。この機能は、クライアントアプリケーションでは、通常、各セッションご
とにローカルポート番号をインクリメントしている、という事実を考慮したものです。ただし、
これらのレジスタが0x0000か0xFFFFのときにソケットをリセットするとランダムな値になり
ます。 
 

表表表表 7-103 ローカルポート下位レジスタビットの定義ローカルポート下位レジスタビットの定義ローカルポート下位レジスタビットの定義ローカルポート下位レジスタビットの定義(0x48) 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 ﾛｰｶﾙﾎﾟｰﾄのLSB 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0x00 

 
表表表表 7-104 ローカルポート上位レジスタビットの定義ローカルポート上位レジスタビットの定義ローカルポート上位レジスタビットの定義ローカルポート上位レジスタビットの定義(0x49) 

ﾋﾋﾋﾋﾞｯﾄﾞｯﾄﾞｯﾄﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 ﾛｰｶﾙﾎﾟｰﾄのMSB 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0x00 

 

7.5.4.14リモートポートレジスタリモートポートレジスタリモートポートレジスタリモートポートレジスタ[Remote_Port]――――0x4A-0x4B 
(読み出し/書き込み。デフォルト0x0000) 
これらのレジスタは、ソケットのリモートポートを示します。TCPサーバモードでは、ピアのソ
ケットとコネクションが確立されると、自動的にピアのポート番号がこれらのレジスタにセット
されます。一方、TCPクライアントモードでは、ソケットをアクティブにする前にピアのポート
番号をこれらのレジスタに設定する必要があります。UDPモードでは送信の前にピアのポート番
号を設定する必要があります。UDPモードの受信では意味を持ちません。これらのレジスタは任
意の順序で書き込むことができます。 
 

表表表表 7-105 リモートポート下位レジスタビットの定義リモートポート下位レジスタビットの定義リモートポート下位レジスタビットの定義リモートポート下位レジスタビットの定義(0x4A) 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 ﾘﾓｰﾄﾎﾟｰﾄのLSB 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0x00 

 
表表表表 7-106 リモートポート上位レジスタビットの定義リモートポート上位レジスタビットの定義リモートポート上位レジスタビットの定義リモートポート上位レジスタビットの定義(0x4B) 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 ﾘﾓｰﾄﾎﾟｰﾄのMSB 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0x00 

 



Dial-up TCP/IP Network Stack LSI  
S7601A  Hardware Specification Revision 1.0b 

7-50 セイコーインスツルメンツ株式会社セイコーインスツルメンツ株式会社セイコーインスツルメンツ株式会社セイコーインスツルメンツ株式会社  

7.5.4.15バッファ出力長レジスタバッファ出力長レジスタバッファ出力長レジスタバッファ出力長レジスタ[Buffer_Len_Out]――――0x4C-0x4D 
(読み出し専用。デフォルト0x03FF) 
これらのレジスタは1023バイトのFIFOメモリである送信バッファをアドレッシングします。送
信バッファが空の状態でこれらのレジスタは0x03FFです。1バイト書き込むとデクリメントしま
す。1023バイト書き込むと0x0000になります。送信バッファからデータが送信されると、その
分増加します。これらのレジスタは、リセットによりデフォルト値0x03FFになります。 
 

表表表表 7-107 バッファ出力長下位レジスタビットの定義バッファ出力長下位レジスタビットの定義バッファ出力長下位レジスタビットの定義バッファ出力長下位レジスタビットの定義(0x4C) 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 ﾊﾞｯﾌｧ出力長[7:0] 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0xFF 

 
表表表表 7-108 バッファ出力長上位レバッファ出力長上位レバッファ出力長上位レバッファ出力長上位レジスタビットの定義ジスタビットの定義ジスタビットの定義ジスタビットの定義(0x4D) 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 - - - - - - ﾊﾞｯﾌｧ出力長[9:8] 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0x03 

 

7.5.4.16バッファ入力長レジスタバッファ入力長レジスタバッファ入力長レジスタバッファ入力長レジスタ[Buffer_Len_In]――――0x4E-0x4F 
(読み出し専用。デフォルト0x0000) 
これらのレジスタは2047バイトのFIFOメモリである受信バッファをアドレッシングします。受
信バッファが空の状態でこれらのレジスタは0x0000です。受信バッファにデータが格納される
と、その分増加します。1バイト読み出すとデクリメントします。これらのレジスタは、リセッ
トによりデフォルト値0x0000になります。 
 

表表表表 7-109 バッファ入力長下位レジスタビットの定義バッファ入力長下位レジスタビットの定義バッファ入力長下位レジスタビットの定義バッファ入力長下位レジスタビットの定義(0x4E) 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 ﾊﾞｯﾌｧ入力長[7:0] 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0x00 

 
表表表表 7-110 バッファ入力長上位レジスタビットの定義バッファ入力長上位レジスタビットの定義バッファ入力長上位レジスタビットの定義バッファ入力長上位レジスタビットの定義(0x4F) 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 - - - - - ﾊﾞｯﾌｧ入力長[10:8] 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0x00 
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7.5.4.17遅延遅延遅延遅延Ackコントロールレジスタコントロールレジスタコントロールレジスタコントロールレジスタ[Delayed_ACK_Control]――――0x51 
(読み出し/書き込み。デフォルト0x00) 
このレジスタは、表7-110と表7-111に定義するようにTCPモードでの遅延ACKの時間を設定しま
す。S-7601Aは、ピアから正常なデータを受信したときや、送信したデータに対してピアから正
常なACKフラグを受信したとき、ACKフラグを送信します。そのとき、設定時間だけ待ってから
ACKフラグを送信するというのが遅延ACKの概念です。通常その設定は不要です。しかし、込み
合ったネットワークやラウンドトリップ遅延が極端に大きなネットワークでは適切な遅延ACK
を設定することにより、トラフィックやパケット総量を軽減できる場合があります。適切な遅延
ACK値を求める一般式はありません。もし、遅延ACKをデフォルト以外の値に設定するのなら、
ネットワークを含めてシステム全体で充分検討してください。ACKフラグの送信としては他に以
下がありますが、これらは、遅延ACKの対象ではありません。ピアからSYNフラグ、FINフラグ
を受信したときや、フロー制御を実現するために、受信バッファが広がったときTCPヘッダのウ
インドウサイズフィールドへそのサイズを設定してピアへ通知する場合などです。また、 
S-7601Aがデータを送信すべきタイミングであれば、遅延ACKの設定値によらず送信します。 
S-7601Aのデータ送信は、スライディングウインドに対応しています。 
 

表表表表 7-111 遅延遅延遅延遅延Ackコントロールレジスタビットの定義コントロールレジスタビットの定義コントロールレジスタビットの定義コントロールレジスタビットの定義(0x51) 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 遅延Ack時間 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0x00 

 
表表表表 7-112 遅延遅延遅延遅延Ackコントロールレジスタの説明コントロールレジスタの説明コントロールレジスタの説明コントロールレジスタの説明(0x51) 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称 ｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽ 説明説明説明説明 
7:0 遅延Ack時間 R/W このﾌｨｰﾙﾄﾞは､遅延時間をﾐﾘ秒(ms)で設定し

ます｡遅延時間は､0～255msに設定すること
ができます｡ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値は0msです｡ 

 

7.5.4.18サービスタイプレジスタサービスタイプレジスタサービスタイプレジスタサービスタイプレジスタ[TOS]――――0x53 
(読み出し/書き込み。デフォルト0x00) 
このレジスタは、データグラムを送信するためのIPヘッダのTOSフィールドを構成します。ビッ
ト配置はTOSフィールドと同一です。 
 

表表表表 7-113 TOSレジスタビットの定義レジスタビットの定義レジスタビットの定義レジスタビットの定義 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 ｻｰﾋﾞｽﾀｲﾌﾟ 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ  0x00 
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7.5.4.19緊急ポインタレジスタ緊急ポインタレジスタ緊急ポインタレジスタ緊急ポインタレジスタ[Urgent_Pointer]――――0x54-0x55 
(読み出し専用。デフォルト0x00) 
これらのレジスタは、緊急データの始まりを受信バッファのオフセットで示します。URGフラ
グを受信すると、ソケットステータス0レジスタ(0x35,ビット7)は”1”になり、イネーブルならば
割り込みが起こります。受信バッファからデータを1ビット読み出すと、これらのレジスタはデ
クリメントします。緊急データが読み出される前に新しいURGフラグをを受信してしまうと、
これらのレジスタはすべて新しいデータで上書きされます。S-7601Aは、緊急データを送信する
ことはできません。つまり、URGフラグを送信することはできません。 
 

表表表表 7-114 緊急ポインタ下位レジスタビットの定義緊急ポインタ下位レジスタビットの定義緊急ポインタ下位レジスタビットの定義緊急ポインタ下位レジスタビットの定義(0x54) 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 緊急ﾎﾟｲﾝﾀのLSB 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0x00 

 
表表表表 7-115 緊急ポインタ上位レジスタビットの定義緊急ポインタ上位レジスタビットの定義緊急ポインタ上位レジスタビットの定義緊急ポインタ上位レジスタビットの定義(0x55) 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 緊急ﾎﾟｲﾝﾀのMSB 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0x00 

 

7.5.4.20最大セグメントサイズレジスタ最大セグメントサイズレジスタ最大セグメントサイズレジスタ最大セグメントサイズレジスタ[MSS]――――0x56-0x57 
(読み出し/書き込み。デフォルト0x0218) 
これらのレジスタは、TCPモードでコネクション確立時にピアが要求したMSS値を示します。送
信バッファのデータはこのレジスタの値のMSSサイズでセグメント単位にパッケトを分けてス
ライディングウインドで送信します。リセット後のMSSのデフォルト値は536です。ピアがMSS
を要求しなかった場合、それはデフォルトである536を要求されたと解釈します。仮に、ピアが
1023以上のMSSを要求しても、S-7601Aの送信バッファは1023バイトなので、それは、1023と
解釈されます。通常アプリケーションはこれらの値を書きかえる必要はありません。特別な事情
がある場合は、これらの値を書きかえてMSSを設定できます。ただし、ピアが要求したMSS値
よりも大きな値に設定してはいけません。S-7601AはピアにMSSを要求しません。 
 

表表表表 7-116 MSS下位レジスタビットの定義下位レジスタビットの定義下位レジスタビットの定義下位レジスタビットの定義(0x56) 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 MSSのLSB 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0x18 

 
表表表表 7-117 MSS上位レジスタビットの定義上位レジスタビットの定義上位レジスタビットの定義上位レジスタビットの定義(0x57) 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 MSSのMSB 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0x02 
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7.5.4.21ソケットステータスソケットステータスソケットステータスソケットステータス2レジスタレジスタレジスタレジスタ[Socket_Stat_2]――――0x5A 
(読み出し専用。デフォルト0x00) 
このレジスタはソケットのステータスを示し、表7-117と表7-118に示すように定義されます。こ
のレジスタのビットはすべて、割り込みイネーブルレジスタの値によらず読み出せます。アプリ
ケーションが制御すべきTCP状態遷移のうち、TCPクライアントモードでのCLOSEDから
SYN_SENT、TCPサーバモードでのCLOSEDからLISTENはソケットアクティブレジスタ(0x24)
でソケットをアクティブにすることで行います。 
ESTABLISHEDからFIN_WAIT1、CLOSE_WAITからLAST_ACKはソケットアクティブレジスタ
(0x24)でソケットを非アクティブにすることで行います。このときFINフラグを送信します。し
かし、コネクションが異常、 S-7601AがTCPモードのソケットのタイムアウト状態、ソケット
ステータス0レジスタのSnd_Emp(0x34、ビット6)が”0”のときなどはFINフラグを送信しない場合
があります。そのときは、ソケットをリセットしてCLOSEDとしてください。TIME_WAITにな
った場合、2MSL時間（S-7601Aでは約6分）経過すると自動的にCLOSEDとなります。アプリケ
ーションが2MSL時間を待てない場合、ソケットをリセットしてCLOSEDとすることは事実上容
認されています。また、RSTフラグを受信するなど､そのコネクションを異常と判断したら、ソ
ケットをリセットしてCLOSEDとしてください。 
 

表表表表 7-118 ソケットステータスソケットステータスソケットステータスソケットステータス2レジスタビットの定義レジスタビットの定義レジスタビットの定義レジスタビットの定義 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 - - - Sck_Busy TCP状態 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0 0 0 0 0x0 

注： 予約済みのビットはダッシュ(-)で示しています。予約済みのすべてのビットには"0"
が書き込まれなければなりません。 

 

表表表表 7-119 ソケットステータスソケットステータスソケットステータスソケットステータス2レジスタの説明レジスタの説明レジスタの説明レジスタの説明 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称 ｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽ 説明説明説明説明 
4 Sck_Busy R ｿｹｯﾄﾋﾞｼﾞｰ 

このﾋﾞｯﾄは､ｿｹｯﾄがTCPｾｸﾞﾒﾝﾄを送信中また
は受信中であることを示します｡ 
ｿｹｯﾄｺﾏﾝﾄﾞﾚｼﾞｽﾀ(0x3A、ビット4)に"1"を書き
込むと､ｿｹｯﾄはﾘｾｯﾄされます｡ｿｹｯﾄのリセット
の前にこのﾋﾞｯﾄが"0"であることを確認しな
ければなりません｡ 
"0"でｿｹｯﾄはﾉﾝﾋﾞｼﾞｰ 
"1"でｿｹｯﾄはﾋﾞｼﾞｰ 

3:0 TCP状態 R これらのﾋﾞｯﾄは､現在のTCP状態を示します｡ 
0=CLOSED 
1=SYN_SENT 
2=ESTABLISHED 
3=CLOSE_WAIT 
4=LAST_ACK 
5=FIN_WAIT1 
6=FIN_WAIT2 
7=CLOSING 
8=TIME_WAIT 
9=LISTEN 

A=SYN_RECVD 
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7.5.4.22クロック分周レジスタクロック分周レジスタクロック分周レジスタクロック分周レジスタ[TCP_Clk_Divider]――――0x5C-0x5D 
(読み出し/書き込み。デフォルト0x03E7) 
これらのレジスタにより実装されているオプションのTCPクロック分周レジスタを設定します。
そのクロックは、TCPモジュールの動作に必要な内部タイミングを生成します。このクロックを
使用するには、0x5EレジスタのTCPクロックイネーブルビットをイネーブルにする必要があり
ます。イネーブルでない場合、 クロック分周レジスタ(0x1C-0x1D)で設定した1KHzクロックが
TCPモジュールに使用されます。通常はクロック分周レジスタを使用してください。しかし、込
み合ったネットワークやラウンドトリップ遅延が極端に大きなネットワークでは適切に設定さ
れたTCPクロックジェネレータを使用することにより、トラフィックやパケット総量を軽減でき
る場合があります。以下の式により、これらのレジスタ設定する値を計算します： 
 

(clk Freq / tcp_clk) – 1 = 分周比設定値 
 
ここで、clk FreqはS-7601Aの入力クロック周波数であり、tcp_clkは希望するTCPモジュールの
クロックレートです。したがって、入力クロックが1MHzで、希望するTCPクロックレートが1KHz
のとき、分周比設定値は1M/1KHz－1＝999＝0x03e7になります。小数点以下の端数がある場合
は、単に切り捨ててください。なお、このレジスタはインデックス0x00にのみ実装されていま
す。このレジスタを設定するときは、インデックスが0x00である必要があります。その生成ク
ロックは、ソケット0、ソケット1に共通に使われます。適切な分周比設定値を求める一般式はあ
りません。 tcp_clkは1KHzが標準でこれを基準に微調整を行います。分周比設定値はネットワー
クを含めてシステム全体で充分検討してください。微調整される時間は、S-7601Aの再送信間隔、
TCPタイムアウトまでの時間、2MSL時間、遅延ACK時間です。 TCPクロックレートが基準であ
る1KHzのとき、再送信の1回目は約900ms後です。その後は倍々に送信間隔が増加します。4分
経過するとTCPモードのソケットのタイムアウトとなります。タイムアウト以降は約2分間隔で
再送信しますがその状態では、そのコネクションは異常と判断して、ソケットをリセットすべき
です。TCPモードでの再送信は、SYN, FINの送信と、データの送信に対する正常な応答がなかっ
た場合に行われます。 
 
 

表表表表 7-120 TCPクロック分周レジスタビットの定義クロック分周レジスタビットの定義クロック分周レジスタビットの定義クロック分周レジスタビットの定義(0x5C) 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 分周設定値の最下位ﾊﾞｲﾄ(LSB) 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0xE7 

表表表表 7-121 TCPクロック分周レジスタビットの定義クロック分周レジスタビットの定義クロック分周レジスタビットの定義クロック分周レジスタビットの定義(0x5D) 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 分周設定値の最上位ﾊﾞｲﾄ(MSB) 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0x03 
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7.5.4.23TCPクロックイネーブルレジスタクロックイネーブルレジスタクロックイネーブルレジスタクロックイネーブルレジスタ[TCP_Clk_Enable]――――0x5E 
(読み出し/書き込み。デフォルト0x00) 
TCPクロック分周レジスタ(0x5C-0x5D)を使用するときはこのレジスタのTCPクロックイネーブ
ルビットをイネーブルにする必要があります。イネーブルでない場合、 クロック分周レジスタ
(0x1C-0x1D)で設定した1KHzクロックがTCPモジュールに使用されます。このレジスタを設定す
るときは、インデックスが0x00である必要があります。 TCPモジュールのクロックは、ソケッ
ト0、ソケット1に共通に使われます。 
 

表表表表 7-122 TCPクロックイネーブルレジスタビットの定義クロックイネーブルレジスタビットの定義クロックイネーブルレジスタビットの定義クロックイネーブルレジスタビットの定義 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 Reserved Clk_En 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0x00 0x0 

 
表表表表 7-123 TCPクロックイネーブルレジスタの説明クロックイネーブルレジスタの説明クロックイネーブルレジスタの説明クロックイネーブルレジスタの説明 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称 ｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽ 説明説明説明説明 
0 Clk_En R/W TCPｸﾛｯｸｲﾈｰﾌﾞﾙ 

"0"でTCPは1kHzｸﾛｯｸ分周ﾚｼﾞｽﾀを使用(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ) 
"1"でTCPはTCPﾛｯｸ分周ﾚｼﾞｽﾀを使用 
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7.5.5 PPP / シリアルポートレジスタシリアルポートレジスタシリアルポートレジスタシリアルポートレジスタ 

7.5.5.1PPP / シリアルポートレジスタマップシリアルポートレジスタマップシリアルポートレジスタマップシリアルポートレジスタマップ 
PPP/シリアルポートインデックスレジスタにアクセスする前にマスタインデックスレジスタを、
0x80にプログラムしなければなりません。 

表表表表 7-124 PPPレジスタマップレジスタマップレジスタマップレジスタマップ 

iAPI ﾚｼﾞｽﾀ名ﾚｼﾞｽﾀ名ﾚｼﾞｽﾀ名ﾚｼﾞｽﾀ名 ﾚｼﾞｽﾀ定義ﾚｼﾞｽﾀ定義ﾚｼﾞｽﾀ定義ﾚｼﾞｽﾀ定義 
0x30 PPPｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝIDﾚｼﾞｽﾀ 

PPP_App_ID 
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝID(0x01) 

0x31 PPPﾚﾋﾞｼﾞｮﾝIDﾚｼﾞｽﾀ 
PPP_Revision 

ﾚﾋﾞｼﾞｮﾝ(0x15) 

0x32 PPPｺﾝﾄﾛｰﾙ/ｽﾃｰﾀｽﾚｼﾞｽﾀ 
PPP_Ctrl_Stat 

PPP
_Int 

Con
_Val 

Use_
PAP 

TO_
Dis 

PPP_ 
Int_En 

Kick PPP_
En 

PPP_Up/Rst 

0x38 PPP割り込みｺｰﾄﾞﾚｼﾞｽﾀ 
PPP_Int_Code 

PPP割り込みｺｰﾄﾞ 

0x3C PPPﾃﾞｰﾀﾚｼﾞｽﾀ 
PPP_Data 

PPPﾃﾞｰﾀ 

0x3D PAPｽﾄﾘﾝｸﾞﾚｼﾞｽﾀ 
PAP_String 

PAPﾕｰｻﾞ名とﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ 

0x3E PPP最大ﾘﾄﾗｲﾚｼﾞｽﾀ 
PPP_Max_Retry 

IPAD Use_ 
CHAP 

PPP_
Buf 

PAP
_Rst 

Max_Retry 

0x3F CHAPｺﾝﾄﾛｰﾙｽﾃｰﾀｽﾚｼﾞｽﾀ 
CHAP_Ctrl_Stat 

CHAP
_Dav 

CHAP
_Nak 

CHAP
_Ack 

- Chal_ 
Int_En 

Nak_ 
Int_En 

Ack_ 
Int_ En 

- 

0x40-
0x43 

ﾛｰｶﾙIPｱﾄﾞﾚｽﾚｼﾞｽﾀ 
Local_IP_Addr 

ﾛｰｶﾙIPｱﾄﾞﾚｽ 

0x44-
0x45 

PPPﾌﾟﾛﾄｺﾙﾚｼﾞｽﾀ 
PPP_Prot 

送信ﾊﾟｹｯﾄ用PPPﾌﾟﾛﾄｺﾙ 

0x46 CHAP IDﾚｼﾞｽﾀ 
CHAP_ID 

CHAPﾊﾟｹｯﾄからのｺｰﾄﾞID 

0x48-
0x4B 

ﾋﾟｱIPｱﾄﾞﾚｽﾚｼﾞｽﾀ 
Peer_IP_Add 

ﾋﾟｱIPｱﾄﾞﾚｽ 

0x4E-
0x4F 

PPPﾃﾞｰﾀ長ﾚｼﾞｽﾀ 
PPP_Data_Len 

読み出しに利用できるPPPﾃﾞｰﾀ長 

0x50 PPP状態ﾚｼﾞｽﾀ 
PPP_State 

NCP状態 LCP状態 

0x52-
0x53 

MRUﾚｼﾞｽﾀ 
MRU 

ﾋﾟｱのMRU 

0x71 ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄﾚﾋﾞｼﾞｮﾝﾚｼﾞｽﾀ 
SP_Rev 

ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄﾚﾋﾞｼﾞｮﾝ(0x20) 

0x72 ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄｺﾝﾌｨｸﾞﾚｼﾞｽﾀ 
SP_Config 

- - HWFC CTS - DTR RTS SCTL 

0x73 ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄｽﾃｰﾀｽﾚｼﾞｽﾀ 
SP_Status 

Data
_Av 

DCD DSR CTS RI DTR RTS SCTL 

0x76 ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄ割り込みｲﾈｰﾌﾞﾙ
ﾚｼﾞｽﾀ 
SP_Int_Enable 

Plnt
_En 

DSInt
_ En 

DVInt_ 
En 

DCD 
Int_En 

- - - - 

0x78 ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄ割り込みﾚｼﾞｽﾀ 
SP_Int 

Plnt DSInt DVInt DCD 
Int 

- - - - 

0x7C ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄﾃﾞｰﾀﾚｼﾞｽﾀ 
SP_Data 

ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄﾃﾞｰﾀ 
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iAPI ﾚｼﾞｽﾀ名ﾚｼﾞｽﾀ名ﾚｼﾞｽﾀ名ﾚｼﾞｽﾀ名 ﾚｼﾞｽﾀ定義ﾚｼﾞｽﾀ定義ﾚｼﾞｽﾀ定義ﾚｼﾞｽﾀ定義 

0x80-
0x81 

ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄﾎﾞｰﾚｰﾄ分周ﾚｼﾞｽ
ﾀ 
SP_BAUD_Rate_Div 

ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄのﾎﾞｰﾚｰﾄ 

注： 予約済みのビットはダッシュ(-)で示しています。予約済みのすべてのビットには"0"
が書き込まれなければなりません。 
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7.5.6PPP / シリアルポートレジスタの定義シリアルポートレジスタの定義シリアルポートレジスタの定義シリアルポートレジスタの定義 

7.5.6.1 PPPアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションIDレジスタレジスタレジスタレジスタ[PPP_App_ID]――――0x30 
(読み出し専用。デフォルト0x01) 
このレジスタは、PPPモジュールのアプリケーションIDを示します。この値は0x01です。 
 

表表表表 7-125 アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションIDレジスタビットの定義レジスタビットの定義レジスタビットの定義レジスタビットの定義 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 

定義定義定義定義 PPPｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝID 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0 0 0 0 0 0 0 1 

 

7.5.6.2 PPPレビジョンレビジョンレビジョンレビジョンIDレジスタレジスタレジスタレジスタ[PPP_Revision]――――0x31 
(読み出し専用。デフォルト0x15) 
このレジスタは、PPPモジュールのレビジョンIDを示します。この値は0x15です。 
 

表表表表 7-126 レビジョンレビジョンレビジョンレビジョンIDレジスタビットの定義レジスタビットの定義レジスタビットの定義レジスタビットの定義 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 

定義定義定義定義 PPPﾚﾋﾞｼﾞｮﾝ 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0 0 0 1 0 1 0 1 
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7.5.6.3 PPPコントロールコントロールコントロールコントロール/ステータスレジスタステータスレジスタステータスレジスタステータスレジスタ[PPP_Ctrl_Stat]――――0x32 
(読み出し/書き込み。デフォルト0x00) 
このレジスタはPPPモジュールを制御し、そのステータスを示します。 

表表表表 7-127 PPPコントロールコントロールコントロールコントロール/ステータスレジスタビットの定義ステータスレジスタビットの定義ステータスレジスタビットの定義ステータスレジスタビットの定義 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 

定義定義定義定義 PPP_I
nt 

Con_Val Use_PA
P 

TO_Dis PPP_Int_E
n 

Kick PPP_En PPP_U
p/SRst 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0 0 0 0 0 0 0 0 

 

表表表表 7-128 PPPコントロールコントロールコントロールコントロール/ステータスレジスタの説明ステータスレジスタの説明ステータスレジスタの説明ステータスレジスタの説明 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称 ｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽ 説明説明説明説明 
7 PPP_Int R/W PPP割り込み 

このﾋﾞｯﾄは､PPP割り込み要因表示です。｡PPP割り込
みｺｰﾄﾞﾚｼﾞｽﾀ(0x38)を調べると､割り込み要因を特定で
きます｡このﾋﾞｯﾄに"1"を書き込むと､割り込みをｸﾘｱし
ます｡ PPP割り込みはこのﾚｼﾞｽﾀのﾋﾞｯﾄ3でｲﾈｰﾌﾞﾙに
なります。 
"0"でPPP割り込みなし 
"1"でPPP割り込みあり 

6 Con_Val R/W 接続確定 
PPP接続が可能な状態であることをPPPﾓｼﾞｭｰﾙへ通知
します｡このﾚｼﾞｽﾀのﾋﾞｯﾄ1に”1”を書き込むときは、同
時にこのﾋﾞｯﾄにも”1”を書き込んでください。”0”を書き
込む前に、PPPが切断されていることを確認して下さ
い。 
"0"でPPP接続ができない状態(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ) 
"1"でPPP接続が可能な状態 

5 Use_PAP R/W PAP認証の使用 
このﾋﾞｯﾄがｲﾈｰﾌﾞﾙであれば､LCPﾌｪｰｽﾞでﾋﾟｱからの
PAP認証の設定要求をACKして、PAPｽﾄﾘﾝｸﾞを送信ま
す｡PAPｽﾄﾘﾝｸﾞはPAPｽﾄﾘﾝｸﾞﾚｼﾞｽﾀ(0x3D)へ入力します
が、その前にこのﾋﾞｯﾄを設定してください｡ PAPｽﾄﾝｸﾞ
が適切であれば S-7601AはﾋﾟｱからPAP認証されま
す。ﾋﾟｱへPAP認証の設定要求を送信することはできま
せん。つまり、S-7601AはﾋﾟｱをPAP認証することはで
きません。 
CHAP認証がｲﾈｰﾌﾞﾙならば､このﾋﾞｯﾄの設定にかかわ
りなくCHAP認証が行われます｡ 
"0"でPAPがﾃﾞｨｽｴｰﾌﾞﾙ(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ) 
"1"でPAPがｲﾈｰﾌﾞﾙ 

4 TO_Dis R/W このﾋﾞｯﾄはﾃｽﾄ用途のため、必ず"0"を書き込んで下さ
い。 

3 PPP_Int_En R/W PPP割り込み許可 
このﾋﾞｯﾄはPPP割り込みをｲﾈｰﾌﾞﾙにします｡ 
"0"でPPP割り込みがﾃﾞｨｽｴｰﾌﾞﾙ(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ) 
"1"でPPP割り込みがｲﾈｰﾌﾞﾙ 

2 Kick R/W このﾋﾞｯﾄはﾃｽﾄ用途のため、必ず"0"を書き込んで下さ
い。 

1 PPP_En R/W PPPｲﾈｰﾌﾞﾙ 
このﾋﾞｯﾄを”0”から”1”に変更すると、 PPPﾓｼﾞｭｰﾙをｲﾈ
ｰﾌﾞﾙにしてPPP接続要求を開始します｡このとき、この
ﾚｼﾞｽﾀのﾋﾞｯﾄ6にも”1”を書き込んでください。
TCP/UDP通信はPPP接続が確立したあとで行います。
このﾋﾞｯﾄを”1”から”0”に変更すると、PPP切断要求が開
始されPPPﾓｼﾞｭｰﾙをﾃﾞｨｽｲﾈｰﾌﾞﾙにします｡ 
"0"でPPPがﾃﾞｨｽｴｰﾌﾞﾙ(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ) 
"1"でPPPがｲﾈｰﾌﾞﾙ 
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ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称 ｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽ 説明説明説明説明 
0 PPP_Up/SRst R/W PPP接続確立/PPPﾘｾｯﾄ 

読み出し時は､ PPPをｲﾈｰﾌﾞﾙに変更した結果、このﾋﾞ
ｯﾄが”0”から”1”へ変化すると、PPPが接続を確立したこ
とを示します｡ 
"0"でPPP接続未確立 
"1"でPPP接続確立 
書き込み時は､このﾋﾞｯﾄはPPPﾓｼﾞｭｰﾙをﾘｾｯﾄします｡自
動的にｸﾘｱしますので､"0"を書き込まなくても通常動
作になります｡ ”1”を書き込む前に、PPPが切断されて
いることを確認して下さい。 
"0"でPPPをﾘｾｯﾄしない 
"1"でPPPをﾘｾｯﾄする 

 
PPP接続時の書き込み手順例 

7 6 5 4 3 2 1 0 
PPP_Int Con_Val Use_PAP TO_Dis PPP_Int_En Kick PPP_En PPP_Up/SRst 

0 0 0 0 0 0 0 1 
-- 1 -- 0 -- 0 0 0 

(その他のレジスタ設定) 
-- 1 -- 0 -- 0 1 0 

(PPP接続確立確認) 
 
PPP切断時の書き込み手順例 

7 6 5 4 3 2 1 0 
PPP_Int Con_Val Use_PAP TO_Dis PPP_Int_En Kick PPP_En PPP_Up/SRst 

-- 1 -- 0 -- 0 0 0 
(PPP切断確認) 

0 0 0 0 0 0 0 0 
 
PPP切断時の書き込み（ピアからの切断、異常系の切断）手順例 

7 6 5 4 3 2 1 0 
PPP_Int Con_Val Use_PAP TO_Dis PPP_Int_En Kick PPP_En PPP_Up/SRst 

(PPP切断確認) 
0 0 0 0 0 0 0 0 

 
--は、必要に応じて設定します。これらは一例です。実際の手順はアプリケーション仕様で決定
してください。 
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7.5.6.4 PPP割り込みコードレジスタ割り込みコードレジスタ割り込みコードレジスタ割り込みコードレジスタ[PPP_Int_Code]――――0x38 
(読み出し専用。デフォルト0x00) 
このレジスタは、PPP割り込みステータスコードを示します。 
 

表表表表 7-129 PPP割り込みコードレジスタビットの定義割り込みコードレジスタビットの定義割り込みコードレジスタビットの定義割り込みコードレジスタビットの定義 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 

定義定義定義定義 PPP割り込みｽﾃｰﾀｽｺｰﾄﾞ 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0x00 

 
 

表表表表 7-130 PPP割り込みステータスコード割り込みステータスコード割り込みステータスコード割り込みステータスコード 

ｽﾃｰﾀｽｺｰﾄﾞｽﾃｰﾀｽｺｰﾄﾞｽﾃｰﾀｽｺｰﾄﾞｽﾃｰﾀｽｺｰﾄﾞ 定義定義定義定義 
0x00 予約済み 
0x01 PPPがLCPﾈｺﾞｼｴｰｼｮﾝに失敗 
0x02 PPPがNCPﾈｺﾞｼｴｰｼｮﾝに失敗 
0x04 ﾀｰﾐﾈｰｼｮﾝ要求を受け取った 
0x05 PAP認証が失敗 
0x06 CHAPﾁｬﾚﾝｼﾞを受信 
0x07 CHAP Ackを受信 
0x08 CHAP Nakを受信 
0x09 PPP接続 
0x0A PPP切断 

 
ステータスコードの0x01, 0x02, 0x05, 0x09, 0x0AはPPP割り込み要因の特定表示です。PPPコン
トロール/ステータスレジスタのPPP_Int_En(0x32、ビット3)の値によらず読み出せますのでポー
リングによる監視も可能です。ステータスコードの0x04はポーリングによる監視に用います。
ステータスコードの0x06, 0x07, 0x08はPPP割り込み要因の特定表示です。これらの割り込みは
CHAPコントロール/ステータスレジスタ(0x3F)でイネーブルされます。これらをポーリングによ
って監視するときは、CHAPコントロール/ステータスレジスタで行ってください。 
PPP接続確立はステータスコードの0x09で確認できます。PPP切断はステータスコードの0x0A
で確認できます。ピアからPPP切断を要求された場合、ステータスコードは0x04 - 0x0A - 0x01
と遷移します。この場合、0x0Aか0x01であればPPP切断と判断できます。ステータスコードの
0x01, 0x02, 0x05, 0x08は異常系のPPP切断を示します。多くのダイアルアップサーバはPPP切
断するとダイアルアップ接続そのものを切断します。また、アプリケーションはタイマーなどを
用いて接続要求への応答を監視して、アプリケーションが定めた規定時間内に0x09に遷移しな
い場合は、異常と判断すべきです。アプリケーション仕様で決定することがらですが、PPP切断
または異常と判断したらハードウエアリセットか少なくともソフトウエアリセットすることを
お勧めします。その後、必要ならあらためてダイアルアップ接続してください。 
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7.5.6.5 PPPデータレジスタデータレジスタデータレジスタデータレジスタ[PPP_Data]――――0x3C 
(読み出し/書き込み。デフォルトN/A) 
このレジスタからCHAPチャレンジを1バイトづつ読み出します。このレジスタを読み出す前に、
PPPデータ長レジスタ(0x4E-0x4F)を読み出して、受信データのバイト数を確かめておいてくだ
さい。また、このレジスタへCHAP応答を1バイトづつ書き込みます。書き込みを行う前に、PPP
最大リトライレジスタのPPP_Bufビット(0x3E、ビット5)が”1”であることを確認する必要があり
ます。すべてのデータを書き込んだあと、PPPデータ長レジスタ(0x4E)のLSBレジスタに0x00を
書き込むとCHAP応答パケットが送信されます。 

表表表表 7-131 PPPデータレジスタビットの定義データレジスタビットの定義データレジスタビットの定義データレジスタビットの定義 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 

定義定義定義定義 PPPﾃﾞｰﾀ 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ N/A 

 

7.5.6.6 PAPストリングレジスタストリングレジスタストリングレジスタストリングレジスタ[PAP_String]――――0x3D 
(書き込み。デフォルトN/A) 
このレジスタから、PAPストリングを1バイトづつ入力します。PAPストリングは、表7-131に示
すフォーマットに従って入力してください。 

表表表表 7-132 PAPストリングフォーマットストリングフォーマットストリングフォーマットストリングフォーマット 

ﾊﾞｲﾄﾊﾞｲﾄﾊﾞｲﾄﾊﾞｲﾄ ｽﾄﾘﾝｸﾞｽﾄﾘﾝｸﾞｽﾄﾘﾝｸﾞｽﾄﾘﾝｸﾞ 
[0] ﾕｰｻﾞ名の長さ 
[1] ﾕｰｻﾞ名の最初のﾊﾞｲﾄ 
[2] ﾕｰｻﾞ名の第2位のﾊﾞｲﾄ 
[n] ﾕｰｻﾞ名の最後のﾊﾞｲﾄ(ここで"n"はﾕｰｻﾞ名ｽﾄﾘﾝｸﾞの長さです) 

[n+1] ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞの長さ 
[n+2] ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞの最初のﾊﾞｲﾄ 

[n+m+1] ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞの最後のﾊﾞｲﾄ(ここで"m"はﾊﾟｽﾜｰﾄﾞｽﾄﾘﾝｸﾞの長さです) 

例： ユーザ名ストリングが「joe」で、パスワードが「public」である場合、表7-132
に示すようにバイトを入力してください。 

表表表表 7-133 PAPストリングの例ストリングの例ストリングの例ストリングの例 

ﾊﾞｲﾄﾊﾞｲﾄﾊﾞｲﾄﾊﾞｲﾄ 値値値値 説明説明説明説明 
0 0x03 ﾕｰｻﾞ名ｽﾄﾘﾝｸﾞの長さ 
1 0x6a 文字 “j” 
2 0x6f 文字 “o” 
3 0x65 文字 “e” 
4 0x06 ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞｽﾄﾘﾝｸﾞの長さ 
5 0x70 文字 “p” 
6 0x75 文字 “u” 
7 0x62 文字 “b” 
8 0x6c 文字 “l 
9 0x69 文字 “i 
a 0x63 文字 “c” 

 
PAPストリングを入力する前に、PPPコントロール/ステータスレジスタ(0x32)の
Use_PAPビットを”1”に設定してください。 
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7.5.6.7 PPP最大リトライレジスタ最大リトライレジスタ最大リトライレジスタ最大リトライレジスタ[PPP_Max_Retry]――――0x3E 
(読み出し/書き込み。デフォルト0x2A) 
このレジスタはPPPのパラメータを制御し、また、ステータスを示します。 
 

表表表表 7-134 PPP最大リトライレジスタビットの定義最大リトライレジスタビットの定義最大リトライレジスタビットの定義最大リトライレジスタビットの定義 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 

定義定義定義定義 IPAD Use_CHAP PPP_Buf PAP_Rst 最大ﾘﾄﾗｲ 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0 0 1 0 0xA 

 

表表表表 7-135 PPP最大リトライレジスタの説明最大リトライレジスタの説明最大リトライレジスタの説明最大リトライレジスタの説明 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称 ｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽ 説明説明説明説明 
7 IPAD R/W IPｱﾄﾞﾚｽ割り当てﾓｰﾄﾞｲﾈｰﾌﾞﾙ 

このﾋﾞｯﾄは､IPｱﾄﾞﾚｽ割り当てﾓｰﾄﾞをｲﾈｰﾌﾞﾙします｡ ｲ
ﾈｰﾌﾞﾙで、かつ、NCPﾌｪｰｽﾞでﾋﾟｱから0.0.0.0のIPアド
レス設定要求を受信すると、ｵﾌﾟｼｮﾝﾌｨｰﾙﾄﾞに10.10.-.-
を設定したNAKﾊﾟｹｯﾄを送信します。従ってﾋﾟｱのIPｱ
ﾄﾞﾚｽはこの10.10.-.-に割り当てられます。下位の2ﾊﾞ
ｲﾄはS-7601Aが自動的にﾗﾝﾀﾞﾑに決定します。これ以
外の場合、S-7601AはﾋﾟｱからのIPアドレス設定要求
をACKします。 
"0"でｸﾗｲｱﾝﾄﾓｰﾄﾞ(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ) 
"1"でIPｱﾄﾞﾚｽ割り当てﾓｰﾄﾞ 

6 Use_CHAP R/W CHAP使用 
このﾋﾞｯﾄがｲﾈｰﾌﾞﾙであれば､LCPﾌｪｰｽﾞでﾋﾟｱからの
CHAP認証の設定要求をACKします。CHAPﾁｬﾚﾝｼﾞを
受信したらｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝは受信ﾃﾞｰﾀとIDを読み出し、
CHAP応答を組み立てて送信してください。通常は
MD5のｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑが採用されています。MD5は
RFC1321で標準化されています。CHAP応答が適切で
あれば S-7601AはﾋﾟｱからCHAP認証されます。ﾋﾟｱ
へCHAP認証の設定要求を送信することはできませ
ん。つまり、S-7601AはﾋﾟｱをCHAP認証することは
できません。 
CHAP認証がｲﾈｰﾌﾞﾙならば､Use_PAPﾋﾞｯﾄの設定にか
かわりなくCHAP認証が行われます｡ 
"0"でCHAPがﾃﾞｨｽｴｰﾌﾞﾙ(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ) 
"1"でCHAPがｲﾈｰﾌﾞﾙ 

5 PPP_Buf R PPPﾊﾞｯﾌｧｸﾘｱ 
このﾋﾞｯﾄは､PPPﾃﾞｰﾀﾚｼﾞｽﾀ(0x3C)へ書き込み可能な
ことを示します。 
"0"でPPPﾃﾞｰﾀﾚｼﾞｽﾀへ書き込みできない 
"1"でPPPﾃﾞｰﾀﾚｼﾞｽﾀへ書き込み可能 

4 PAP_Rst W PAPｽﾄﾘﾝｸﾞﾘｾｯﾄ 
このﾋﾞｯﾄは､PAPｽﾄﾘﾝｸﾞﾚｼﾞｽﾀをﾘｾｯﾄするために使用
されます｡PAPｽﾄﾘﾝｸﾞﾚｼﾞｽﾀは書き込みを行う前に､ﾘｾ
ｯﾄしてください｡このﾋﾞｯﾄは自動的にｸﾘｱしますの
で､"0"を書き込まなくても通常動作になります｡ 
"0"でPAPｽﾄﾘﾝｸﾞﾚｼﾞｽﾀをﾘｾｯﾄしない 
"1"でPAPｽﾄﾘﾝｸﾞﾚｼﾞｽﾀをﾘｾｯﾄする 

3:0 Max_Retry R/W 最大ﾘﾄﾗｲ 
このﾌｨｰﾙﾄﾞは､PPPﾈｺﾞｼｴｰｼｮﾝの各ﾌｪｰｽﾞでﾋﾟｱから正
常なACKが得られないときに何回ﾘﾄﾗｲするかをPPP
ﾓｼﾞｭｰﾙに指示します｡ﾃﾞﾌｫﾙﾄで､このﾌｨｰﾙﾄﾞは0xAに
設定されます。0ﾍﾞｰｽのｶｳﾝﾀなので11回のﾘﾄﾗｲです｡
この設定はRFC勧告に準拠するものです｡ 
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7.5.6.8 CHAPコントロールコントロールコントロールコントロール/ステータスレジスタステータスレジスタステータスレジスタステータスレジスタ[CHAP_Ctrl_Stat]――――0x3F 
(読み出し/書き込み。デフォルト0x00) 
このレジスタは各種のCHAPパラメータを制御し、各種のステータスビットを示します。 
 

表表表表 7-136 CHAPコントロールコントロールコントロールコントロール/ステータスレジスタビットの定義ステータスレジスタビットの定義ステータスレジスタビットの定義ステータスレジスタビットの定義 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 

定義定義定義定義 CHAP_Dav CHAP_Nak CHAP_
Ack 

- Chal_Int
_En 

Nak_Int
_En 

Ack_Int
_En 

- 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0 0 0 0 0 0 0 0 

注： 予約済みのビットはダッシュ(-)で示しています。予約済みのすべてのビットには"0"
が書き込まれなければなりません。 

 
表表表表 7-137 CHAPコントロールコントロールコントロールコントロール/ステータスレジスタの説明ステータスレジスタの説明ステータスレジスタの説明ステータスレジスタの説明 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称 ｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽ 説説説説明明明明 
7 CHAP_Dav R/W CHAPﾃﾞｰﾀ有効 

このﾋﾞｯﾄはCHAPﾁｬﾚﾝｼﾞﾊﾟｹｯﾄが受信され､ﾃﾞｰﾀを読
み出すことができる状態になったことを示します｡
Chal_Int_Enﾋﾞｯﾄが”1”に設定されていると､そのとき
PPP割り込みが発生します｡このﾋﾞｯﾄに"1"を書き込
むと､このﾋﾞｯﾄと割り込みはｸﾘｱされます｡この割り
込みはまた､PPPｺﾝﾄﾛｰﾙ/ｽﾃｰﾀｽﾚｼﾞｽﾀ(0x32)のPPP_Int
ﾋﾞｯﾄに"1"を書き込んでもｸﾘｱすることができます｡ 
"0"でCHAPﾁｬﾚﾝｼﾞﾃﾞｰﾀなし(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ) 
"1"でCHAPﾁｬﾚﾝｼﾞﾃﾞｰﾀあり 

6 CHAP_Nak R/W CHAP Nak受信 
このﾋﾞｯﾄは､CHAP Nakﾊﾟｹｯﾄが受信されたことを示
します｡Nak_Int_Enﾋﾞｯﾄが”1”に設定されていると､そ
のときPPP割り込みが発生します｡このﾋﾞｯﾄに"1"を
書き込むと､このﾋﾞｯﾄと割り込みはｸﾘｱされます｡こ
の割り込みはまた､PPPｺﾝﾄﾛｰﾙ/ｽﾃｰﾀｽﾚｼﾞｽﾀ(0x32)の
PPP_Intﾋﾞｯﾄに"1"を書き込んでもｸﾘｱすることができ
ます｡ 
"0"で通常状態(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ) 
"1"でCHAP Nak受信 

5 CHAP_Ack R/W CHAP Ack受信 
このﾋﾞｯﾄは､CHAP Ackﾊﾟｹｯﾄが受信されたことを示
します｡Ack_Int_Enﾋﾞｯﾄが”1”に設定されていると､そ
のときPPP割り込みが発生します｡このﾋﾞｯﾄに"1"を
書き込むと､このﾋﾞｯﾄと割り込みはｸﾘｱされます｡こ
の割り込みはまた､PPPｺﾝﾄﾛｰﾙ/ｽﾃｰﾀｽﾚｼﾞｽﾀ(0x32)の
PPP_Intﾋﾞｯﾄに"1"を書き込んでもｸﾘｱすることができ
ます｡ 
"0"で通常状態(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ) 
"1"でCHAP Ack受信 

3 Chal_Int_En R/W ﾁｬﾚﾝｼﾞ割り込みｲﾈｰﾌﾞﾙ 
このﾋﾞｯﾄは､CHAPﾁｬﾚﾝｼﾞﾊﾟｹｯﾄが受信されると発生
するPPP割り込みをｲﾈｰﾌﾞﾙにします｡このﾋﾞｯﾄの状態
によらず､このﾚｼﾞｽﾀのCHAP_Davﾋﾞｯﾄは読み出せま
す｡ 
"0"でﾁｬﾚﾝｼﾞ割り込みがﾃﾞｨｽｴｰﾌﾞﾙ(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ) 
"1"でﾁｬﾚﾝｼﾞ割り込みがｲﾈｰﾌﾞﾙ 
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ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称 ｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽ 説明説明説明説明 

2 Nak_Int_En R/W Nak割り込みｲﾈｰﾌﾞﾙ 
このﾋﾞｯﾄは､CHAP Nakﾊﾟｹｯﾄを受信すると発生する
PPP割り込みをｲﾈｰﾌﾞﾙにします｡ このﾋﾞｯﾄの状態に
よらず､このﾚｼﾞｽﾀのCHAP_Nak ﾋﾞｯﾄは読み出せま
す｡ 
"0"でNak割り込みがﾃﾞｨｽｴｰﾌﾞﾙ(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ) 
"1"でNak割り込みがｲﾈｰﾌﾞﾙ 

1 Ack_Int_En R/W ACK割り込みｲﾈｰﾌﾞﾙ 
このﾋﾞｯﾄは､CHAP ACKﾊﾟｹｯﾄを受信すると発生する
PPP割り込みをｲﾈｰﾌﾞﾙにします｡ このﾋﾞｯﾄの状態に
よらず､このﾚｼﾞｽﾀの CHAP_Ack ﾋﾞｯﾄは読み出せま
す｡ 
“0"でACK割り込みがﾃﾞｨｽｴｰﾌﾞﾙ(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ) 
"1"でACK割り込みがｲﾈｰﾌﾞﾙ 

 

7.5.6.9 ローカルローカルローカルローカルIPアドレスレジスタアドレスレジスタアドレスレジスタアドレスレジスタ[Local_IP_Addr]――――0x40-0x43 
(読み出し/書き込み。デフォルト0x00000000) 
これらのレジスタを設定してからPPP接続を行うと、S-7601AはNCPフェーズでまずその設定値
のIPアドレスを設定要求します。ピアがそれをACKすればローカルIPアドレスは設定値になりま
す。ピアにフローティングIPアドレス割り付けの機能がある場合は、S-7601Aからの設定要求を
NAKして、ローカルIPアドレスを割り付ける場合もあります。このレジスタを0x00000000でＰ
ＰＰ接続を行った場合、S-7601AはNCPフェーズで0.0.0.0のIPアドレスを設定要求します。ピア
は必ずこれをNAKしてローカルIPアドレスを割り付けます。PPP接続確立を確認してから、これ
らのレジスタを読み出すと最終的にネゴシエーションされたローカルIPアドレスを示します。 
 

表表表表 7-138 ローカルローカルローカルローカルIPアドレスレジスタビットの定義アドレスレジスタビットの定義アドレスレジスタビットの定義アドレスレジスタビットの定義(0x40) 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 

定義定義定義定義 ﾛｰｶﾙIPｱﾄﾞﾚｽのLSB 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0x00 
0 

表表表表 7-139 ローカルローカルローカルローカルIPアドレスレジスタビットの定義アドレスレジスタビットの定義アドレスレジスタビットの定義アドレスレジスタビットの定義(0x41) 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 

定義定義定義定義 ﾛｰｶﾙIPｱﾄﾞﾚｽの第3位のﾊﾞｲﾄ 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0x00 

 
表表表表 7-140 ローカルローカルローカルローカルIPアドレスレジスタビットの定義アドレスレジスタビットの定義アドレスレジスタビットの定義アドレスレジスタビットの定義(0x42) 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 

定義定義定義定義 ﾛｰｶﾙIPｱﾄﾞﾚｽの第2位のﾊﾞｲﾄ 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0x00 

 
表表表表 7-141 ローカルローカルローカルローカルIPアドレスレジスタビットの定義アドレスレジスタビットの定義アドレスレジスタビットの定義アドレスレジスタビットの定義(0x43) 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 

定義定義定義定義 ﾛｰｶﾙIPｱﾄﾞﾚｽのMSB 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0x00 

 



Dial-up TCP/IP Network Stack LSI  
S7601A  Hardware Specification Revision 1.0b 

7-66 セイコーインスツルメンツ株式会社セイコーインスツルメンツ株式会社セイコーインスツルメンツ株式会社セイコーインスツルメンツ株式会社  

7.5.6.10PPPプロトコルレジスタプロトコルレジスタプロトコルレジスタプロトコルレジスタ[PPP_Prot]――――0x44-0x45 
(読み出し/書き込み。デフォルト0xC223) 
これらのレジスタは、アプリケーションが組み立てたPPPパケットのプロトコルを指定します。
デフォルトでは、これらのレジスタはCHAPプロトコル(0xC223)に初期化されます。通常デフォ
ルト以外に設定する必要はありません。CHAP以外のプロトコルを使用する場合、これらのレジ
スタはPPPデータレジスタ(0x3C)にデータを書き込む前に設定する必要があります。 
 

表表表表 7-142 PPPプロトコルレジスタビットの定義プロトコルレジスタビットの定義プロトコルレジスタビットの定義プロトコルレジスタビットの定義(0x44) 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 

定義定義定義定義 ﾌﾟﾛﾄｺﾙのLSB 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0x23 

 
表表表表 7-143 PPPプロトコルレジスタビットの定義プロトコルレジスタビットの定義プロトコルレジスタビットの定義プロトコルレジスタビットの定義(0x45) 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 

定義定義定義定義 ﾌﾟﾛﾄｺﾙのMSB 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0xC2 

 

7.5.6.11CHAP IDレジスタレジスタレジスタレジスタ[CHAP_ID]――――0x46 
(読み出し専用。デフォルトN/A) 
このレジスタは、受信したCHAPチャレンジ、CHAP Ack、CHAP NakパケットのIDを示します。
CHAPコントロール/ステータスレジスタ(0x3F)のCHAP_Dav、CHAP_Ack、あるいはCHAP_Nak
ビットが”1”のとき、有効になります。 
 

表表表表 7-144 CHAP IDレジスタビットの定義レジスタビットの定義レジスタビットの定義レジスタビットの定義(0x46) 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 

定義定義定義定義 受信CHAP ID 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ N/A 
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7.5.6.12ピアピアピアピアIPアドレスレジスタアドレスレジスタアドレスレジスタアドレスレジスタ[Peer_IP_Add]――――0x48-0x4B 
(読み出し専用。デフォルト0x00000000) 
PPP接続確立を確認してから、これらのレジスタを読み出すとネゴシエーションされたPPPのピ
アIPアドレスを示します。これらのレジスタを、表7-144～表7-147に定義します。 
 

表表表表 7-145 ピアピアピアピアIPアドレスレジスタビッアドレスレジスタビッアドレスレジスタビッアドレスレジスタビットの定義トの定義トの定義トの定義(0x48) 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 

定義定義定義定義  ﾋﾟｱIPｱﾄﾞﾚｽのLSB 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0x00 

 

表表表表 7-146 ピアピアピアピアIPアドレスレジスタビットの定義アドレスレジスタビットの定義アドレスレジスタビットの定義アドレスレジスタビットの定義(0x49) 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 

定義定義定義定義 ﾋﾟｱIPｱﾄﾞﾚｽの第3位のﾊﾞｲﾄ 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0x00 

 
表表表表 7-147 ピアピアピアピアIPアドレスレジスタアドレスレジスタアドレスレジスタアドレスレジスタビットの定義ビットの定義ビットの定義ビットの定義(0x4A) 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 

定義定義定義定義 ﾋﾟｱIPｱﾄﾞﾚｽの第2位のﾊﾞｲﾄ 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0x00 

 
表表表表 7-148 ピアピアピアピアIPアドレスレジスタビットの定義アドレスレジスタビットの定義アドレスレジスタビットの定義アドレスレジスタビットの定義(0x4B) 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 

定義定義定義定義 ﾋﾟｱIPｱﾄﾞﾚｽのMSB 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0x00 
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7.5.6.13PPPデータ長レジスタデータ長レジスタデータ長レジスタデータ長レジスタ[PPP_Data_Len]――――0x4E-0x4F 
(読み出し専用。デフォルト0x0000) 
これらのレジスタは、読み出すことができるPPPデータ長を示します。それはCHAPチャレンジ
受信データのバイト数です。これらのレジスタは、CHAPコントロール/ステータスレジスタ
(0x3F)のChap_Davビット”1”のとき有効になります。読み出しによってカウントがデクリメント
することはありません。LSBレジスタ(0x4E)に0x00を書き込むと、入力されたCHAP応答が送信
されます。 
 

表表表表 7-149 PPPデータ長レジスタビッデータ長レジスタビッデータ長レジスタビッデータ長レジスタビットの定義トの定義トの定義トの定義(0x4E) 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 

定義定義定義定義 ﾃﾞｰﾀ長のLSB 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0x00 

 
表表表表 7-150 PPPデータ長レジスタビットの定義データ長レジスタビットの定義データ長レジスタビットの定義データ長レジスタビットの定義(0x4F) 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 

定義定義定義定義 ﾃﾞｰﾀ長のMSB 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0x00 
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7.5.6.14PPP状態レジスタ状態レジスタ状態レジスタ状態レジスタ[PPP_State]――――0x50 
(読み出し専用。デフォルト0x00) 
このレジスタは、PPPモジュールのLCPとNCPの現在の状態を示します。 

表表表表 7-151 PPP状態レジスタビットの定義状態レジスタビットの定義状態レジスタビットの定義状態レジスタビットの定義 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 NCP状態 LCP状態 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0x0 0x0 

 
表表表表 7-152 PPP状態レジスタの説明状態レジスタの説明状態レジスタの説明状態レジスタの説明 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称 ｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽ 説明説明説明説明 
7:4 NCP状態 R このﾌｨｰﾙﾄﾞは､表7-152に定義するNCPの現在の状態を

示します｡ 
3:0 LCP状態 R このﾌｨｰﾙﾄﾞは､表7-152に定義するLCPの現在の状態を

示します｡ 
 

表表表表 7-153 NCP、、、、LCPの状態の状態の状態の状態 

状態状態状態状態 定義定義定義定義 
0 初期状態 
1 起動状態 
2 ｸﾛｰｽﾞ状態 
3 停止状態 
4 ｸﾛｰｽﾞ中 
5 停止中 
6 送信要求状態 
7 Ack受信状態 
8 Ack送信状態 
9 ｵｰﾌﾟﾝ状態 

 
これらの各状態の詳細については、RFC PPPを参照してください。 
 

注：PPPの接続確立は、必ずPPPコントロール/ステータスレジスタ（0x32）のPPP_Up/SRstビット
が ”1”またはPPP割り込みコードレジスタ(0x38)のステータスコードが ”0x09”になっていることによ
って確認して下さい。 
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7.5.6.15MRUレジスタ―レジスタ―レジスタ―レジスタ―0x52-0x53 
(読み出し専用。デフォルト0x05DC) 
これらのレジスタは、LCPフェーズでピアが要求したMRUを示します。この値は、LCP状態が9
のときに有効になります。LCP状態は、PPP状態レジスタ(0x50)を読み出すことによって確かめ
ることができます。RFC PPPでは全てのPPP実装は少なくとも1,500バイトの受信ができること
を規定しています。S-7601Aから1,500バイト以上のパケットを送信することはないので、通常
の適正なピアとの通信であればこの値によって制御すべきことはありません。RFC PPPを確認
してください。 
 

表表表表 7-154 MRU下位レジスタビットの定義下位レジスタビットの定義下位レジスタビットの定義下位レジスタビットの定義(0x52) 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 

定義定義定義定義 MRUのLSB 

ﾃﾞﾃﾞﾃﾞﾃﾞﾌｫﾙﾄﾌｫﾙﾄﾌｫﾙﾄﾌｫﾙﾄ 0xDC 

 
表表表表 7-155 MRU上位レジスタビットの定義上位レジスタビットの定義上位レジスタビットの定義上位レジスタビットの定義(0x53) 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 

定義定義定義定義 MRUのMSB 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0x05 

 

7.5.6.16シリアルポートレビジョンレジスタシリアルポートレビジョンレジスタシリアルポートレビジョンレジスタシリアルポートレビジョンレジスタ[SP_Rev]――――0x71 
(読み出し専用。デフォルト0x20) 
これらのレジスタは、シリアルポートのレビジョンIDを示します。この値は、0x20です。 
 

表表表表 7-156 シリアルポートレビジョンレジスタビットの定義シリアルポートレビジョンレジスタビットの定義シリアルポートレビジョンレジスタビットの定義シリアルポートレビジョンレジスタビットの定義 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 

定義定義定義定義 ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄﾚﾋﾞｼﾞｮﾝ 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0 0 1 0 0 0 0 0 
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7.5.6.17シリアルポートコンフィグレーションレジスタシリアルポートコンフィグレーションレジスタシリアルポートコンフィグレーションレジスタシリアルポートコンフィグレーションレジスタ[SP_Config]――――0x72 
(読み出し/書き込み。) 
これらのレジスタは、表7-156、表7-157に示すようにシリアルポートを制御します。 
 

表表表表 7-157 シリアルポートコンフィシリアルポートコンフィシリアルポートコンフィシリアルポートコンフィグレーションレジスタビットの定義グレーションレジスタビットの定義グレーションレジスタビットの定義グレーションレジスタビットの定義 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 - - HWFC CTS - DTR RTS SCTL 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0 0 0 - 0 1 1 0 

注： 予約済みのビットはダッシュ(-)で示しています。予約済みのすべてのビットには"0"
が書き込まれなければなりません。 

 
表表表表 7-158 シリアルポートコンフィグレーションレジスタの説明シリアルポートコンフィグレーションレジスタの説明シリアルポートコンフィグレーションレジスタの説明シリアルポートコンフィグレーションレジスタの説明 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称 ｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽ 説明説明説明説明 
5 HWFC R/W ﾊｰﾄﾞｳｪｱﾌﾛｰ制御 

このﾋﾞｯﾄはﾊｰﾄﾞｳｪｱﾌﾛｰ制御をｺﾝﾄﾛｰﾙします｡ 
"0"でﾊｰﾄﾞｳｪｱﾌﾛｰ制御が非ｱｸﾃｨﾌﾞ(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ) 
"1"でﾊｰﾄﾞｳｪｱﾌﾛｰ制御がｱｸﾃｨﾌﾞ 
ﾊｰﾄﾞｳｪｱﾌﾛｰ制御の詳細については､第8章｢ﾃﾞｰﾀ通信｣を
参照してください｡ 

4 CTS R 送信ｸﾘｱ 
このﾋﾞｯﾄは､ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄのCTSX信号の入力ﾚﾍﾞﾙを読み出
します。CTSX信号の入力ﾚﾍﾞﾙはHWFCﾋﾞｯﾄが”0”のとき
はS-7601Aの動作に影響を与えません。HWFCﾋﾞｯﾄ
が”1”のときは CTSX信号の入力ﾚﾍﾞﾙはﾊｰﾄﾞｳｪｱﾌﾛｰ制御
の要因となります。SCTLﾋﾞｯﾄの設定には影響されませ
ん｡ 

2 DTR R/W ﾃﾞｰﾀ端子ﾚﾃﾞｨ 
このﾋﾞｯﾄへの書き込みは､ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄのDTRX信号の出力
ﾚﾍﾞﾙを設定します。読み出すとその出力ﾚﾍﾞﾙを示しま
す。HWFCﾋﾞｯﾄ､SCTLﾋﾞｯﾄの設定には影響されません｡ 

1 RTS R/W 送信要求 
HWFCﾋﾞｯﾄが”0”のときこのﾋﾞｯﾄへの書き込みは､ｼﾘｱﾙ
ﾎﾟｰﾄのRTSX信号の出力ﾚﾍﾞﾙを設定します。HWFCﾋﾞｯﾄ
が”1”のときはこのﾋﾞｯﾄへの書き込みは無視され、自動
的にﾊｰﾄﾞｳｪｱﾌﾛｰ制御されてRTSX信号の出力ﾚﾍﾞﾙが決
まります。HWFCﾋﾞｯﾄ､SCTLﾋﾞｯﾄの設定には影響され
ません｡読み出すとその出力ﾚﾍﾞﾙを示します。読み出し
ではHWFCﾋﾞｯﾄ､SCTLﾋﾞｯﾄの設定には影響されませ
ん｡ 

0 SCTL R/W ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄ制御 
このﾋﾞｯﾄはMPUとﾈｯﾄﾜｰｸｽﾀｯｸのどちらがｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄを制
御するかを決定します｡ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝがﾓﾃﾞﾑ、ﾀﾞｲｱﾙｱｯﾌﾟ関
連の制御を行うときはこのﾋﾞｯﾄを"0"にします。
PPP,TCP,UDPの通信をするときは"1"にしてﾈｯﾄﾜｰｸｽﾀｯ
ｸからｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄを制御します｡ 
"0"でMPUがｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄを制御(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ) 
"1"でﾈｯﾄﾜｰｸｽﾀｯｸがｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄを制御 
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7.5.6.18シリアルポートステータスレジスタシリアルポートステータスレジスタシリアルポートステータスレジスタシリアルポートステータスレジスタ[SP_Status]――――0x73 
(読み出し専用。) 
このレジスタは、表7-158、表7-159に示すようにシリアルポートのステータスを示します。 
 

表表表表 7-159 シリアルポートステータスレジスタビットの定義シリアルポートステータスレジスタビットの定義シリアルポートステータスレジスタビットの定義シリアルポートステータスレジスタビットの定義 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 Data_Av DCD DSR CTS RI DTR RTS SCTL 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0 - - - - 1 1 0 

 

表表表表 7-160 シリアルポートステータスレジスタの説明シリアルポートステータスレジスタの説明シリアルポートステータスレジスタの説明シリアルポートステータスレジスタの説明 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称 ｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽ 説明説明説明説明 
7 Data_Av R ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄﾃﾞｰﾀが有効 

このﾋﾞｯﾄを読み出すと､ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄ受信ﾃﾞｰﾀがであるこ
とを示します｡ 
"0"でﾃﾞｰﾀなし 
"1"でﾃﾞｰﾀあり 

6 DCD  R ﾃﾞｰﾀｷｬﾘｱ検出 
このﾋﾞｯﾄはｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄのDCD信号の入力ﾚﾍﾞﾙを示しま
す｡ 

5 DSR R ﾃﾞｰﾀ送信ﾚﾃﾞｨ 
このﾋﾞｯﾄは､ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄのDSRX信号の入力ﾚﾍﾞﾙを示しま
す｡ 

4 CTS R 送信ｸﾘｱ 
このﾋﾞｯﾄは､ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄのCTSX信号の入力ﾚﾍﾞﾙを示しま
す｡ 

3 RI R ﾘﾝｸﾞｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀ 
このﾋﾞｯﾄは､ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄのRI信号の入力ﾚﾍﾞﾙを示します｡ 

2 DTR R ﾃﾞｰﾀ端子ﾚﾃﾞｨ 
このﾋﾞｯﾄは､ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄのDTRX信号の出力ﾚﾍﾞﾙを示しま
す｡ 

1 RTS R 送信要求 
このﾋﾞｯﾄは､ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄのRTSX信号の出力ﾚﾍﾞﾙを示しま
す｡ 

0 SCTL R ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄ制御 
このﾋﾞｯﾄは､MPUとﾈｯﾄﾜｰｸｽﾀｯｸのどちらがｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄを
制御しているのかを示します｡ 
"0"でMPUがｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄを制御(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ) 
"1"でﾈｯﾄﾜｰｸｽﾀｯｸがｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄを制御 
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7.5.6.19シリアルシリアルシリアルシリアルポート割り込みイネーブルポート割り込みイネーブルポート割り込みイネーブルポート割り込みイネーブル[SP_Int_Enable]レジスタ―レジスタ―レジスタ―レジスタ―0x76 
(読み出し/書き込み。デフォルト0x00) 
このレジスタは、シリアルポート割り込みをイネーブルにします。このビットが設定されると、
対応する割り込みがイネーブルになります。このレジスタのデフォルト値は0x00です。 
 

表表表表 7-161 シリアルポート割り込みイネーブルレジスタビットの定義シリアルポート割り込みイネーブルレジスタビットの定義シリアルポート割り込みイネーブルレジスタビットの定義シリアルポート割り込みイネーブルレジスタビットの定義 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 PInt_En DSInt_En DVInt_En DCDInt_En - - - - 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0 0 0 0 0 0 0 0 

注： 予約済みのビットはダッシュ(-)で示しています。予約済みのすべてのビットには"0"
が書き込まれなければなりません。 

 
表表表表 7-162 シリアルポート割り込みイネーブルレジスタの説明シリアルポート割り込みイネーブルレジスタの説明シリアルポート割り込みイネーブルレジスタの説明シリアルポート割り込みイネーブルレジスタの説明 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称 ｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽ 説明説明説明説明 
7 PInt_En R/W ﾎﾟｰﾄ割り込みｲﾈｰﾌﾞﾙ 

これは､PIntﾋﾞｯﾄ(ﾚｼﾞｽﾀ0x78,ﾋﾞｯﾄ7)をｲﾈｰﾌﾞﾙにし
ます｡このﾋﾞｯﾄはｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄ割り込みのﾏｽﾀｲﾈｰﾌﾞﾙ
です。 

6 DSInt_En R/W ﾃﾞｰﾀ送信割り込みｲﾈｰﾌﾞﾙ 
これは､DSIntﾋﾞｯﾄ(ﾚｼﾞｽﾀ0x78,ﾋﾞｯﾄ6)をｲﾈｰﾌﾞﾙに
します｡ 

5 DVInt_En R/W ﾃﾞｰﾀ有効割り込みｲﾈｰﾌﾞﾙ 
これは､DVIntﾋﾞｯﾄ(ﾚｼﾞｽﾀ0x78,ﾋﾞｯﾄ5)をｲﾈｰﾌﾞﾙに
します｡ 

4 DCDInt_En R/W DCD割り込みｲﾈｰﾌﾞﾙ 
これは､PIntﾋﾞｯﾄ(ﾚｼﾞｽﾀ0x78,ﾋﾞｯﾄ7)のDCDInt要
因をｲﾈｰﾌﾞﾙにします。 
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7.5.6.20シリアルポート割り込みシリアルポート割り込みシリアルポート割り込みシリアルポート割り込み[SP_Int]レジスタ―レジスタ―レジスタ―レジスタ―0x78 
(読み出し/書き込み。デフォルト0x00) 
このレジスタは、シリアルポート割り込み要因の特定表示です。 
 

表表表表 7-163 シリアルポート割り込みレジスタビットの定義シリアルポート割り込みレジスタビットの定義シリアルポート割り込みレジスタビットの定義シリアルポート割り込みレジスタビットの定義 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
定義定義定義定義 PInt DSInt DVInt DCDInt - - - - 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ 0 0 0 0 0 0 0 0 

注： 予約済みのビットはダッシュ(-)で示しています。予約済みのすべてのビットには"0"
が書き込まれなければなりません。 

 
表表表表 7-164 シリアルポート割り込みレジスタの説明シリアルポート割り込みレジスタの説明シリアルポート割り込みレジスタの説明シリアルポート割り込みレジスタの説明 

ﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄﾋﾞｯﾄ ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称ﾋﾞｯﾄ名称 ｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽｱｸｾｽ 説明説明説明説明 
7 PInt R ﾎﾟｰﾄ割り込み 

ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄ割り込みの要因表示です。PInt_Enが”1”のと
きにｲﾈｰﾌﾞﾙです。ｲﾈｰﾌﾞﾙのときに、このﾚｼﾞｽﾀのDSInt, 
DVIntのどちらかでも”1”ならば、このﾋﾞｯﾄは”1”になり
ます。また、ｲﾈｰﾌﾞﾙのときに、DCDInt_Enが”1”で、か
つ、このﾚｼﾞｽﾀのDCDIntが”1”ならば、このﾋﾞｯﾄは”1”
になります。これ以外ではｸﾘｱされます。このﾋﾞｯﾄが”1”
の間ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄ割り込みを発生します。 

6 DSInt R ﾃﾞｰﾀ送信割り込み 
DSInt_Enが”0のとき、このビットはｸﾘｱです。DSInt_En
が”1のとき、このビットは次を示します。 
“0”でｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄﾃﾞｰﾀﾚｼﾞｽﾀに送信ﾃﾞｰﾀ書き込みできない 
“1”でｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄﾃﾞｰﾀﾚｼﾞｽﾀに送信ﾃﾞｰﾀ書き込みできる 

5 DVInt R ﾃﾞｰﾀ有効割り込み 
DVInt_Enが”0のとき、このビットはｸﾘｱです。DVInt_En
が”1のとき、このビットは次を示します。 
“0”でまだ読み出していないｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄ受信ﾃﾞｰﾀがない 
“1”でまだ読み出していないｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄ受信ﾃﾞｰﾀがある 

4 DCDInt R/W DCD割り込み 
DCDInt_Enの設定によらず、DCD信号の入力ﾚﾍﾞﾙに変
化があると､このﾋﾞｯﾄは､"1"となります。このﾋﾞｯﾄに
"1"を書き込むとｸﾘｱします。現在のDCD信号の入力ﾚﾍﾞ
ﾙはｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄｽﾃｰﾀｽﾚｼﾞｽﾀのDCDﾋﾞｯﾄ(0x73､ﾋﾞｯﾄ6)で確
認できます。 

 

7.5.6.21シリアルポートデータレジスタシリアルポートデータレジスタシリアルポートデータレジスタシリアルポートデータレジスタ[SP_Data]――――0x7C 
(読み出し/書き込み。デフォルト0x0000) 
このレジスタは、書き込みをするとシリアルポートからデータを送信します。書き込みの前に
DSInt_Enビットを”1”に設定してリアルポート割り込みレジスタのDSIntビット(0x78、ビット6)
が”1”であることを確認して下さい。シリアルポートステータスレジスタのData_Avビット(0x73、
ビット7)が”1”のときはまだ読み出していないシリアルポート受信データがあります。そのときこ
のレジスタを読み出すると受信データが読み出せます。すべての受信データを読み出すと
Data_Avビットは”0”になります。 
 

注： このレジスタをアクセスするときは、シリアルポートコンフィグレーションレジスタ(0x72)のSCTLビッ
トが"0"である必要があります。また、PPP切断の状態でなくてはいけません。 
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7.5.6.22シリアルポートボーレート分周レジスタシリアルポートボーレート分周レジスタシリアルポートボーレート分周レジスタシリアルポートボーレート分周レジスタ[SP_BAUD_Rate_Div]――――0x80-0x81 
(読み出し/書き込み。デフォルト0x0000) 
これらのレジスタは、シリアルポートのボーレートを設定します。以下の式を使って値を計算し
ます。 

 
プログラム値=[(clk周波数)/(ボーレート)] - 1 

 
ここで、clkはS-7601Aのクロックレートです。 
 

例えば、S-7601Aクロックレートが256kHzで、64Kbpsのボーレートの通信をする場合、プログラム
値は以下の通りです。 

 
(256 kHz / 64 k) - 1 = 4 - 1 = 3 

これらのレジスタにプログラムする最低値は0x0003です。 

またボーレート精度を2%以内の精度で合わせこむ必要があります。そのためS-7601Aクロックレー
トとボーレートの比をほぼ整数倍にする必要があります。例えば、S-7601Aクロックレートが
76800Hzで9600bpsの通信をする場合、 
76800 / 9600 = 8と整数倍になり、問題ありませんが、クロックレートを100KHzとすると 
100000 / 9600 = 10.41となり、整数値からずれてしまいます。このときのレジスタに9設定したとす
ると、ボーレイトを10000bpsに設定したこととなります。 
10000 / 9600 = 1.041ですのでボーレイトに4.1%のずれがあります。この場合はスペックアウトとな
り通信できません。このずれが前後2%以内におさまるようにしてください。 
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8 データ通信データ通信データ通信データ通信 

8.1 シリアルポートインターフェイスシリアルポートインターフェイスシリアルポートインターフェイスシリアルポートインターフェイス 

8.1.1概要概要概要概要 
シリアルポートは標準の8ビットシリアルデータフォーマットを使用し、16バイト受信FIFOと1バイトの送信バ
ッファを用いています。ハードウェアフロー制御をサポートしています。ボーレートは、ボーレート分周レジス
タで設定します。 
 

8.1.2データフォーマットデータフォーマットデータフォーマットデータフォーマット 
データフォーマットは、データビット8、スタートビット1(ロジック0)、ストップビット1(ロジック1)、パリティ
なしです。データはLSBを最初に送信します。このフォーマットを図8-1に示します。 
 

図図図図 8-1 シリアルデータフォーマットシリアルデータフォーマットシリアルデータフォーマットシリアルデータフォーマット 

rxd / txd start D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 stop

 
 

8.1.3ハードウェアフロー制御ハードウェアフロー制御ハードウェアフロー制御ハードウェアフロー制御 
ハードウェアフロー制御が非アクティブの場合、データ送受信のフロー制御はアプリケーションに任されます。
S-7601Aにデータ送信が指示されると、CTSX信号の入力レベルによらずそのデータが送信されます。したがっ
て、相手機器の受信バッファがオーバーフローしないようにデータ送信を指示するタイミングを管理する必要が
あります。 
SCTLビットが”0”でMPUがシリアルポートの制御を行っている場合、受信データは16バイト受信FIFOに格納さ
れます。SCTLビットが”1”ではネットワークスタックがシリアルポートの制御を行い、受信データはモードに対
応したFIFOバッファに格納されます。いずれの場合も、アプリケーションはFIFOがオーバーフローしない速さ
でデータを読み出さなければなりません。 
アプリケーションはRTSX信号の出力レベルを設定できます。もし相手機器のハードウェアフロー制御がアクテ
ィブであれば、RTSX信号の出力レベルによって相手機器からのデータ送信を抑止できます。 
 
S-7601Aでは、ハードウェアフロー制御をアクティブにすると、RS/CSハンドシェーキングがサポートされます。
CTSX信号の入力レベルによって自動的にデータ送信のタイミングが制御されます。CTSX信号が”L”で送信可
能、”H”で送信待機になります。S-7601Aにデータ送信が指示されたとき、CTSX信号が”L”であればデータ送信を
開始します。CTSX信号が”H”であれば待機状態でありデータ送信はしません。その後”L”になるとデータ送信を
開始します。S-7601Aがデータ送信中にCTSX信号が”H”になると送信中のバイトを送信しきった時点で待機状態
となり、次のバイト以降のデータ送信を停止します。その後”L”になるとデータ送信を再開します。 
SCTLビットが”0”でMPUがシリアルポートの制御を行っている場合、受信データが16バイト受信FIFOへ8バイト
以上格納されると、S-7601Aは自動的にRTSX信号の出力レべルを”H”に設定します。受信FIFOが読み出され格納
データが8バイト未満になると、S-7601Aは自動的にRTSX信号の出力レベルを”L”に設定します。SCTLビット
が”1”ではネットワークスタックがシリアルポートの制御を行い、受信データはモードに対応したFIFOバッファ
に格納されます。受信FIFOがオーバーフローしそうになると、S-7601Aは自動的にRTSX信号の出力レベルを”H”
に設定します。受信FIFOが読み出され、受信FIFOに空きができてくると、S-7601Aは自動的にRTSX信号の出力
レベルを”L”に設定します。RS/CSハンドシェーキングを適切に行うには相手機器もハードウェアフロー制御が
アクティブである必要があります。 
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8.1.4シリアルポート制御シリアルポート制御シリアルポート制御シリアルポート制御（拡張（拡張（拡張（拡張iAPIレジスタマップの場合）レジスタマップの場合）レジスタマップの場合）レジスタマップの場合） 
SCTLビットを”0”に設定するとMPUがシリアルポートの制御を行うモードになります。これはアプリケーション
がモデム、ダイアルアップ関連の制御をしてるモードです。PPPは切断されていなければなりません。シリアル
ポートデータレジスタに1バイト書き込みをするとシリアルポートからそのデータを送信します。書き込みの前
にDSInt_Enビットを”1”に設定してリアルポート割り込みレジスタのDSIntビット(0x78、ビット6)が”1”であるこ
とを確認して下さい。シリアルポートステータスレジスタのData_Avビット(0x73、ビット7)が”1”のときはまだ
読み出していないシリアルポート受信データがあります。そのときシリアルポートデータレジスタを読み出すと
受信データが読み出せます。すべての受信データを読み出すとData_Avビットは”0”になります。 
 
SCTLビットを”1”に設定するとネットワークスタックがシリアルポートの制御を行うモードになります。これは
PPP, TCP, UDPの通信を行うモードです。このモードでは、シリアルポート割り込みレジスタのDSInt, DVIntビ
ットは無効なので、DSInt_En, DVInt_Enは”0”に設定してください。 
また、シリアルポートデータレジスタにアクセスしてはいけません。 

8.2 TCP/UDPデータ通信（拡張データ通信（拡張データ通信（拡張データ通信（拡張iAPIレジスタマップの場合）レジスタマップの場合）レジスタマップの場合）レジスタマップの場合） 
ソケットのレジスタにアクセスする前に、マスタインデックスレジスタを0x00(ソケット0の場合)か0x01(ソケ
ット1の場合)でプログラムしなければなりません。 
PPPモジュールのレジスタにアクセスする前に、マスタインデックスレジスタを0x80でプログラムしなければな
りません。 

8.2.1 TCPデータ通信データ通信データ通信データ通信 
データ通信は、シリアルポートコンフィグレーションレジスタのSCTLビットを“1”に設定した状態で行います。 
データ送信では、ソケットデータレジスタ（0x3C）にデータを書き込みます。S-7601Aは、ソケットデータレジ
スタを通じて、送信バッファにデータを格納します。送信バッファは、バッファ出力長レジスタ（0x4C-0x4D）
によってアドレッシングされています。送信バッファにデータがない状態でバッファ出力長レジスタは0x03ffに
なります。ソケットデータレジスタにデータを1バイト書き込むごとにバッファ出力長レジスタはデクリメント
していきます。 
データを書き終えた時点で、ソケットコマンドレジスタ（0x3A）のSend_Goビットへ”1”を書き込むと、送信バ
ッファに格納されていたデータがプロトコル処理されて送信されます。 
バッファ出力長レジスタは送信バイト分増加するので、全てのデータが送信されると0x03ffに戻ります。 
データ送信では送信バッファに最大1023バイト格納できます。データグラムが1023バイトを超える場合、アプ
リケーションは複数回に分けて送信する必要があります。送信バッファへ1023バイトのデータを格納した時点で、
バッファ出力長レジスタは0x0000になります。これ以上のデータをソケットデータレジスタに書き込んではい
けません。 
ここで、いったんソケットコマンドレジスタのSend_Goビットへ”1”を書き込み、送信バッファのデータを送信
します。送信バッファの全データが送信され、バッファ出力長レジスタが0x03ffに戻ったことを確認して、デー
タグラムの残りを送信するという手順を繰り返します。 
なお、送信バッファの全データが送信されたことは、ソケットステータス0レジスタ（0x34）のSnd_Empビット
でも、また、割り込みを受けた後、ソケット割り込みステータス0レジスタ（0x38）のSnd_Empビットでも確認
できます。 
 
S-7601Aが受信データを受けると、プロトコル処理した上で、受信データを受信バッファに格納します。 
受信バッファは、バッファ入力長レジスタ（0x4E-0x4F）によってアドレッシングされています。 
バッファ入力長レジスタは、受信バッファに受信データがない状態で0x0000ですが、受信データを格納すると
そのバイト数分増加します。バッファ入力長レジスタが0x0000以外の値であることや、ソケットテータス0レジ
スタ（0x34）のRcv_Davビット、ソケットデータ有効レジスタ、あるいは、割り込みを受けた後、ソケット割り
込みステータス0レジスタ（0x38）のRcv_Davビットなどによってデータ受信のあったことを知ります。 
そこで、ソケットテータス0レジスタ（0x34）のRcv_Davビットを確認しながら、ソケットデータレジスタ（0x3C）
を読み出すと、受信バッファから受信データが得られます。 
ソケットデータレジスタからデータを1バイト読み出すごとにバッファ入力長レジスタはデクリメントしていき
ますので、全てのデータが読み出されると0x0000に戻ります。 
TCPデータ受信では受信バッファへ最大2047バイト格納できます。お互いの受信用バッファがオーバフローしな
いようにするフロー制御が、S-7601Aとピアの間でTCPプロトコルにもとづいて行われます。 
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8.2.2UDPデデデデータ通信ータ通信ータ通信ータ通信 
UDPモードでのデータ送受信の手順はTCPモードと同様になりますが、お互いの受信バッファがオーバフローし
ないようにする手続きは、アプリケーションに任されます。 
 
ただし、UDP_Rawモードでは、受信データを受けると、UDPプロトコル処理した上で、受信データに12バイト
のヘッダ情報を付加して、受信バッファに格納します。 
受信バッファからは、まず、ヘッダ情報12バイトが得られ、続いて受信データが得られます。このモードでは受
信バッファにヘッダ情報分の12バイトも加えて、最大2047バイト格納できます。 
表8-1にヘッダ情報の構成を示します。 
 
 

表表表表 8-1    ヘッダ情報の構成ヘッダ情報の構成ヘッダ情報の構成ヘッダ情報の構成 

先頭からの先頭からの先頭からの先頭からの 
ﾊﾞｲﾄ数ﾊﾞｲﾄ数ﾊﾞｲﾄ数ﾊﾞｲﾄ数 

ﾊﾞｲﾄの内容ﾊﾞｲﾄの内容ﾊﾞｲﾄの内容ﾊﾞｲﾄの内容 備考備考備考備考 

0 ﾘﾓｰﾄIPｱﾄﾞﾚｽ最上位ﾊﾞｲﾄ  
1 ﾘﾓｰﾄIPｱﾄﾞﾚｽ第2位ﾊﾞｲﾄ  
2 ﾘﾓｰﾄIPｱﾄﾞﾚｽ第3位ﾊﾞｲﾄ  
3 ﾘﾓｰﾄIPｱﾄﾞﾚｽ最下位ﾊﾞｲﾄ  
4 ﾘﾓｰﾄﾎﾟｰﾄ番号最上位ﾊﾞｲﾄ  
5 ﾘﾓｰﾄﾎﾟｰﾄ番号最下位ﾊﾞｲﾄ  
6 ﾛｰｶﾙﾎﾟｰﾄ番号最上位ﾊﾞｲﾄ  
7 ﾛｰｶﾙﾎﾟｰﾄ番号最下位ﾊﾞｲﾄ  
8 UDPﾃﾞｰﾀｸﾞﾗﾑｻｲｽﾞ最上位ﾊﾞｲﾄ 
9 UDPﾃﾞｰﾀｸﾞﾗﾑｻｲｽﾞ最下位ﾊﾞｲﾄ 

UDPヘッダ8バイト分は含ま
れません 

10 UDPﾁｪｯｸｻﾑ最上位ﾊﾞｲﾄ 
11 UDPﾁｪｯｸｻﾑ最下位ﾊﾞｲﾄ 
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9 リセット機能リセット機能リセット機能リセット機能 

9.1 概要概要概要概要 
 
S-7601Aには、以下の4つのリセット機能があり、各リセット機能により有効範囲が異なります。 

9.1.1ハードウェアリセット機能ハードウェアリセット機能ハードウェアリセット機能ハードウェアリセット機能 
ハードウェアリセット機能では、S-7601Aの内部回路を全て初期化します。 
S-7601AはCLK信号（クロック入力）に同期して動作します。最小で2クロックの期間、RESETX端子へ“L”を
入力すると、S-7601Aはハードウェアリセット入力を受け入れて、4クロック目の立上りエッジのタイミングで
内部回路の初期設定を始めます。RESETX端子を“H”に戻した後、4クロック目の立上りエッジまで初期化期間
で、その後、通常状態となります。図9-1を参照してください。 

初期化期間

2nd1st 3rd 4th 4th3rd2nd1st
CLK

RESETX
最小 2 ｸﾛｯｸ期間

通常状態
 

図図図図9-1    ハードウェアリセットタイミングハードウェアリセットタイミングハードウェアリセットタイミングハードウェアリセットタイミング 
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9.1.2ソフトウェアリセット機能ソフトウェアリセット機能ソフトウェアリセット機能ソフトウェアリセット機能 
ソフトウェアリセット機能では、ネットワークスタックの初期化を行います。 
汎用コントロールレジスタ（0x01）のSW_Rstビットに“1”を2回続けて書き込むことで行います。ソフトウェ
アリセットは物理レイヤを初期化しません。 
 
S-7600AコンパチブルiAPIレジスタマップ 
0x08, 0x09, 0x0A, 0x0B, 0x0C, 0x0DおよびPT_INTの各レジスタは初期化されません。 
もしPT_INTが”1”だと割り込みがアクティブなままです。ソフトウェアリセットは以下の手順で行ってください。 

 
           -- 
           -- 
Serial_Port_Int_Mask < 0x00 
General_Control < 0x01 
General_Control < 0x01 
（上記レジスタの設定） 
           -- 
           -- 
 

拡張iAPIレジスタマップ 
インデックス0x80の0x72, 0x73, 0x76, 0x78, 0X7C, 0x80, 0x81およびPT_Intの各レジスタは初期化されません。 
もしPT_Intが”1”だと割り込みがアクティブなままです。ソフトウェアリセットは以下の手順で行ってください。 

 
           -- 
           -- 
Master_Index < 0x80 
SP_Int_Enable < 0x00 
General_Control < 0x01 
General_Control < 0x01 
General_Control < 0x04 
Master_Index < 0x80 
SP_Int < 0x10 
（上記レジスタの設定） 
           -- 
           -- 
 

 

9.1.3ソケットリセット機能ソケットリセット機能ソケットリセット機能ソケットリセット機能 
選択されているソケットのパラメータを初期化します。 
S-7600AコンパチブルiAPIレジスタマップではソケットコンフィグステータス下位レジスタ（0x22）の
Data_Avail/RSTビットに“1”を書き込むことでソケットを初期化します。ソケットリセットする前に、ソケッ
トステータス上位レジスタ（0x3A）のSnd_Bsyビットが“0”であることを確認して下さい。 
拡張iAPIレジスタマップではソケットコマンドレジスタ（0x3A）のSck_Clrビットに“1”を書き込むことでソケ
ットを初期化します。ソケットリセットする前にソケットステータス2レジスタ（0x5A）のSck_Busyビットが“0”
であることを確認して下さい。 
ソケットをリセットした後に、ソケットのパラメータを設定してソケットをアクティブにしてください。 
 

9.1.4PPPリセット機能リセット機能リセット機能リセット機能 
PPPモジュールを初期化します。 
S-7600AコンパチブルiAPIレジスタマップではPPPコントロールステータスレジスタ（0x60）のPPP_UP/SRst
ビットに“1”を書き込むことでPPPモジュールを初期化します 
拡張iAPIレジスタマップではPPPコントロール/ステータスレジスタ（0x32）のPPP_UP/Rstビットに“1”を書
き込むことでPPPモジュールを初期化します。 
PPPモジュールをリセットした後に、PPPモジュールのパラメータを設定してしてPPP接続してください。 
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10  適用例適用例適用例適用例 

10.1  x80ファミリーファミリーファミリーファミリーMPUの場合の場合の場合の場合 
 

 S-7601A    x80 ﾌｧﾐﾘｰﾌｧﾐﾘｰﾌｧﾐﾘｰﾌｧﾐﾘｰ
    MPU

- ﾊﾟｰｿﾅﾙ･ﾊﾟｰｿﾅﾙ･ﾊﾟｰｿﾅﾙ･ﾊﾟｰｿﾅﾙ･
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｺﾝﾋﾟｭｰﾀｺﾝﾋﾟｭｰﾀｺﾝﾋﾟｭｰﾀ

- ﾓﾃﾞﾑﾓﾃﾞﾑﾓﾃﾞﾑﾓﾃﾞﾑ
- PDC
- PIAFS

Driver/
Receiver

Decoder

BUSYX
RESETX

WRITEX

READX

CS

SD0～SD7

RS

PORT1

PORT0

WR

RD

D0～D7

IORQ
A1～A7

A0

C86

PSX

 
 

図図図図10-1    x80ファミリーファミリーファミリーファミリーMPUの例の例の例の例 

 
 

10.2  68kファミリーファミリーファミリーファミリーMPUの場合の場合の場合の場合 
 

 S-7601A   68k ﾌｧﾐﾘｰﾌｧﾐﾘｰﾌｧﾐﾘｰﾌｧﾐﾘｰ
    MPU

- ﾊﾟｰｿﾅﾙ･ﾊﾟｰｿﾅﾙ･ﾊﾟｰｿﾅﾙ･ﾊﾟｰｿﾅﾙ･
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｺﾝﾋﾟｭｰﾀｺﾝﾋﾟｭｰﾀｺﾝﾋﾟｭｰﾀ

- ﾓﾃﾞﾑﾓﾃﾞﾑﾓﾃﾞﾑﾓﾃﾞﾑ
- PDC
- PIAFS
   

Driver/
Receiver

 Decoder

BUSYX

RESETX

WRITEX (R/WX)

READX (E)

CS

SD0～SD7

RS

PORT1

PORT0

R/W

E

D0～D7

VMA
A1～A7

A0

C86

PSX

 
 

図図図図10-2    68kファミリーファミリーファミリーファミリーMPUの例の例の例の例 
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10.3  SIIシリアルインターフェイスの場合シリアルインターフェイスの場合シリアルインターフェイスの場合シリアルインターフェイスの場合 
 

 

S-7601A MPU 

- ﾊﾟｰｿﾅﾙ･ﾊﾟｰｿﾅﾙ･ﾊﾟｰｿﾅﾙ･ﾊﾟｰｿﾅﾙ･    
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｺﾝﾋﾟｭｰﾀｺﾝﾋﾟｭｰﾀｺﾝﾋﾟｭｰﾀ    

- ﾓﾃﾞﾑﾓﾃﾞﾑﾓﾃﾞﾑﾓﾃﾞﾑ    
- PDC 
- PIAFS 
   

Driver/ 
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図図図図10-3    SIIシリアルインターフェイスの例シリアルインターフェイスの例シリアルインターフェイスの例シリアルインターフェイスの例 

 

10.4  SPIシリアルインターフェイスの場合シリアルインターフェイスの場合シリアルインターフェイスの場合シリアルインターフェイスの場合 
 

 

S-7601A MPU 

- ﾊﾟｰｿﾅﾙ･ﾊﾟｰｿﾅﾙ･ﾊﾟｰｿﾅﾙ･ﾊﾟｰｿﾅﾙ･    
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｺﾝﾋﾟｭｰﾀｺﾝﾋﾟｭｰﾀｺﾝﾋﾟｭｰﾀ    

- ﾓﾃﾞﾓﾃﾞﾓﾃﾞﾓﾃﾞﾑﾑﾑﾑ    
- PDC 
- PIAFS 
   

Driver/ 
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図図図図10-4    SPIシリアルインターフェイスの例シリアルインターフェイスの例シリアルインターフェイスの例シリアルインターフェイスの例 
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z 本資料の内容は、製品の改良に伴い、予告なく変更することがあります。 
z 本資料に記載されている図面等の第三者の工業所有権に起因する諸問題については弊社はその責任を負いか
ねます。 

z 本資料に記載されている製品が、外国為替及び外国貿易法に定める規制貨物（又は役務）該当する場合は、
同法に基づく日本国政府の輸出許可が必要です。 

z 本資料の内容を弊社に断ることなしに、記載または、複製など他の目的に使用することを固くお断りします。 
z 本資料に記載されている製品は、弊社の書面による許可なくしては、健康機器、医療機器、防災機器、ガス
関連機器、車両機器、航空機器及び車載機器等、人体に影響を及ぼす機器または装置の部品として使用する
ことはできません。 
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